
TTC標準 
TTC STANDARD 
 

 

 

 

 

 

JT-G783 
 

ＳＤＨ多重変換装置の警報系・切替系
の動作 

 

 

 

Maintenance Signal and Protection Switching 
Behavior of Synchronous Digital Hierarchy (SDH) 

Multiplexing Equipment 
 

 

 

 

 

 

 

第 3版 

 

 

2001年 4月 19日制定 

 

 

 

社団法人 

情報通信技術委員会
 

THE TELECOMMUNICATION TECHNOLOGY COMMITTEE 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 - i - ＪＴ－Ｇ７８３ 
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ＳＤＨ多重変換装置の警報系・切替系の動作 

 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
 本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告１９９６年版Ｇ．７８３に準拠したものであるが、以下に述べるように、こ

の中から網間伝送方式の標準化に必要なＳＤＨ多重変換装置の警報系・切替系に関する規定を抽出し、再

構成している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

な し 

 

2.3 その他 

(1) 本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記の項目を追加している。 

(a) 警報転送機能 

本項目を適用した理由は、アトミックファンクション記述を採用した今回の勧告では警報転送

仕様は記載されていないが、ＴＴＣ標準としてはアトミックファンクション記述を“＃”表記と

したため、本来インタフェース仕様として必要である警報転送仕様が標準とならなくなってしま

うため。 

 

(b) Ｆ１バイトの使用法 

本項目は適用した理由は、日本では局間インタフェースで相互接続を実施する場合があり、経

済的な中継器を使用する観点より有効であると判断されるためである。ＩＴＵ－Ｔ勧告では付録

として扱われているが、ＴＴＣ標準では付録では無く、標準扱いの付属資料としている。 

 

(2) 本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記の項目を削除している。 

(a) 高次／低次サブネットワークコネクション切替機能 

本項目を削除した理由は、本方式が網間インタフェースでは使用されないことによる。 

 

(b) 高次／低次タンデムコネクション機能 

本項目を削除した理由は、本方式が網間インタフェースでは使用されないことによる。 

 

(c) タイミング機能 

本項目を削除した理由は、本項目は装置機能を規定しており、網間インタフェースとは直接関

係しないことによる。 

(d) ジッタ／ワンダに関する解説 

本項目を削除した理由は、本項目は装置機能を規定しており、網間インタフェースとは直接関

係しないことによる。 

 



ＪＴ－Ｇ７８３ - ii -  

(e) オーバヘッドアクセス機能 

本項目を削除した理由は、本項目は装置機能を規定しており、網間インタフェースとは直接関

係しないことによる。 

 

(f) ポインタプロセスフローチャート 

本項目を削除した理由は、本項目は装置機能を規定しており、網間インタフェースとは直接関

係しないことによる。 

 

(g) ＰＤＨ物理セクションレイヤのアトミックファンクション仕様 

本項目を削除した理由は、日本ではＰＤＨインタフェースは衰退傾向であり、新規の標準化は

必要無いためである。 

 

(h) コネクション構成例の解説 

本項目を削除した理由は、本項目は装置機能を規定しており、網間インタフェースとは直接関

係しないことによる。 

 

(i) ＲＤＩ／ＲＥＩの使用法 

本項目を削除した理由は、使用法に関する一般的解説であり、特に標準化に必要な項目では無

いと考えられるためである。 

 

(j) ＡＩＳ信号の挿入方法 

本項目を削除した理由は、本項目は装置機能を規定しており、網間インタフェースとは直接関

係しないことによる。 

 

(k) ＤＣＣの使用法 

本項目を削除した理由は、ＤＣＣは主にベンダが自由に利用するチャネルであり、網間インタ

フェースとは直接関係しないことによる。 

 

(3) 本標準では上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し下記の項目を付録として記述している。 

(a) 端局セクションプロテクション仕様（Ａ） 

本項目を付録とした理由は、本項目は欧米で主に使用されており、日本では採用されていない

が、ＩＰ系を中心に欧米系の切替仕様が採用されてくる可能性は否定できず、採用したいという

要望が発生したときに、速やかに対応できるようにするためである。 

 

(b) アトミックファンクション仕様 

本項目を付録とした理由は、アトミックファンクション仕様は装置機能を表す意味合いが強く、

網間インタフェースとは直接関係しないと考えられるが、今後のＩＴＵ－Ｔ勧告の流れから見て、

アトミックファンクション仕様の理解を深める必要があると考えられるためである。 
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2.4 原勧告との章立て構成比較表 

上記勧告との章立て構成の相違を下表に示す。 
 

ＴＴＣ標準 ＩＴＵ－Ｔ勧告 備  考 

１章 本標準の規定範囲 －  

２章 略語 １．２章  

３章 用語の定義 １．３章  

４章 警報検出解除条件 ２章  

５章 警報転送図 ２章～７章 ・旧標準 JT-G782 の警報転送図を元に新規

に作成 

６章 予備切替（１＋１）の

プロトコル、コマン

ド、操作 

G.841 

ANNEX B 

 

７章 ポインタ検出アルゴリ

ズム 

ANNEX C ・ポインタプロセスフローチャートについて

は全文削除 

付属資料Ａ Ｆ１バイトの使

用法 

APPENDIX Ⅰ  

付録Ⅰ 予備切替のプロトコ

ル、コマンド、操作 

G.841 

７．１章 

 

付録Ⅱ アトミックファンク

ション仕様 

１章～８章 ・高次／低次サブネットワークコネクション

機能，高次／低次タンデムコネクション機

能に関する全文削除 

・タイミング機能に関する全文削除 

・ジッタ／ワンダ機能に関する全文削除 

・オーバヘッドアクセスに関する全文削除 

付録Ⅲ 基本機能のアトミッ

クファンクションモ

デル 

APPENDIX Ⅶ  

 

３．改版の履歴 
 

版  数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９９２年  ４月２８日   制  定 

第２版 １９９８年 ４月２８日 ＩＴＵ－Ｔ勧告の改定に伴う改版 

第 3 版 ２００１年 ４月１９日 ＩＴＵ－Ｔ勧告の改定に伴う改版 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
 

５．その他 

5.1 参照している標準・勧告等 

ＪＴ－Ｇ８０３，ＪＴ－Ｇ８０５，Ｇ．８４１，ＪＴ－Ｇ７０７ 
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１．本標準の規定範囲 
 本標準はＳＤＨ多重変換装置による国内ディジタル接続における警報系、切替系の機能及び動作の規定

に関するものである。 

 

２．略語 
 本勧告では以下に示す略語が使われている。 

 

A アダプテーション機能  Adaptation function 

AI アダプテーション情報  Adapted Information 

AP アクセスポイント   Access Point 

APId アクセスポイント識別子  Access Point Identifier 

BER 符号誤り率   Bit Error Ratio  

C コネクション機能   Connection function 

CI 特徴的情報   Characteristic information 

CK クロック    Clock 

CP コネクション点   Connection Point 

D データ    data 

DCC データ通信チャネル  Data Communications Channel  

DEC 減少    Decrement 

DEG 劣化    Degraded 

DEGTHR 劣化閾値    Degraded Threshold 

DS 欠陥秒    Defect Second 

E11 電気インタフェース信号 1544kbit/s Electrical interface signal 1 544 kbit/s 

EBC 誤りブロックカウント  Errored Block Count 

EDC 誤り検出コード   Error Detection Code 

EQ 装置    Equipment 

Eq 電気インタフェース信号ｑ  JT-G703 type electrical signal,bit 

rate order q(q=11) 

ExTI 期待されたトレース識別子  Expected Trace Identifier 

F_B 遠端ブロック   Far-end Block 

F_DS 遠端欠陥秒   Far-end Defect Second 

F_EBC 遠端誤りブロックカウント  Far-end Errored Block Count 

FAS フレーム同期信号   Frame Alignment Signal 

FOP プロトコル障害   Failure Of Protocol 

FS フレーム開始信号   Frame Start signal 

HO 高次    Higher Order 

HOA 高次アセンブラ   Higher Order Assembler  

HOI 高次インタフェース  Higher Order Interface  

HOVC 高次仮想コンテナ   Higher Order Virtual Container 
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HP 高次パス    Higher order Path  

HPA 高次パスアダプテーション  Higher order Path Adaptation  

HPC 高次パスコネクション  Higher order Path Connection  

HPOM 高次パスオーバヘッドモニタ  Higher order Path Overhead Monitor  

HPP 高次パスプロテクション  Higher order Path Protection 

HPT 高次パス終端   Higher order Path Termination  

ID 識別子    Identifier 

LOI 低次インタフェース  Lower Order Interface  

LOM マルチフレーム同期はずれ  Loss Of Multiframe  

LOVC 低次バーチャルコンテナ  Lower Order Virtial Container 

LP 低次パス    Lower order Path  

LPA 低次パスアダプテーション  Lower order Path Adaptation  

LPC 低次パスコネクション  Lower order Path Connection  

LPOM 低次パスオーバヘッドモニタ  Lower order Path Overhead Monitor  

LPP 低次パスプロテクション  Lower order path Protection 

LPT 低次パス終端   Lower order Path Termination  

MCF メッセージ通信機能  Message Communications Function  

MI マネジメント情報   Management Information 

MON モニタ    Monitored 

MP マネジメントポイント  Management Point 

MS 端局セクション   Multiplex Section  

MSA 端局セクションアダプテーション Multiplex Section Adaptation  

MSn 端局セクションレイヤレベルｎ Multiplex Section layer,level n(n=1,4,16) 

MSOH 端局セクションオーバヘッド  Multiplex Section OverHead  

MSP 端局セクションプロテクション Multiplex Section Protection  

MST 端局セクション終端  Multiplex Section Termination  

N_B 近端ブロック   Near-end Block 

N_DS 近端欠陥秒   Near-end Defect Second 

N_EBC 近端誤りブロックカウント  Near-end Errored Block Count 

NC ネットワークコネクション  Network Connection 

NDF 新規データフラグ   New Data Flag  

NU ナショナルユース   National Use  

ODI 出側欠陥表示   Outgoing Defect Indication 

OEI 出側誤り表示   Outgoing Error Indication 

OOF フレームはずれ   Out Of Frame 

OS 光セクション   Optical Section 

Osn 光セクションレイヤレベルｎ  Optical Section layer,level n(n=1,4,16) 

OW オーダワイヤ   Order Wire 

P11x 1544kbit/sレイヤ   1 544 kbit/s layer (transparent) 
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P21x 6312kbit/sレイヤ   6 312 kbit/s layer (transparent) 

PDH プレジオクロナスディジタルハイアラーキ 

   Plesiochronous Digital Hierarchy  

PJE ポインタスタッフイベント  Pointer Justification Event  

PLM 信号ラベル不一致   PayLoad Mismatch 

PM パフォーマンスモニタ  Performance Monitoring 

POH パスオーバヘッド   Path OverHead  

PPI ＰＤＨ物理インタフェース  PDH Physical Interface  

Pq ＰＤＨパスレイヤｑ（ｑ＝１１、２１） 

   PDH path layer,bit rate order q(q=11,12) 

PSC 予備切替カウント   Protection Switch Count 

PSD 予備切替時間   Protection Switch Duration 

PSS 予備切替秒   Protection Switch Second 

PTR ポインタ    Pointer 

RDI 対局劣化表示   Remote Defect Indication 

REI 対局誤り表示   Remote Error Indication 

RI 対局情報    Remote Information 

RP リモートポイント   Remote Point  

RS 中継セクション   Regenerator Section  

RSn 中継セクションレイヤレベルｎ Regenerator Section layer,level n(n=1,4,16) 

RSOH 中継セクションオーバヘッド  Regenerator Section OverHead  

RST 中継セクション終端  Regenerator Section Termination  

S11 VC-11 パスレイヤ   VC-11 path layer 

S2 VC-2パスレイヤ   VC-2 path layer 

S3 VC-3パスレイヤ   VC-3 path layer 

S4 VC-4パスレイヤ   VC-4 path layer 

SD 信号劣化    Signal Degrade  

Sm 低次ＶＣ－ｍレイヤ  lower order VC-m layer (ｍ＝11,2)  

Smm VC-mパスレイヤ影響を与えないモニタ VC-m(m=11,2,3) path layer non-intrusive montoer 

Sms ＶＣ－ｍパスレイヤ監視未収容 VC-m(m=11,2,3) path layer supervisory- 

unequipped 

Sn 高次 VC-nレイヤ   higher order VC-n layer (n=3,4) 

Snm VC-nパスレイヤ影響を与えないモニタ VC-n (n=3,4) path layer non-intrusive monitor 

Sns VC-nパスレイヤ監視未収容  VC-n (n=3,4) path layer supervisory-unequipped 

 

SNC サブネットワーク接続  SubNetwork Connection 

So ソース    Source 

SPI ＳＤＨ物理インタフェース  SDH Physical Interface  

SSD サーバ信号劣化   Server Signal Degrade 
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SSF サーバ信号故障   Server Signal Fail 

TCP 終端コネクション点  Termination Connection Point 

TFAS トレイルトレース識別子フレーム同期信号 

   trail Trace identifier Frame Alignment Signal 

TI タイミング情報   Timing Information 

TIM トレース識別子不一致  Trace Identifier Mismatch  

TP タイミングポイント  Timing Point 

Tpmode 終端点モード   Termination Point mode 

TSD トレイル信号劣化   Trail Signal Degrade 

TSF トレイル信号故障   Trail Signal Fail  

TSL トレイル信号ラベル  Trail Signal Label 

TT トレイル終端機能   Trail Termination function 

TTI トレイルトレース識別子  Trail Trace Identifier 

TTP トレイル終端ポイント  Trail Termination Point 

TxSL 送信信号ラベル   Transmitted Signal Label 

TxTI 送信トレース識別子  Transmitted Trace Identifier 

UNEQ 未収容    UnEquipped  

W 現用    Working 
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３．用語の定義 

 本標準では以下に示す用語が定義される。 

注１．以下の定義は、ＳＤＨ関連勧告に関するものである。 

注２．ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０３信号の参照は、ＰＤＨ信号を参照することを意図している。表記法ＪＴ

－Ｇ７０３（ＰＤＨ）はこの解釈で使用されている。 

 

3.1 １＋１ （プロテクション）アーキテクチャ 

 １＋１プロテクションアーキテクチャは、１つの正常なトラヒック信号と１つの現用ＳＮＣ／トレイル

とひとつの予備ＳＮＣ／トレイルとひとつの常時ブリッジがある。 

 ソースエンドでは、常時、正常なトラヒック信号が現用とプロテクションＳＮＣ／トレイルの両方にに

ブリッジされている。 

 シンクエンドでは、正常なトラヒック信号は、２つのＳＮＣ／信号のより良い方から選ばれる。 

 恒久的にブリッジされるため、１＋１アーキテクチャでは、エキストラトラヒックは提供されない。 

 

3.2 １：ｎ（予備）アーキテクチャ（ n≧1 ） 

 １：ｎプロテクションアーキテクチャは、ｎ個の正常なトラヒック信号とｎ個の現用ＳＮＣｓ／トレイ

ルとひとつの予備ＳＮＣ／トレイル がある。１つのエキストラトラヒック信号がある場合もある。 

 

 現用ＳＮＣｓ／トレイルの上の信号は、正常なトラヒック信号である。 

 

 予備ＳＮＣ／トレイル上の信号は、正常なトラヒック信号の一つか、エキストラトラヒック信号か、無

効の信号（例えば、オール１信号、試験信号、正常なトラヒック信号のひとつ）のどれかである。ソース

エンドにおいて、これらの信号の一つは、予備ＳＮＣ／トレイルに接続している。シンクエンドにおいて、

現用ＳＮＣ／トレイルからの信号は、正常信号として選択される。欠陥状態が、現用ＳＮＣ／トレイルで

検出、または特定の外部コマンドの影響下にある場合、伝送された信号は予備ＳＮＣ／トレイルにブリッ

ジされる。シンクエンドでは、この予備ＳＮＣ／トレイルからの信号が代わりに選択される。 

 

3.3 アクセスポイント識別子（ＡＰＩｄ） 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８３１参照 

 

3.4 アクティブトレイル／パス／セクション／ＳＮＣ／ＮＣ 

 信号が切替セレクタによって選択されたトレイル／パス／セクション／ＳＮＣ 

 

3.5 アダプテーション情報（ＡＩ） 

 アクセスポイントを通過する情報 

 

3.6 変則（anomaly） 

 アイテムの現実的な特徴と要求された特徴の間で認めることのできた最も小さい不一致。一回の変則の

発生は、要求された機能を実行するための能力を中断する構成要素にならない。 
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3.7 アトミックファンクション 

よりシンプルな機能に分割された機能は、デジタル伝送ハイアラーキにユニークに定義される。それゆ

えにそれはネットワーク観点から分割できない。以下のアトミックファンクションは、各々のネットワー

クレイヤで定義される 

・双方向のトレイル終端機能（..._TT）、トレイル終端ソース機能（..._TT_So）、トレイル終端シンク

機能（..._TT_Sk）そして、コネクション機能（..._Co） 

・クライアントとサーバレイヤネットワークとの間の３つのアダプテーション機能は以下のように定義さ

れる。アダプテーションシンク機能..._A_Sk とアダプテーションソース機能..._A_So と双方向性のアダ

プテーション機能..._A 

 

3.8 自動切替（ＡＰＳ） 

 ２つの MS_TT、Sn_TT か Sm_TT 機能間でそれらを含む故障した現用トレイル／ＳＮＣから予備トレイル

／ＳＮＣから予備トレイル／ＳＮＣへの信号の自律切替とその後の復旧で、ＭＳＯＨ、ＨＯＰＯＨかＬＯ

ＰＯＨかＬＯＰＯＨ内のＫバイトにより運ばれる制御信号を使って行う。 

 

3.9 基本機能 

 アトミックファンクションの結合から成り立っている一般的な機能。 

 

3.10 双方向のトレイル／コネクションタイプ 

 伝達ネットワークを通しての双方向のトレイル／コネクション 

 

3.11 双方向の（プロテクション）切替 

 片方向の故障でも、影響を受ける方向と受けない方向の両方（トレイル，サブネットワークコネクショ

ンなど）を切り替える方式。 

 

3.12 クライアント／サーバレイヤ 

 ２つの隣接したネットワーク層は、クライアント／サーバ関係で関係している。各々の伝達ネットワー

クレイヤは、上位レイヤへのトランスポートを提供し、下位レイヤからのトランスポートを使う。トラン

スポートを供給しているレイヤはサーバと呼ばれ、トランスポートを使用するレイヤを、クライアントと

呼ぶ。 

 

3.13 コネクション機能（Ｃ） 

 接続可能性が存在する場合において、アトミックファンクショングループ間の情報アイテムの収集に関

連するレイヤ内のアトミックファンクション。コネクション機能では、切替プロトコルの終端を行い、そ

れに基づき動作するが、収集した情報アイテムの形式の変更は行わない。入出力間のいかなる接続可能性

に関する制限は明示されるべきである。 
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3.14 コネクション点（ＣＰ） 

 トレイル終端ソースの出力かコネクションが、他のコネクション入力とつながる場所か、コネクション

の出力が、トレイル終端シンクの出力か他のコネクションにつながる場所の参照点。コネクション点は、

それを通る情報によって特徴付けられる。双方向性コネクション点は、ペアとなった反対方向性の関連に

よって形づくられる。 

 注．情報モデルにおいて、コネクション点はコネクション終端ポイント（ＣＴＰ）と呼ばれる。 

 

3.15 複合機能 

 １つ、もしくはより多くのレイヤ内におけるアトミックファンクションの集合を意味する機能。 

例１． 特定レイヤ（互いの要求を満たす一つのクライアントレイヤ）内のいくつかのアトミックファ

ンクションの組合せが複合アダプテーション機能である。（複合）アダプテーション機能の組合

せとレイヤの終端機能は複合機能である。 

例２． 光セクション（ＯＳ）、端局セクション（ＭＳ）、そして中継セクション（ＲＳ）のアトミッ

クファンクションは主な複合機能からの組合せによる。複合機能は、装置の単純化された記述を

容易にする。標準化された複合機能は、アトミックファンクションの共有的な組合せにより唯一

の名前を付ける。 

 

3.16 欠陥（defect） 

 変則の程度が、要求される機能を実行する能力が中断されるレベルに到達した場合を示す。欠陥はパ

フォーマンスモニタと結果としての動作と故障原因の確定のために使用される。 

 

3.17 エキストラトラヒック信号 

 予備トレイル／パス／セクション／ＳＮＣ／ＮＣが待機中の場合に、そこに通すことが出来る信号 

 

3.18 故障（failure） 

 終端された要求される機能を実行するためのアイテムの能力が、十分長く持続したと考えられるものが

故障原因である。故障（failure）は今検出されている故障（fault）である。 

 

3.19 故障（fault） 

 故障は要求される動作を行なうための機能が不備であることを示す。これは予防保全、外部のリソース

不足、又は計画された行動の結果に関する不備は含まない。 

 

3.20 故障原因 

 たった一つの障害か故障は複合的欠陥の発見を導くかもしれない。故障原因は、問題を引き起こしてい

る障害か故障を表す欠陥を確認するはずの相互関連プロセスの結果である。 
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3.21 グルーミング 

 特徴が類似しているか、関連しているクライアントレイヤコネクションを同じグループにする、クライ

アントレイヤコネクションへのサーバレイヤトレイルの割り当て。 

 前に述べたように管理される特定のＶＣ－３パス内のサービスタイプ、目的地、切替カテゴリによって

バーチャルコンテナレベル１１（ＶＣ－１１）をグルーミング可能である。同期伝送モジュール（ＳＴＭ

－Ｎ）セクション内で類似した標準に従ったＶＣ－４パスをグルーミングすることは可能である。 

 

3.22 レイヤ 

 伝達ネットワークの機能性を連続したレベルとして階層的に記述するために使われる概念。各レイヤは

特徴的情報の生成と転送に単独に関係する。 

 

3.23 マネジメント情報（ＭＩ） 

 アクセスポイント上を通過する信号 

 

3.24 マネジメントポイント（ＭＰ） 

 アトミックファンクションの出力が、エレメントマネジメント機能の入力に接続される、又はエレメン

トマネジメント機能の出力が、アトミックファンクションの入力に接続される参照点。 

注．ＭＰはＴＭＮ Ｑ３インタフェースではない。 

 

3.25 端局セクション（ＭＳ） 

 端局セクションは、２つの端局セクショントレイル終端機能を含み、それらの間にあるトレイルである。  

 

3.26 非切り戻し（プロテクション）オペレーション 

 非切り戻し操作では、仮に切替要求が終わったとしても、伝送信号（サービス）は現用ＳＮＣ／トレイ

ルに戻らない。 

 

3.27 ノーマル信号 

 保護されたトレイル／セクション／パス／ＳＮＣ／ＮＣによって伝送される信号 

 

3.28 パス 

 パスレイヤのトレイル 

 

3.29 ポインタスタッフイベント（ＰＪＥ） 

 ＰＪＥは、周波数調整を意味するポインタ値の増加か減少と共に、ポインタのＩ－ｂｉｔかＤ－ｂｉｔ

の反転を行う。 

 

3.30 プロセス 

 動作のため、もしくは動作の収集のための一般的な用語。 
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3.31 プロテクショントレイル／パス／セクション／SNC／NC 

 プロテクショングループの一部であって、そしてプロテクションに分類される特有のトレイル／パス／

セクション／ＳＮＣ／ＮＣ。 

 

3.32 参照点 

 機能の境界を定めるもの 

 

3.33 中継セクション（ＲＳ） 

 中継セクションは２つの中継セクション終端を含み、それらの間にあるトレイルである。 

 

3.34 対局情報（ＲＩ） 

 参照点ＲＰを通過する情報。例えばＲＤＩとＲＥＩ。 

 

3.35 リモートポイント（ＲＰ） 

 リモートエンドへ情報を伝えるために、双方向性のトレイル終端のトレイル終端シンク機能の出力が、

そのトレイル終端ソース機能の入力に伝送される参照点。 

 

3.36 切り戻し（プロテクション）オペレーション 

 切り戻し操作では、切替要求が終わった時には伝送信号（サービス）は常に現用ＳＮＣ／トレイルに切

り戻る。例えば、現用ＳＮＣ／トレイルが故障から回復した、或いは、外部からの要求が解除されたとき。 

 

3.37 セクション 

 セクションレイヤのトレイル 

 

3.38 サーバ信号劣化（ＳＳＤ） 

 アダプテーション機能のＣＰでの信号劣化表示出力。 

 

3.39 サーバ信号不良（ＳＳＦ） 

 アダプテーション機能のＣＰでの信号不良表示出力。 

 

3.40 信号劣化（ＳＤ） 

 関連したデータが劣化した欠陥（dDEG）状態が起動される程度に劣化したことを示す信号。 

 

3.41 信号不良（ＳＦ） 

 関連したデータがの近端欠陥状態が起動（劣化故障ではない）される程度に故障したことを示す信号。 

 

3.42 スタンバイトレイル/パス/セクション/ＳＮＣ 

 切替セレクタによって選択されていないトレイル／パス／セクション／ＳＮＣ信号。 
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3.43 ターミネーションコネクションポイント（ＴＣＰ） 

 トレイル終端機能が、アダプテーション機能かコネクション機能に接続されるコネクション点の特別の

ケース。 

注．情報モデルにおいて、ターミネーションコネクションポイントはトレイル終端ポイント（ＴＴＰ）と

呼ばれる。 

 

3.44 タイミング情報（ＴＩ） 

 ＴＰを通過する情報。 

 

3.45 タイミングポイント（ＴＰ） 

 同期分配レイヤの出力が、アダプテーションソースかコネクション機能の入力に接続されるか、アダプ

テーションシンク機能の出力が、同期分配レイヤの入力に接続される場合の参照点。 

 

3.46 トレイル信号劣化（ＴＳＤ） 

 終端機能のＡＰにおける信号劣化表示出力。 

 

3.47 トレイル信号不良（ＴＳＦ） 

 終端機能のＡＰでの信号不良表示出力。 

 

3.48 トレイル終端機能（ＴＴ） 

 完全性（インテグリティ）に関する情報とアダプテーション情報の監視を生成、加算、モニタするレイ

ヤ内のアトミックファンクション 

 

3.49 現用トレイル／パス／セクション／SNC／NC 

 プロテクショングループの部分であって、そして現用と記された特有のトレイル／パス／セクション／

ＳＮＣ／ＮＣ 

 

3.50 片方向トレイル／コネクションタイプ 

 伝達ネットワークを通る一方通行のトレイル／コネクション 

 

3.51 片方向（プロテクション）切替 

 片方向の障害（伝達の１つの方向にだけ影響を及ぼしている障害）により、影響を受けた（トレイル、

サブネットワークコネクションなどの）方向だけが切り替わる切替方式。 

 

3.52 復旧待ち時間 

 故障が回復してからトレイル／コネクションが正常なトラヒック信号を転送、または正常なトラヒック

信号を選択するために再び使用できる前に経過しなければならない時間の期間理由。 
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４．警報検出解除条件 
警報検出解除条件として以下に示される各警報項目をそれぞれ検出するか、あるいは検出しないかは装

置毎のオプションであり、必須ではない。 

 

4.1 入力断（LOS） 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５８を参照。 

 

4.2 未収容（UNEQ） 

ＶＣ－３、およびＶＣ－４においては、５つの連続したＶＣ－ｎ（ｎ＝３，４）フレームがＣ２バイト

の中に“00000000”というパターンを含んでいるならば、ＵＮＥＱを検出する。また、５つの連続したＶ

Ｃ－ｎフレームにおいてＣ２バイトの中に“00000000”以外の任意のパターンが検出されるならば、ＵＮ

ＥＱは解除される。 

ＶＣ－１１，ＶＣ－２においては、５つの連続したＶＣ－ｍ（ｍ＝11,2）フレームがＶ５バイトの５～

７ビットのところに“000”というパターンを含んでいるならば、ＵＮＥＱを検出する。５つの連続した

ＶＣ－ｍフレームにおいてＶ５バイトの５～７ビットのところに“000”以外の任意のパターンが検出さ

れるならば、ＵＮＥＱは解除される。 

 

注．未収容は状態を示し、未収容以外のトレイルが収容されているパスから検出されなければ警報とはな

らない。 

 

4.3 AIS 
ＭＳ－ＡＩＳ検出は少なくとも３フレーム連続したＫ２バイトの６～８ビットで“111”を受信した場

合検出される。また、少なくとも３フレーム連続したＫ２バイトの６～８ビットで“111”以外の任意の

パターンが検出したら、ＭＳ－ＡＩＳは解除される。 

ＡＵ－ｎにおいてのＡＩＳ検出解除条件は 7 章参照。 

ＴＵ－ｍにおいてのＡＩＳ検出解除条件は 7 章参照。 

 

4.4 エラー（ＥＸＣ、DEG） 

エラー（ＥＸＣ，ＤＥＧ）の検出解除条件は、網毎に以下の項目 4.4.1 と項目 4.4.2 を選択することが可

能である。 
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4.4.1 ポアソン分布エラーと仮定された重度エラーと信号劣化 

重度エラー（ＥＸＣ）はＢＥＲが前もって定めた 10-x ,x=3,4,5 という閾値を超える場合検出される。ま

た、ＢＥＲが 10-(x+1)より低くなれば重度エラーは解除される。 

ＢＥＲ≧10-x であれば、測定時間内に欠陥を検出する確率は 0.99 以上だろう。 

ＢＥＲ≦10-(x+1)であれば、測定時間内に欠陥を検出する確率は 10-6 以下だろう。 

ＢＥＲ≧10-x であれば、測定時間内に欠陥を解除する確率は 10-6 以下だろう。 

ＢＥＲ≦10-(x+1)であれば、測定時間内に欠陥を解除する確率は 0.99 以上だろう。 

 

また信号劣化（ＤＥＧ）はＢＥＲが前もって定めた 10-x ,x=5,6,7,8,9 という閾値を超える場合検出され

る。また、ＢＥＲが 10-(x+1)より低くなればＢＩＰエラーは解除される。 

ＢＥＲ≧10-x であれば、測定時間内に欠陥を検出する確率は 0.99 以上だろう。 

ＢＥＲ≦10-(x+1)であれば、測定時間内に欠陥を検出する確率は 10-6 以下だろう。 

ＢＥＲ≧10-x であれば、測定時間内に欠陥を解除する確率は 10-6 以下だろう。 

ＢＥＲ≦10-(x+1)であれば、測定時間内に欠陥を解除する確率は 0.99 以上だろう。 

 

ＢＥＲの計算のための最大検出／解除時間要求を表４－１／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。 

 

（注）改訂前の標準では表４－２／ＪＴ－Ｇ７８３に示すような解釈が可能であった 

 

4.4.2 バーストエラーと仮定された重度エラーと信号劣化 

重度エラーは定義されず、ＥＸＣは誤りと推測される。 

もしＤＥＧＭ連続したエラーインターバル（インターバルはパフォーマンスをモニタするために用いら

れる 1 秒間隔である）が検出されるならば、信号劣化（ＤＥＧ）は検出される。あるインターバルの中で

検出された誤りのブロックの割合が劣化閾値（ＤＥＧＴＨＲ）以上であるならば、そのインターバルは不

良と検出される。ＤＥＧＴＨＲの設定の細かさは将来的な課題である。なぜなら高次のインタフェースで

の１％は１フレーム中の多くのブロックに相当するからである。例えば、ＳＴＭ－１６インタフェースで

は、１％は１フレーム中３０２７０ブロックのステップに相当する。１つの提案は、割合よりもむしろエ

ラーのあるブロックの数としてＤＥＧＴＨＲを設定することである。 

 

（注）ＭｓｎレイヤにおけるＤＥＧの場合では、誤りのあるブロックはＢＩＰ反則に等しい。 

 

もし M 個の連続した正しいインターバルが検出されるならば、ＢＩＰエラーは解除されるだろう。も

しあるインターバル中で検出された誤りのあるブロックの割合がＤＥＧＴＨＲよりも小さければ、そのイ

ンターバルは正しいとされる。 

ＤＥＧＭパラメータは２から１０までの範囲である。ＤＥＧＴＨＲパラメータは 0＜DEGTHR≦100%の

範囲内である。 
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表４－１ａ／ＪＴ－Ｇ７８３ ＶＣ－４、およびＶＣ－３における最大検出時間の必要条件 

(ITU-T G.783) 

検出閾値 実際のＢＥＲ 

 
≥ 10–3 10–4 10–5 10–6 10–7 10–8 10–9 

10–3 10 ms       
10–4 10 ms 100 ms      
10–5 10 ms 100 ms 1 s     
10–6 10 ms 100 ms 1 s 10 s    
10–7 10 ms 100 ms 1 s 10 s 100 s   
10–8 10 ms 100 ms 1 s 10 s 100 s 1000 s  
10–9 10 ms 100 ms 1 s 10 s 100 s 1000 s 10 000 s 

 

表４－１ｂ／ＪＴ－Ｇ７８３ ＶＣ－２、およびＶＣ－１１における最大検出時間の必要条件 

(ITU-T G.783) 

検出閾値 実際のＢＥＲ 

 
≥ 10–3 10–4 10–5 10–6 10–7 10–8 

10–3 40 ms      
10–4 40 ms 400 ms     
10–5 40 ms 400 ms 4 s    
10–6 40 ms 400 ms 4 s 40 s   
10–7 40 ms 400 ms 4 s 40 s 400 s  
10–8 40 ms 400 ms 4 s 40 s 400 s 4000 s 

 

表４－１ｃ／ＪＴ－Ｇ７８３ 解除時間の必要条件 

(ITU-T G.783) 

検出閾値 設定/解除値の検出閾値

に対する割り付け 
端局セクション 

VC-4 
VC-3 

VC-2 
VC-11 

10–3 10–3/10–4 10 ms 40 ms 
10–4 10–4/10–5 100 ms 400 ms 
10–5 10–5/10–6 1 s 4 s 
10–6 10–6/10–7 10 s 40 s 
10–7 10–7/10–8 100 s 400 s 
10–8 10–8/10–9 1000 s 4000 s 
10–9 10–9/10–10 10 000 s  
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表４－２／ＪＴ－Ｇ７８３ 前標準の最大検出解除時間の必要条件 

(ITU-T G.783) 

検出閾値 端局セクション 
VC-4 
VC-3 

VC-2  
VC-11 

10–3 10 ms 40 ms 
10–4 100 ms 400 ms 
10–5 1 s 4 s 
10–6 10 s 40 s 
10–7 100 s 400 s 
10–8 1000 s 4000 s 
10–9 10 000 s  

 

4.5 対局劣化表示（RDI） 

ＭＳｎにおいて、ｚ個の連続したＳＴＭ－ＮフレームがＫ２バイトの６～８ビットの中に“110”とい

うパターンを含むならば、ＲＤＩが検出される。ｚ個の連続したＳＴＭ－ＮフレームがＫ２バイトの６～

８ビットの中に“110”以外の任意のパターンを含むならば、ＲＤＩは解除される。ｚは 3,4,5 のいずれか

である。 

ＶＣ－３，ＶＣ－４において z 個の連続したＶＣ－ｎフレームがＧ１バイトの５ビットに“1”という

値を含むならば、ＲＤＩが検出される。また、z 個の連続したＶＣ－ｎフレームがＧ１バイトの５ビット

に”0”という値を含むならば、ＲＤＩは解除される。ｚは 3,5,10 のいずれかである。 

ＶＣ－１１、およびＶＣ－２において z 個の連続したＶＣ－ｎフレームがＶ５バイトの８ビットに

“１”という値を含むならば、ＲＤＩが検出される。もし z 個の連続したＶＣ－ｎフレームがＶ５バイト

の８ビットに“０”という値を含むならば、ＲＤＩは解除される。z は 3,5,10 のいずれかである。 

また、欠陥はＳＳＦ状態では解除される。 

 

4.6 フレーム外れ（OOF）、フレーム同期外れ（LOF） 

 フレーム同期（引き込み）はＳＴＭ－Ｎ信号中のＡ１およびＡ２バイトを探すことにより行われる。検

出するフレーム同期パターンはＳＴＭ－Ｎ信号に含まれたＡ１およびＡ２バイトのサブセットである。フ

レーム信号はフレームの始まりの位置と思われるところから同期確立のために連続的にチェックされる。

同期確立状態にあるとき、最大フレーム外れ（ＯＯＦ）検出時間はランダムな非フレーム信号の場合は６

２５μs である。同期確立をチェックするのに使われるアルゴリズムとしては通常の使用状態では１０
－３

（ポアソン型）の誤り率で６分に１回以上の偽ＯＯＦを生じないものである必要がある。ＯＯＦ状態にあ

るときには、最大同期引き込み時間は似たようなフレーム同期パターンのないエラーフリー信号に対して

２５０μs である。ＯＯＦからの同期復帰に使用されるアルゴリズムとしてはランダム非フレーム信号の

疑似同期確率が２５０μs あたり１０
－５

を越えないものである必要がある。 

 

ＳＴＭ－Ｎ信号において、ＯＯＦ状態が［ＴＢＤ］ミリ秒の間持続したとき、フレーム同期外れ（ＬＯ

Ｆ）が検出される。間欠的なＯＯＦに対処するため、積算タイマはフレーム同期検出状態が［ＴＢＤ］ミ

リ秒連続するまで、積算タイマがゼロにリセットされないようにする。一度ＬＯＦ状態になった場合、フ

レーム同期検出状態が［ＴＢＤ］ミリ秒連続したらフレーム同期確立状態に遷移する。 

 

（注意）時間間隔［ＴＢＤ］は将来的な課題である。０から３ｍｓまでの範囲内の値がこれまで提案され

てきた。
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4.7 マルチフレーム外れ（OOM）、マルチフレーム同期外れ（LOM） 

マルチフレーム外れ（ＯＯＭ）、およびマルチフレーム同期外れ（ＬＯＭ）の検出はオプションである。 

ＴＵＧ構造がＴＵＧ－２を含む場合、500μｓのマルチフレームの開始位相は H４バイトの 7、8 ビット

でマルチフレームアライメントを実行し、同期確立する。H４バイトの 7、8 ビットの連続したエラーを検

出したときマルチフレーム外れ（ＯＯＭ）となる。４連続のＶＣ－ｎフレーム中にエラーのないＨ４バイ

トが検出されたとき、マルチフレームアライメントの回復、およびマルチフレーム同期確立（ＩＭ）状態

に遷移する。 

マルチフレームアライメント処理がＯＯＭ状態であり、Ｈ４マルチフレームがＸｍｓ以上に回復しない

ならばＬＯＭが検出される。その後、マルチフレームが回復した（マルチフレームアライメント処理がＩ

Ｍ状態）ときに、ＬＯＭが解除される。 

値 X は１～５ｍｓの範囲内の値である。 

 

4.8 ポインタ異常（LOP） 

 ＡＵ－ｎにおけるＬＯＰは７章参照。 

 ＴＵ－ｍにおけるＬＯＰは７章参照。 

 

4.9 送信故障（TF） 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５８参照。 

 

4.10 送信劣化（TD） 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５８参照。 

 

4.11 トレース識別子不一致（TIM） 

トレース識別子不一致（ＴＩＭ）の検出はオプションである。 

ＴＩＭ検出が必要とされない場合では、受信側は受け取ったＪ０／Ｊ１／Ｊ２の値を無視することができ

て、ＴＩＭは偽とみなされる。 

 

4.12 信号ラベル不一致（PLM） 

信号ラベル不一致（ＰＬＭ）の検出はオプションである。 

Ｃ２バイト、およびＶ５バイトの５～７ビットからトレイル信号ラベル（ＴＳＬ）の再生が行われる。

ＰＬＭの検出は、期待値のＴＳＬと、受信したＴＳＬの間での比較に基づくものである。 

 

（注）ＰＬＭのための許容基準と検出解除条件は、完全な状態、およびＰＬＭに対する耐エラー性を明確

化するための今後の検討課題である。 

 

 ＴＳＦ状態では、欠陥は解除される。 

 もし入ってきたＴＳＬ符号が“1”（不特定パス収容）であれば、欠陥は抑制（解除）されるだろう。 
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５．警報転送図 

 

判例 "1" －オール１（AIS）信号挿入 ● 検出 ○ 生成 

 

(注1) B2 誤りによる AIS と RDI の挿入はオプションである。この図ではこれらのオプションを

点線で示す。 

(注2) TIM、及び PLM の検出、及び転送はオプションである。この図ではこれらのオプションを

点線で示す。 

 

 

図５－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 警報転送図 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

LOS 

LOF "1" 
"1" 

MS-AIS "1" 

MS-DEG 
MS-EXC 
MS-RDI 

MS-REI 
MS-RDI 

AU-AIS "1" 
AU-LOP 

"1" 
HP-UNEQ "1" 
HP-TIM 
HP-DEG 

HP-EXC 
HP-RDI 

ＨＰ-REI 
HP-RDI 

TU-AIS "1" 

TU-LOP 
TU-PLM 
TU-LOM 

"1" 

LP-UNEQ "1" 

LP-TIM 
LP-DEG 
LP-EXC 
LP-RDI 
LＰ-REI 

LP-RDI 

PLM "1" 

終端 ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ 終端 ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ 

物理セクション 
（PS） 

中継セクション 
（RS） 

端局セクション 
（MS） 

高次パス 
（HP） 

低次パス 
（LP） 

終端 ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ 終端 ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ 終端 ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ 

BIP エラー(B1) 

(注 1) 

MS-BIP ｴﾗｰ(B2) 

HP-BIP ｴﾗｰ(B3) 

LP-BIP ｴﾗｰ(V5) 

(注 2) 

(注 2) 

(注 2) 
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６．予備切替（１＋１）のプロトコル、コマンド、操作 
6.1 主に１＋１双方向切替が用いられる網に対して最適化された１＋１双方向切替 

 このアルゴリズムは、高速１＋１非復帰予備切替を実現するために、現用セクション１、２を使う。い

いかえれば、復帰動作が、現用セクション間の切替によって実現されることになる。 

 

 Ｋ１、Ｋ２バイト（ｂ１－ｂ５）は、切替機能を実現するために交信される。この予備切替は、固定接

続なので、トラヒックは、現用セクション１および現用セクション２に常に接続されている。（図Ｂ－１

／ＪＴ－Ｇ７８３参照） 

 予備切替が有効でない場合、バイトＫ２はトラヒックを運ぶセクションの番号を示す。これは、第１セ

クションとして参照される。他の現用セクション（第２セクションとして参照される）は、第１セクショ

ンに対する予備回線を提供する。この予備切替動作を制御するために、Ｋ１、Ｋ２バイトの交信が、第２

セクションに対して行われる。予備切替が“クリア”された後に、Ｋ２バイトのセクション番号が変更さ

れる。予備切替両受信端の予備切替が、他のセクションを第１セクションとして選択して、“要求無”を

受信して、予備切替の“クリア”は完了する。 

 

 最適化された１＋１双方向切替において、セクション１、２の両方は、現用セクションとして等価であ

る。Ｋ１、Ｋ２バイトは、第２セクション上で受信される。Ｋ１、Ｋ２バイトは、必ずしも、第１セク

ションで受信される必要はないが、一般的には、“クリア”操作を成功させるためと、第１チャネルの不

一致状態の復帰を許容するために、Ｋ１、Ｋ２バイトは、両方のセクション上で送信されなければならな

い。 

 

 主に１＋１双方向切替を使う網のために最適化された１＋１双方向切替において、選択スイッチは、切

替要求のない第１セクション上にある。すべての切替要求は、第１セクションから第２セクションへの予

備切替のためにある。一度、切替要求が通常的に“クリア”すると、そのセクションを第１セクションに

することによって、トラヒックは、それが切替られたセクションで継続される。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１／ＪＴ－Ｇ７８３ ＭＳＰ切替－最適化された１＋１双方向切替 

（現用セクション１が第１セクションとされた状態として図示） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

現用 
チャネル 

１ 

現用 
セクション２ 

第２ 
固定分岐 

現用 
セクション１ 

第１ 

選択スイッチ 
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6.1.1 ““““ロックアウト” 

最適化された１＋１双方向切替において、“ロックアウト”は、Ｋバイトにより送信されないローカル

な要求だと考えられる。“ロックアウト”は、選択切替の位置を凍結させるためと、“ロックアウト”の

要求が“クリア”されるまでＫバイトの送信を凍結するためにある。“ロックアウト”の要求が“クリ

ア”されると、選択切替とＫバイトは、変更されたいろいろなセクションの状態と後続のＫバイトを適用

することによって、以前の状態にセットされる。 

 

6.1.2 第２セクション異常 

 第２セクションは、ＳＦかＳＤの状態である場合は、いつでも異常と判断される。オプション機能とし

て、第２セクションのＭＳ－ＲＤＩが受信される場合は、常に第２セクションは異常と判断される。 

 

 第２セクションが異常な場合は、切替要求は送信されないし、認められない。第２セクションが異常な

場合に、近端装置は、必ずしもＫ１バイト上に要求を示さず、選択切替は第１セクションから選択する。

さらに、切替要求が有効で、ロックされていない間、第２セクションが異常になれば、切替要求は棄却さ

れる。すなわち、選択切替は第１セクションに戻され、Ｋ１バイトによる要求を送信しない。 

 

6.1.3 Ｋ１バイトの生成則 

 Ｋ１バイトは切替動作の要求を示す。ビット１－４は、表６－１／ＪＴ－Ｇ７８３で示すように要求の

種別を示す。 

その要求は、次のどれかを示す。 

１）第１セクションの状態に関連した状態（ＳＦかＳＤ） 

  第２セクションに対する状態表示は行わない。 

２）ＭＳＰ機能の状態（復帰要求、要求無、要求応答） 

  復帰要求と確認応答は、常に第１セクションに表示する。要求無は、常に空セクションを示す。 

３）第１ラインから第２ラインへの切替のための外部要求（強制切替） 
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表６－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 要求の種別 

(ITU-T G.783) 

 

 

 

 

ビット 

 

１２３４ 

 

状態、機能又は外部要求 

 

 

優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１１１ 

１１１０ 

１１０１ 

１１００ 

１０１１ 

１０１０ 

１００１ 

１０００ 

０１１１ 

０１１０ 

０１０１ 

０１００ 

００１１ 

００１０ 

０００１ 

００００ 

未使用（注１） 

強制切替 

未使用（注１） 

信号不良 

未使用（注１） 

信号劣化 

未使用（注１） 

未使用（注１） 

未使用（注１） 

復旧待 

未使用（注１） 

未使用（注１） 

未使用（注１） 

確認応答 

未使用（注１） 

要求無 

最上位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最下位 

 

注１．未使用の外部要求を受信した場合に、装置は最後に受信した未使用でない外部要求を受信したの

と同様に動作する。 

注２．両方の現用セクション上の信号劣化（ＳＤ）の場合に、予備切替は行われるべきでない。個々の

ＳＤの場合には、優先度に依存して選択切替はセクション１又はセクション２に切り替えられる

かもしれない。いずれにせよ、この場合切替は行われるべきではない。 

 

ビット５－８は予備切替によって保護されるべきセクション番号を示す。これは要求無に対する空セク

ション、他のすべての要求に対する第１セクションとなる。 

 

表６－２／ＪＴ－Ｇ７８３ Ｋ１バイトのチャネル番号 

(ITU-T G.783) 

チャネル番号. 切 替 動 作 要 求 

０ 空セクション（要求無の場合のみ） 

 

１ 

 

 現用セクション１ 

セクション番号１から切離す要求の表示 

 

２ 

 

現用セクション２ 

セクション番号２から切離す要求の表示 
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6.1.4 Ｋ２バイト生成則 

 主に１＋１双方向切替を使う網のために最適化された１＋１双方向切替のために、送信されたＫ２バイ

トは、ビット１－４に選択切替の位置を示す 

ａ）セクション１が現用である場合のチャネル番号１（０００１） 

ｂ）セクション２が現用である場合のチャネル番号２（００１０） 

 

表６－３／ＪＴ－Ｇ７８３ Ｋ２バイトのチャネル番号 

(ITU-T G.783) 

チャネル番号. 指  示  内  容 

１ 

 

２ 

セクション１が第１セクション 

 

セクション２が第１セクション 

 

 

6.1.5 第一セクションミスマッチ 

 近端と遠端でどちらのセクションが第一セクションであるかが不一致である状態（例えば片方がセク

ション１をＫ２バイトで表示し、もう片方はセクション２を表示している場合）では、セクション２が第

一セクションであると認識している側をセクション１が第一セクションであるように変更し、その状態を

ラインの状態と入力Ｋバイトに従いセットする。 

 

6.2 切替コマンド 

 

強制切替 

 ローカルの“ロックアウト”が事実上ないか、同等か、より高い優先度の要求がないか、あるいは、第

２セクションが異常になっていなければ、第２セクションにサービスを切替える。強制切替が、ＳＦかＳ

Ｄよりもっと高い優先度を持っているので、たとえ第１セクションがＳＦかＳＤの状態にあっても、強制

切替は、第２セクションに対する切替の要因として示される。 

 

強制切替の“クリア” 

 “ロックアウト”が事実上なく、強制切替が有効であれば、第１回線を現用の有効回線に変更して、要

求を要求無に変更することにより、切替は“クリア”される。強制切替が有効でなければ、強制切替の

“クリア”コマンドは無効である。 

 

6.3 切替操作 

 表６－４／ＪＴ－Ｇ７８３は、１＋１双方向予備切替において、セクション１が第１セクションである

場合の第１セクション上の信号異常に対する操作を示す。 

 表６－５／ＪＴ－Ｇ７８３は、最適化された１＋１双方向予備切替切替において、セクション２が第１

セクションである場合の強制切替に対して第１セクションから第２セクションへの切替操作を示す。強制

切替に関して、強制切替のクリアに対して“復旧待”状態は必要無い事に注意すること。 

 



 - 21 - ＪＴ－Ｇ７８３ 

表６－４／ＪＴ－Ｇ７８３ 主に１＋１双方向切替を使う網のために最適化された１＋１双方向切替の例 

－現用セクション１のＳＦ 

(ITU-T G.783) 
APS バイト 

Ｃ局→Ａ局 Ｃ局←Ａ局 
操      作 

故障状態 
  または 
  切替制御状態 Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｃ局 Ａ局 
チャネル１の 
故障無 
トラヒック状態 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0001 0000 
Ch 1 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0001 0000 
Ch 1 
 

  

1100 0001 
信号 Ch 1 
不良 

0001 0000 
Ch 1 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0001 0000 
Ch 1 
 

ローカルな要求の 
検出 
Ｋ１バイトの更新 

 

1100 0001 
信号 Ch 1 
不良 

0001 0000 
Ch 1 
 

0010 0001 
確認  Ch 1 
応答 

0001 0000 
Ch 1 
 

 
 
 

遠端要求の検出 
チャネル２への切替 
確認応答の送信 

C 局の 
セクション１の信

号不良 

1100 0001 
信号 Ch 1 
不良 

0001 0000 
Ch 1 
 

0010 0001 
確認  Ch 1 
応答 

0001 0000 
Ch 1 
 

確認応答の検出 
チャネル２への切替 
 

 
 
 

C 局のセクション

１ の 信号不良が

“ ク リア”され

て 、 持 続 性 の

チェック 

0110 0001 
復旧  Ch 1 
時 

0001 0000 
Ch 1 
 

0010 0001 
確認  Ch 1 
応答 

0001 0000 
Ch 1 
 

復旧要求の送信 
 

 
 
 

復旧の破棄 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0010 0000 
Ch 2 
 

0010 0001 
確認  Ch 1 
応答 

0001 0000 
Ch 1 
 

要求無の送信 
Ｋ１，Ｋ２バイトの更

新 

 
 
 

チャネル２の 
故障無 
トラヒック状態 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 
 

0010 0000 
Ch 2 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0010 0000 
Ch 2 
 

 要求無の送信 
Ｋ１，Ｋ２バイトの更

新 

 

表６－５／ＪＴ－Ｇ７８３ 主に１＋１双方向切替を使う網のために最適化された１＋１双方向切替の例 

－現用セクション２からの強制切替 

(ITU-T G.783) 
故障状態 APS バイト 
  または Ｃ局→Ａ局 Ｃ局←Ａ局 

 

  切替制御状態 Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｃ局 Ａ局 
チャネル２の 
故障無 
トラヒック状態 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0010 0 000 
Ch 2 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0010 0 000 
Ch 2 
 

  

1110 0010 
強制 Ch 2 
切替 

0010 0000 
Ch 2 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0010 0000 
Ch 2 
 

ローカルな要求の 
検出 
Ｋ１バイトの更新 

 

1110 0010 
強制  Ch 2 
切替 
 

0010 0000 
Ch 2 
 

0010 0010 
確認  Ch 2 
応答 

0010 0000 
Ch 2 
 

 
 
 

遠端要求の検出 
チャネル２への切替確

認応答の送信 

C 局の 
セクション２か

ら強制切替 

1110 0010 
強制  Ch 2 
切替 

0010 0000 
Ch 2 
 

0010 0010 
確認  Ch 2 
応答 

0010 0000 
Ch 2 
 

確認応答の検出 
チャネル２への切替 
 

 

C 局の強制切替の

“クリア” 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0001 0000 
Ch 1 
 

0010 0010 
確認  Ch 2 
応答 

0010 0000 
Ch 2 
 

要求無の送信 
Ｋ１，Ｋ２バイトの更

新 

 

予備切替無し 
セクション１の

トラヒック 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0001 0 000 
Ch 1 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0001 0000 
Ch 1 
 

 要求無の送信 
Ｋ１，Ｋ２バイトの更

新 

操        作 
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７．ポインタ 検出 アルゴリズム 
7.1 ポインタ解釈 

ポインタ処理アルゴリズムは有限個の定型状態によりモデル化できる。 

ポインタの解釈アルゴリズムは以下の３つの状態が定義される。 

（図７－１／ＪＴ－Ｇ７８３参照） 

・ＮＯＲＭ 状態 

・ＡＩＳ 状態 

・ＬＯＰ 状態 

 

 状態間の遷移は連続的な事象（表示）である。 

（例えば３つの連続したＡＩＳによりＮＯＲＭ状態からＡＩＳ状態へ遷移）。 

 状態遷移を起こすための表示種別と連続数は、安定な動作と低ＢＥＲに対応出来るように選定する。た

だ一つの事象で遷移するのは、有効なポインタ値を持つＮＤＦを受け取った後のＡＩＳ状態からＮＯＲＭ

状態への遷移のみである。このアルゴリズムは連続的な表示に基づいた遷移のみを含んでいるため、非連

続的な無効表示を受信した場合、ＬＯＰ状態へ遷移しないことを意味していることに注意すべきである。 

 

 以下の事象は次のように定義される。 

 

・norm_point ：(ノーマルＮＤＦ)AND(一致したＳＳ)AND(範囲内のオフセット値) 

・ＮＤＦ_enable：(有効ＮＤＦ)AND(一致したＳＳ)AND(範囲内のオフセット値) 

・ＡＩＳ_ind ：“１１１１１１１１”“１１１１１１１１” 

・incr_ind ：(ノーマルＮＤＦ)AND(一致したＳＳ)AND(過半数のＩビット反転)AND(過半数以下

のＤビット反転)AND(前回のＮＤＦ_enable 、incr_ind、decr_ind が３回以上前) 

・decr_ind ：(ノーマルＮＤＦ)AND(一致したＳＳ)AND(過半数のＤビット反転)AND(過半数以下

のＩビット反転)AND（過半数以下のＩビット反転）AND(前回のＮＤＦ_enable 、

incr_ind、decr_ind が３回以上前) 

・inv_point  ：(その他)OR(現オフセット値と等しくないオフセット値を伴った norm_point) 

 

   注１：オフセット値はＮＯＲＭ状態のＶＣの現位相として定義され、その他の状態では定義されな

い。 

   注２：有効 NDF は, 1001, 0001, 1101, 1011, 1000 である。 

   注３：ノーマル NDF は、0110, 1110, 0010, 0100, 0111 である。 

 

 状態遷移図に示された遷移は次のように定義される。 

 

・incr_ind/decr_ind  ：オフセット値の調整（増加、減少表示） 

・３×norm_point  ：３つの連続した同じ norm_point 表示 

・ＮＤＦ_enable  ：単一のＮＤＦ_enable 表示 

・３×ＡＩＳ_ind  ：３つの連続したＡＩＳ表示 

・Ｎ×inv_point  ：Ｎ回連続した inv_point （８≦Ｎ≦１０） 
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・Ｎ×ＮＤＦ_enable  ：Ｎ回連続したＮＤＦ_enable （８≦Ｎ≦１０） 

 

   注４：ＮＯＲＭ状態からＮＯＲＭ状態への遷移は、状態の変化はないが、オフセット値が変化したこと

を意味する。 

   注５：３×norm_point はＮ×inv_point（８≦Ｎ≦１０）よりも優先される。 

   注６：北米との相互接続を行うアプリケーションでは AU-n ポインタの SS ビットを無視することが

要求されるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１／ＪＴ－Ｇ７８３ ポインタ解釈状態遷移図 

(ITU-T G.783) 

 

7.2 連結ペイロード 

 連続した連結のために、通常のポインタと同じ方法で、通常のポインタの代わりに挿入された連結表示

の存在を定義することができる。これは図７－２／ＪＴ－Ｇ７８３の状態遷移図に定義されている。 

・ CONC_状態 

・ LOPC_状態 

・ AISC_状態 

３ × norm_ 

３×ＡＩＳ_ind 

Ｎ×inv_ point 

ＡＩＳ ＬＯＰ 

ＮＯＲＭ 

ＮＤＦ_enable 

３× ＡＩＳ_ind 

３×norm_ point 

３×norm_point 
ＮＤＦ_enable 

Ｎ×ＮＤＦ_ enable 

Ｎ×inv_ point 

incr_ind/ 
decr_ind 
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 以下の事象（表示）は次のように定義される。 

 

・ Conc_ind: NDF_enabled + dd1111111111 

・ AIS_ind: 11111111  11111111 

・ Inv_ind: 上記以外 

 注：dd ビットはＪＴ－Ｇ７０７で規定されていないため、このアルゴリズムでも規定されない。 

 

 状態遷移図に示された遷移は次のように定義される。 

 

・ 3 x AIS_ind: 3 回連続 AIS 表示(AIS_ind) 

・ N x Inv_ind: N 回(8≦N≦10)連続無効表示(Inv_ind) 

・ 3 x Conc_ind: 3 回連続連結表示(Conc_ind) 

 

連結されたペイロードを構成する１つ以上のＡＵが故障のときには、連結されたペイロードの故障となる。

故障として以下の２つが定義される。 

・ ＬＯＰ 

・ ＡＵ－ＡＩＳ 

 

ＬＯＰ故障は、ポインタ解釈のＮＯＲＭ状態からＬＯＰ状態またはＡＩＳ状態への遷移、すなわち、全て

の連結されたＡＵにおいて、ＣＯＮＣ状態からＬＯＰＣ状態またはＡＩＳＣ状態への遷移として定義され

る。ポインタ解釈がＡＩＳ状態となり、かつ、連結されるＡＵの全ての連結表示がＡＩＳＣ状態となった

場合、１つのＡＵ－ＡＩＳが通知される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２／ＪＴ－Ｇ７８３ 連結表示状態遷移図 

(ITU-T G.783) 

３× conc_ind 

３×AIS_ind 

Ｎ×inv_point 

AISC LOPC 

CONC 

３× AIS_ind 

３×conc_ind 

Ｎ×inv point 
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付属資料Ａ  
Ｆ１バイトの使用法 

 

 中継器を含んでいるＳＤＨネットワークの管理（保守）に対するＤＣＣの使い方はＩＴＵ－Ｔ Ｇ．７

８４で説明されている。経済的な中継器を実現するため、この付属資料は、中継器区間のつながっている

部分の障害区間を特定するためのＦ１バイトの使用例を示す。中継器が中継区間で故障を検知した時、中

継器は中継器の番号と障害の状態をＦ１バイトに挿入する。図Ａ．１にその手順を示す。尚、これは局間

伝送路についてのＦ１バイトの使用方法であり、局内伝送路については該当しない。また、Ｆ１バイトを

受信する側の端局は、本機能を使用しない場合は、この機能を無効にする設定が出来るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注１．端局装置は中継器の警報を受け、それらを通知する。 

 注２．中継器の状態が正常な場合、受信Ｆ１バイトはそのまま下位に転送される。 

注３．中継器の２番がＬＯＳ，ＬＯＦ，ＳＤ（Ｂ１）またはＥＲＲ ＭＯＮを上位で検出した 

場合、その中継器番号と状態の情報をＦ１バイトを使って下位に転送する。警報の定義 

は以下の通り。 

ＬＯＦ又はＬＯＳ フレームの損失または信号の損失 

 ＳＤ（Ｂ１） Ｂ１バイトで計算される信号劣化 

 ＥＲＲ ＭＯＮ Ｂ１バイトのモニタで検出されるエラー 

 注４．正常な状態は端局によってＦ１バイトに挿入される。 

 

図Ａ．１／ＪＴ－Ｇ７８３ 中継セクションの連続(ITU-T G.783) 

 

 

 

 

 

 

 

図Ａ．２／ＪＴ－Ｇ７８３ Ｆ１バイトの定義(ITU-T G.783) 

（注１） （注４） 

端局 端局 

（注２） （注３） 

ID=1 

Reg.1 

ID=2 

Reg.2 

ID=3 

Reg.3 

T1526540-97/d136 

00 正常 

01 SD(B1) 

10 LOS又はLOF 

11 ERR MON 

状態 中継器のID 

b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 b8 
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付録Ⅰ  
予備切替のプロトコル、コマンド、操作 

 

Ⅰ.1 予備切替プロトコル 

 端局セクションの両端における予備切替においては、ＡＰＳバイト（予備セクションの端局セクション

オーバヘッド内のＫ１とＫ２バイト）を用いて切替動作の要求や“確認応答”を伝達する。これらのバイ

トのビット配置やコマンドとプロトコルは、以下のように定義される。 

 

Ⅰ.1.1 Ｋ１バイト 

 Ｋ１バイトは、あるチャネルの切替動作要求を示す。１～４ビットは、表Ⅰ－１／ＪＴ－Ｇ７８３に示

すように要求の種別を示す。 

 その要求は、次のどれかを示す。 

 1)  ある区間の条件（ＳＦとＳＤ）を示す。条件は高プライオリティまたは低プライオリティをもつ。

プライオリティは、各々の対応するチャネルについて指定される。 

 2)  予備切替機能の状態を示す。 

（“復旧待”、“切戻不要”、“要求無”、“確認応答”） 

 3) 外部要求を示す。 

（“ロックアウト”、“強制切替”または“手動切替”および“試験”） 

 

 ５～８ビットは、表Ⅰ－２／ＪＴ－Ｇ７８３に示すように要求元のチャネル番号を示す。 
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表Ⅰ－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 要求の種別 

(ITU-T G.783) 

 

ビット 

 

１２３４ 

 

状態、機能又は外部要求 

 

 

優先度 

（注１） 

１１１１ 

１１１０ 

１１０１ 

１１００ 

１０１１ 

１０１０ 

１００１ 

１０００ 

０１１１ 

０１１０ 

０１０１ 

０１００ 

００１１ 

００１０ 

０００１ 

００００ 

ロックアウト（注２） 

強制切替 

信号不良－高プライオリティ 

信号不良－低プライオリティ 

信号劣化－高プライオリティ 

信号劣化－低プライオリティ 

未使用（注３） 

手動切替 

未使用（注３） 

復旧待 

未使用（注３） 

試  験 

未使用（注３） 

確認応答 

切戻不要 

要求無 

最上位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最下位 

 

 注１．予備セクションにおけるＳＦ状態は、現用チャネルが予備セクションから選択されるどの要求よ

りもプラィオリティが高い。 

 注２．チャネル番号 “０”は、予備のロックアウト要求にのみ許される。 

 注３．ある網運用者は、これらのコードを網の特別な目的で使用することが考えられる。受信側は、こ

れらのコードを無視する機能を有すべきである。 

 注４．要求は、予備切替構成に従って本表から選択される。すなわち、個々の場合に、上表の内から必

要なもののみが使用される。 
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表Ⅰ－２／ＪＴ－Ｇ７８３ 

(ITU-T G.783) 

チャネル番号 切 替 動 作 要 求 

 

０ 

 

空チャネル（現用チャネルでもエキストラトラヒックチャネルでも

ない）。予備セクションに対する状態および高プライオリティの 

切替動作要求を示す。 

 

 

１～１４ 

 

 

現用チャネル（１～１４） 

現用セクションにおける状態およびプライオリティ（高位または 

低位）を示す。 

例えば、１＋１の場合、現用チャネル１だけが、あらかじめ高プ 

ライオリティに設定される。１＋１システムはＫバイト上で受信 

した（誤った）低プライオリティ要求を、相当する高プライオリ 

ティ要求と同等なものとして取り扱う。 

 

１５ 

 

エキストラトラヒックチャネル 

状態は、適用されない。 

１：ｎ構成の時のみ存在する。 

 

Ⅰ.1.2 Ｋ１バイト生成則 

 自装置のＳＦとＳＤの状態、 “復旧待”時間（ＷＴＲ）、“切戻不要”状態、そして外部要求は、表Ⅰ

－１／ＪＴ－Ｇ７８３の要求プライオリティ表の下向きの順位を基にしたプライオリティによって順序づ

けられる。 

 もし、同じレベルの自装置状態（ＳＦまたはＳＤ）が同時に異なった伝送セクションで検出されたら、

最も低いチャネル番号の状態が優先される。これらの順序づけられた要求の中で最も高いプライオリティ

を持つ要求が現在の自装置要求よりもプライオリティが高い場合に限って置き換えられる。 

自装置のＳＦとＳＤの状態と「現用チャネルのロックアウト」制御コマンドを持つ現用チャネルに対す

る外部要求は、Ｋ１バイトの生成中には評価されない。 

 

Ⅰ.1.2.1 双方向切替 

自装置要求とＫ１バイト受信による対向装置要求のプライオリティは、表Ａ－１／ＪＴ－Ｇ７８３

のプライオリティ表の下向きの順序に従って比較される。受信した“確認応答”または、「現用チャ

ネルのロックアウト」制御コマンドを持つ現用チャネルに対する対向装置要求は、比較のなかでは、

考慮されない事に注意すること。 

送信したＫ１が 

a) “確認応答”を示す場合を以下に示す。 

対向装置の分岐要求が、ロックアウトされていないチャネルに対するものである時、かつ、 

ⅰ）対向装置要求がより高いプライオリティの時、 

ⅱ）要求が同じレベル（かつ「要求無」より高いプライオリティ）であり、送信したＫ１バイト

がすでに“確認応答”を示している時、 

ⅲ）要求が同じレベル（かつ「要求無」より高いプライオリティ）であり、送信したＫ１バイト

が“確認応答”を示していない場合において、対向装置要求が低いチャネル番号の時である。 

b) 他の場合全て自装置要求を示す。 
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Ⅰ.1.2.2 片方向切替 

   送信したＫ１バイトは、いつでも自装置要求を示す。それ故に、“確認応答”は、決して示さない。 

 

Ⅰ.1.3 復帰／非復帰モード 

 復帰モードでの動作において、切替がもはや必要ない場合、すなわち、故障した現用セクションがもう

すでにＳＤまたはＳＦの条件でない時（および他の要求チャネルがない状態の時）、自装置“復旧待”状

態とする。 

 この状態のプライオリティが最も高くなってからＫ１バイトに送出され、予備セクション上にある先に

障害の発生した現用セクションからの現用チャネルの信号は維持される。この状態は、通常タイムアウト

待後、“要求無空チャネル”（またはもし可能ならば“要求無チャネル１５”）になる。 

 もし、送出したＫ１バイトがすでに“復旧待”でない場合、復旧待タイマは、より早く停止すべきであ

る。すなわち、より高いプライオリティを持つどんな要求もこの状態を停止する。 

 非復帰モードは、１＋１構成に対してのみ適用できる。故障した現用セクションがすでにＳＤまたは、

ＳＦ状態でない時、そのチャネルのセクション選択は、“要求無”というよりは、むしろ“切戻不要”ま

たは“復旧待”状態とすることにより維持する。 

 送出されたＫ１バイト中の“復旧待”も“切戻不要”要求も、通常受信したＫ１バイト中の“確認応

答”によって確認される。しかしながら、“要求無”は、別の“要求無”受信でしか判らない。 

 

Ⅰ.1.4 Ｋ２バイト 

 １～５ビットは、予備切替スイッチの接続状態を示す。（図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｇ７８３参照）６～８ビッ

トは、ＭＳ－ＡＩＳとＭＳ－ＲＤＩ表示のために使用される。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７参照） 
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図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 予備切替スイッチ １：ｎ構成例 

(ITU-T G.783) 

 

注．ＭＳ－ＲＤＩが生成されていないときに、６～８ビットが切替モード（“１００”が片方向、“１０

１”が双方向）を表示するために使われる地域があることを注記しておく。このような適用は本標準の範

囲外である。 

 

 １～４ビットは、表Ⅰ－３／ＪＴ－Ｇ７８３に示すようにチャネル番号を示す。５ビット目は、予備切

替構成を示す。“１”は１：ｎ構成を示し、“０”は１＋１構成を示す。 

 

表Ⅰ－３／ＪＴ－Ｇ７８３ 

(ITU-T G.783) 

 

チャネル番号 指  示  内  容 

０ 

１～１４ 

 

１５ 

 

空チャネル 

現用チャネル（１～１４） 

  例えば１＋１の場合、現用チャネル１だけが設定される。 

エキストラトラヒックチャネル 

  １：ｎ構成の時のみ存在する。 

 

分岐スイッチ 選択スイッチ 

空チャネル(0) 

現用 
チャネル 

１ 

現用 
チャネル 

２ 

エキストラ 
トラヒック 
チャネル 

（15） 

予備 
セクション 
（０） 

現用 
セクション 

１ 

現用 
セクション 

２ 

０ 

０ 

２ 

15 

15 

１ 

１ 

２ 
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Ⅰ.1.5 Ｋ２バイト生成則 

 送信Ｋ２バイトのビット１～４には、全ての切替構成及び運用モードにおいて、受信Ｋ１バイトが空

チャネルを表示している場合は、空チャネル（０）を表示し、エキストラトラヒックは分岐されない。そ

の他の場合、分岐されたチャネルの番号は、送信Ｋ２バイトによって表示される。 

 

 送信Ｋ２バイトのビット５には、構成を表示する。 

 a) １＋１構成の場合…“０”を設定する。 

 b) １：ｎ構成の場合…“１”を設定する。 

 

Ⅰ.1.6 分岐スイッチの制御 

Ⅰ.1.6.1 １＋１構成の片方向／双方向運用の場合 

 １＋１構成において、現用チャネル 1 は、常に現用と予備のセクションに分岐されている。それゆえ、

分岐制御は必要無い。 

 

Ⅰ.1.6.2 １：ｎ構成の片方向運用の場合 

 １：ｎ片方向構成において、受信Ｋ１バイトで表示されるチャネル番号は、予備セクションに分岐され

る。エキストラトラヒックがサポートされ、受信Ｋ１バイトが０又は１５を示し、受信Ｋ１バイトが予備

のロックアウト要求を示していない場合は、エキストラトラヒック信号は予備セクションへ分岐される。 

 

 分岐端で、もし予備セクションがＳＦ状態にあるなら、分岐は凍結される（現在の分岐が維持される） 

 

Ⅰ.1.6.3 １：ｎ構成の双方向運用の場合 

 １：ｎの双方向構成において、分岐の制御は、送受信のＫ１バイトのチャネル番号を比較することに

よって実施される。 

 

a) 送受信のＫ１バイトのチャネル番号が、同じ現用チャネル信号を示している場合、相当する現用チャ

ネル信号は、予備セクションへ分岐される。 

b) エキストラトラヒックがサポートされ、受信したＫ１バイトが０又は１５を示し、送信Ｋ１バイトも

０又は１５を示し（全ての４つのコンビネーションが許容される）、受信と伝送されたＫ１バイトが

予備のロックアウト要求を示していない場合、エキストラトラヒック信号は予備セクションへ分岐さ

れる。 

c) 上記の a)と b）が満たされない場合、又は予備セクションがＳＦ状態にある時、分岐は開放される

（空チャネルが分岐される）。 



ＪＴ－Ｇ７８３ - 32 -  

 

Ⅰ.1.7 選択スイッチの制御 

Ⅰ.1.7.1 １＋１構成の片方向運用の場合 

 １＋１構成の片方向運用の場合、最高位のプライオリティの自装置要求によって選択スイッチは制御さ

れる。予備セクションがＳＦ状態にある場合は、選択スイッチを開放する。 

 

Ⅰ.1.7.2 １＋１構成の双方向運用の場合 

 １＋１構成の双方向運用の場合、受信Ｋ２バイトと送信Ｋ１バイト上のチャネル番号の比較により、選

択スイッチは制御される。一致なら、予備セクションに表示チャネルを選択する。不一致なら、選択ス

イッチを開放する。 

 

注）“００００”での一致の場合は、選択スイッチを開放する。 

不一致が５０ｍｓ間接続した場合、参照点ＭＳＰ＿ＭＰにおいて、“不一致”と判定する。 

予備セクションがＳＦ状態にある場合は、選択スイッチを開放し、“不一致”の判定は行わない。 

 

Ⅰ.1.7.3 １：ｎ構成の片方向/双方向運用の場合 

 １：ｎ構成において、選択スイッチの制御は、受信Ｋ２バイトと送信Ｋ１バイトのチャネル番号を比較

することによって実施される。 

 

a) 受信Ｋ２バイトと送信Ｋ１バイトのチャネル番号が、同じ現用チャネル信号を示している場合、相当

する現用チャネル信号が、予備セクションから選択される。 

b) 受信Ｋ２バイトがの信号番号が 15 を示し、送信Ｋ１バイトが０又は１５を示している場合は、エキ

ストラトラヒック信号が予備セクションから選択される。 

c) a)と b）が満たされない場合は、選択スイッチは開放される（選択される信号は無い）。この状態が

５０ｍｓの間継続した場合、Ｋ１/Ｋ２ミスマッチが参照点ＭＳＰ＿ＭＰで報告される。 

d) 予備セクションがＳＦ状態の場合は、選択スイッチは開放される（選択される信号は無し）、そして

実行中のＫ１/Ｋ２ミスマッチ表示は解除される。 

 

注）１：ｎプロトコルのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３の定義において、エキストラトラヒックは、予備セク

ションがＳＤ状態の場合に予備セクションから取り除かれていた。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３の定義に

従って設計されたエキストラトラヒックを含む１：ｎプロトコルを持つ装置とこの新しい標準の定義に

従って設計されたプロトコルを持つ装置の間の相互接続では、予備セクションがＳＤ状態の場合に、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｇ７８３定義の装置はＫ１/Ｋ２ミスマッチ障害を報告する。このような障害は、マネジメ

ントによって無視されるべきである。 

 

Ⅰ.1.8 ＡＰＳバイトの送受信 

 Ｋ１バイト、およびＫ２バイトのビット１～５は、予備セクション上で伝送される。それらは、同様に

現用セクション上でも伝送されるが、現用セクション上の受信側でＭＳＰバイト情報を無視する機能を持

つべきである。 

 

 ＡＰＳバイトは、３フレーム連続で同一バイトを受信した時にのみ、有効として受入れる。 

 

 次に続く状態は、ＭＳＰ＿ＭＰ点でＡＰＳの劣化状態として報告される。そしてⅠ.1.7 で定義した状態
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に加え、選択スイッチの開放が結果として生ずる。 

 

・ 50ms 間に送受信されたＫ２のビット５のミスマッチ（オプション） 

・ 双方向運用時に、受信Ｋ１バイトのビット１～４において、５０ｍｓ間続く不適当なコードを受

信した場合。適切なコードは、自装置要求、もしくは、自装置要求と同等の要求、もしくは、要

求無以外の任意の自装置要求に対する確認応答よりもプラィオリティは高い。５０ｍｓ間続く任

意のその他のコードは不適当なコードと考えられる。 

・ 双方向運用時に受信Ｋ１バイトの５～８ビットにおいて、５０ｍｓ間続く不適当な、もしくは、

無効なチャネル番号を受信した場合。 

 

Ⅰ.2 ＭＳＰコマンド 

 ＭＳＰ機能は、参照点ＭＳＰ＿ＭＰで、同期装置管理機能から、ＭＳＰの制御パラメータおよびスイッ

チ切替コマンドを受け取る。スイッチ切替コマンドは、ＭＳＰ機能で適切な外部要求を発行する。 たっ

た１つのスイッチ切替コマンドがＭＳＰ＿ＭＰで発出される。制御コマンドは、ＭＳＰのパラメータを設

定するか、変更するか、それともＭＳＰの状態を要求する。 

 

 遠端で２．５ｓ以内に認識されなかった任意の外部切替コマンドは、廃棄されたことを報告され、コマ

ンドとＫバイトの要求は撤回されなければならない。外部切替コマンドが始めに認識され、しかし後に無

効になる場合、外部コマンドはそれに従い解除となる。 

 

注）この動作は、前バージョンのＩＴＵ－Ｔ Ｇ．８４１とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３において十分に定

義されていない。 

 

Ⅰ.2.1 切替コマンド 

 ＭＳＰ ＡＰＳの制御インタフェースで発出される切替コマンドは、一つの外部分岐スイッチの要求を

Ⅰ.1.1 で記述される評価に対して起動する。切替コマンドをプライオリティ順に下記に挙げ、それぞれの

機能を記述する。 

 

(1) “クリア”：このコマンドは下記の全ての外部からの切替コマンドを解放する。そしてノードに

設定されたＷＴＲコマンドが処理される。 

 

注）端局のＭＳＰにおけるＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３の定義では、クリアコマンドはＷＴＲをクリ

アしない。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３の定義でよって設計された装置は、クリアコマンドが送信さ

れてもＷＴＲをクリアしない。しかしながら、外部コマンドの注意深く選択されたシーケンス（例，

クリアによる手動切替）によって同様のふるまいを達成することが可能である。 

 

 (2) “ロックアウト”：予備切替コマンドが実施されていないものに限り、全ての現用チャネル（およ

び使用していればエキストラトラヒックチャネル）から予備セクションへの切替アクセスを禁止す

る。 

 

 (3) “強制切替ｎ”：予備セクションにおいて、同等もしくは高位のプライオリティの切替コマンドが

有効でないか、ＳＦ状態が存在しない場合に、対象チャネルに対する“強制切替”要求により、現

用チャネルｎを予備セクションに切替える。 
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１＋１のシステム又はエキストラトラヒックの無い１：ｎのシステムに対しては、同等もしくは

高位のプライオリティの要求が有効でない場合に、“強制切替－空チャネル”が、予備セクション

から現用セクションに、現用チャネルを移動する。“強制切替”は、現用セクション上で、ＳＦま

たはＳＤ状態より高位のプライオリティを持つので、このコマンドは、現用セクションの状態に関

わらず実行される。“強制切替 空チャネル”と、“強制切替 － 現用チャネル１”の２つのコ

マンドが同時に検出された時は、“強制切替 空チャネル”が高い優先度を持つ。 

 

エキストラトラヒックのある 1:n のシステムに対しては、同等又はより高いプライオリティの要

求が有効でない場合に、強制切替エキストラトラヒックは、予備セクションから現用チャネル信号

を現用セクションへ転送し、そして予備セクション上のエキストラトラヒックを復旧する。 

 

 (4) “手動切替ｎ”：故障状態（ＳＦまたはＳＤ）が（予備セクションを含む）他のセクション上に無

い場合、または、同等もしくは高位のプライオリティの切替コマンドが有効でない場合に、“手動

切替”要求を対象チャネルに対して送出することにより、現用チャネルｎを予備セクションに切替

える。 

 

１＋１のシステム又はエキストラトラヒックの無い１：ｎのシステムに対しては、同等もしくは、

高位のプライオリティの要求が有効でない場合に、“手動切替－空チャネル”が、予備セクション

から現用セクションに、現用チャネルを戻す。現用セクション上では、“手動切替”は、ＳＦまた

はＳＤ状態より低位のプライオリティを持つので、このコマンドは現用セクションがＳＦまたはＳ

Ｄ状態に無い場合にのみ実行される。“手動切替 空チャネル”と、“手動切替 － 現用チャネ

ル１”の２つのコマンドが同時に検出された時“手動切替 空チャネル”が高い優先度を持つ。 

 

(5) “試験ｎ”：予備チャネルが使用されていない場合に、対象チャネルｎに対して“試験”要求を送

出して、ＡＰＳバイト上の応答を調べる。選択スイッチは送受両方で“試験”要求により解放され

るため、切替は実行せず、Ｋ１バイトの確認を行う。セクション予備切替部が必ずこの試験機能を

持つとは限らない。 

 

予備切替機能の現状態を凍結するための機能と、それに適用するコマンドについては今後の検討課題で

ある。 
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Ⅰ.3 ＭＳＰ状態 

 以下のＭＳＰ状態は予備切替のトリガとなる。 

 

 ＳＦはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３に定義されるＭＳトレイル終端機能により生成されるＴＳＦプロット

状態の表現として定義される。 

 

注．ＳＦ状態は予備セクションに対して拡張されない。Ⅰ.1.8項参照。 

 

 ＳＤはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３に定義されるＭＳトレイル終端機能により生成されるＴＳＤ状態の表

現として定義される。 

 

Ⅰ.４ 切替操作 

Ⅰ.4.1 １：ｎ双方向切替（エキストラトラヒック無し） 

 表Ⅰ－４／ＪＴ－Ｇ７８３は、エキストラトラヒック無しの１：ｎ双方向予備切替システムのＡ局とＣ

局で表される２個の端局装置間の予備切替動作例を示している。 

 

Ⅰ.4.1.1 故障無（予備セクション未使用）の場合の操作例 

 予備セクション未使用時は、空チャネルを、送信するＫ１、Ｋ２の両方のバイトに表示する。空きチャ

ネルの生成は装置独自である。空きチャネルは、たとえば、未収容、ＡＩＳ、またはヘッドエンドで予備

セクションへ分岐された現用チャネルである。テールエンドは、予備セクション上の特定のチャネルを仮

定したり要求したりしてはならない。 

 表Ⅰ－４／ＪＴ－Ｇ７８３の例では、Ｃ局では、現用チャネル３（Ｗｃｈ ３）が予備セクションに分

岐され、Ａ局では、現用チャネル４（Ｗｃｈ ４）が分岐されている。 

 

Ⅰ.4.1.2 故障発生の場合の操作例 

(1) 端局セクションのテールエンドにおいて、故障状態を検出、または、切替コマンドを受信した時、

この新しい故障状態のプライオリティと、予備セクション上にある、切替えられているチャネルの

要求のプライオリティを比較する。その比較には、全ての分岐の指令、すなわちＫ１バイト上の要

求が対象となる。この新しい要求が、以前の要求よりも高位のプライオリティを持つ時には、その

要求、および、切替要求チャネル番号をＫ１バイトに表示する。この例では、ＳＤ状態がＣ局の現

用セクション２で検出され、Ｋ１バイト上で、この故障状態を、Ａ局に対する分岐指令として送信

している。 

 

 (2) ヘッドエンド（Ａ局）において、この新しいＫ１バイトを３フレーム連続一致受信後、有効と確認

した時、要求された現用チャネルは予備セクションに分岐され送信Ｋ２バイト（１～４ビット）は

要求された分岐の正常性を確認するために送信され、そして送信Ｋ１バイトは現用チャネルをテー

ルエンド（Ｃ局）で分岐するために“確認応答”に設定され、双方向切替を開始する。“確認応

答”を、“試験”および、その他の高位のプライオリティを有する全ての要求に対して返送するこ

と。 

“確認応答”により、どちら側が切替要求を発しているかを明確に確認できる。ヘッドエンドもま

た同一チャネルに対して（“確認応答”により未確認の）同一要求を発してしまった場合には、両

端は同一のＫ１バイトを送出し続け、要求された切替動作を実行するであろう。ヘッドエンド（Ａ

局）においてもまた、Ｋ１バイトの表示チャネルを予備セクションに分岐する。 
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そのチャネルを予備セクションに分岐した時、Ｋ２バイトに、予備セクション上のチャネル番号を

表示する。 

 

 (3) テールエンド（Ｃ局）において、受信Ｋ２バイトのチャネル番号と送信Ｋ１バイトの切替要求チャ

ネル番号とが一致した時、そのチャネルを予備セクションに選択する。これで、片方向の予備切替

が完了する。テールエンド（Ｃ局）も、また、Ｋ１バイトの指令通りの分岐を実行し、Ｋ２バイト

上に分岐されたチャネルを表示する。 

 

 (4) ヘッドエンド（Ａ局）が、送信Ｋ１バイトと一致したＫ２バイトを受信した時に、予備セクション

にチャネル選択することにより、双方向の切替を完了する。 

 要求された、または、実際に分岐されたチャネルが５０ms 以内に一致しなかったならば、選択

スイッチは解放のまま保持され、“プロトコルエラー”を表示する。 

 不一致は、以下のような場合に起こる。 

・片端が片方向で、他端は双方向として設定されている場合。 

・片端においては“ロックアウト”されたチャネルが、他端では“ロックアウト”されていない場

合。 

・１＋１構成が（１＋１状態に対応する設定にない）１：１構成に接続された時にも、Ｋ２バイト

の第５ビットの不一致により起こることに注意せよ。これは、１：１構成を１＋１構成として運

用するために用いられる。 

 

Ⅰ.4.1.3 優先切替の場合の操作 

 表Ⅰ－４／ＪＴ－Ｇ７８３は、さらに、現用セクション１上のＳＦ状態が、現用チャネル２の切替に優

先する時の優先切替の例を表している。 

 

 注）選択スイッチは、送信Ｋ１バイトと受信Ｋ２バイト上のチャネル番号の不一致のため、現用チャネ

ル１を選択する前に一時的に解放されることに注意せよ。 

 

Ⅰ.4.1.4 切戻の場合の操作 

 表Ⅰ－４／ＪＴ－Ｇ７８３において、さらに、故障のあった現用セクション１が修復された後の現用

チャネル２への切戻が説明されている。 
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Ⅰ.4.1.5 復旧の場合の操作 

 切替がもはや不要となった時、例えば故障を起こした現用セクション（現用セクション２）が故障から

復旧し、“復旧待”が解除された時、テールエンド（Ｃ局）はＫ１バイト上の空チャネルに対して“要求

無”を表示する（Ｋ１＝“００００００００”）。これが、チャネル番号の不一致によって選択スイッチ

を解放する。 

 

 ヘッドエンド（Ａ局）は、その時、分岐スイッチを解放し、Ｋ１バイト上の同一表示と、Ｋ２バイト上

の空チャネル表示によって応答する。ヘッドエンド（Ａ局）のセレクタもまた不一致によって解放される。 

 

 Ｋ１バイト上の空チャネルは、テールエンド（Ｃ局）の分岐スイッチを解放させる。 

 Ｋ２バイトが、Ｋ１バイト上の空チャネルと一致した空チャネルを今や表示しているので、選択スイッ

チは、不一致無で解放状態を保持され、復旧が完了する。 
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表Ⅰ－４／ＪＴ－Ｇ７８３ １：ｎ双方向切替の操作例（エキストラトラヒック無し） 

(ITU-T G.783) 

 
ＭＳＰバイト 

Ｃ局→Ａ局 Ｃ局←Ａ局 
 故障状態 

Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｃ局 Ａ局 
故障無 
（予備セクショ 
  ン未使用） 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 1 000 
空 Ch 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 1 000 
空 Ch 
 

空チャネルを予備セ

クションに分岐 
選択スイッチ解放 

空チャネルを予備セ

クションに分岐 
選択スイッチ解放 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0000 1 000 
空 Ch 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 1 000 
空 Ch 
 

故障検出 
Wch2 分岐指令－SD 

 
 
 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0000 1 000 
空 Ch 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

Wch2 分岐 
Wch2 逆方向分岐指

令 
1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch2 選択 
Wch2 分岐 
 

 
 
 

現用 
  セクション２ 
 
Ａ→Ｃ方向 
  信号不良 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

Wch2 選択 
双方向切替完了 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

1100 0001 
信号 Wch1 
不良 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

故障検出 
Wch1 分岐指令－SF 
Wch2 選択ｽｲｯﾁ解放 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 1 000 
Wch1 
 

1100 0001 
信号 Wch1 
不良 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch1 分岐 
Wch1 逆方向分岐指

令 
Wch2 選択ｽｲｯﾁ解放 

 
 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 1 000 
Wch1 
 

1100 0001 
信号 Wch1 
不良 

0001 1 000 
Wch1 
 

 
 
 

Wch1 選択 
Wch1 分岐 
 

現用 
 セクション１ 
 
Ｃ→Ａ方向 
  信号不良 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 1 000 
Wch1 
 

1100 0001 
信号 Wch1 
不良 

0001 1 000 
Wch1 
 

Wch1 選択 
双方向切替完了 
 

 
 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 1 000 
Wch1 
 

0110 0001 
復旧 Wch1 
待 

0001 1 000 
Wch1 
 

 
 
 

Wch1 復旧待 
 
 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0001 1 000 
Wch1 
 

0110 0001 
復旧 Wch1 
待 

0001 1 000 
Wch1 
 

Wch2 分岐指令 
Wch1 選択ｽｲｯﾁ解放 
 

 
 
 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0001 1 000 
Wch1 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

Wch2 分岐 
Wch2 逆方向分岐指

令 
Wch1 選択ｽｲｯﾁ解放 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch2 分岐 
Wch2 選択 
 

 
 
 

現用セクション

１復旧 
（現用セクショ

ン 2 信号劣化状

態継続中）       

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

Wch2 選択 
双方向切替完了 
 

現用ｾｸｼｮﾝ 2 復旧 
 
 

0110 0010 
復旧 Wch2 
待 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch2 復旧待 
 
 

 
 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch2 分岐指令解除 
Wch2 選択ｽｲｯﾁ解放 
 

 
 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0010 1 000 
Wch2 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 1 000 
空 Ch 
 

 
 
 

Wch2 分岐解除の解

除 
Wch2 分岐指令解除 
Wch2 選択ｽｲｯﾁ解放 

復旧待解除 
 (故障無) 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 1 000 
空 Ch 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 1 000 
空 Ch 
 

Wch2 分岐解除 
空きチャネルを分岐 
 

空きチャネルを分岐 
 
 

 

操      作 
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Ⅰ.4.2 １：１ 双方向切替（エキストラトラヒック有り） 

 表Ⅰ－５は、ＡとＣで示される、２つの多重装置のある局間のエキストラトラヒックを含む１：ｎ双方

向予備切替システムの予備切替動作を表す。 

 

Ⅰ.4.2.1 故障無（予備セクション未使用）の場合の操作例 

 予備セクションが使用されていない時、エキストラトラヒックは、予備セクション経由で運ばれている。 

 

Ⅰ.4.2.2 故障発生の場合の操作例 

 信号不良や信号劣化状態を検出した時、又は端局セクションのテールエンド（Ｃ局）で切替コマンドを

受信した時、切替ロジックは予備上の信号の要求プライオリティとこの新しい状態のプライオリティを比

較する。この比較はいかなる分岐要求のプライオリティ、すなわち、受信Ｋ１バイトの要求を含む。新し

い要求のプライオリティのほうが高い場合、要求と予備セクションの使用を要求しているチャネル番号は、

Ｋ１バイトに入れられる。例の中で、ＳＤがＣ局の現用セクション２で検出され、そしてこの状態は、Ａ

局での分岐命令としてＫ１バイト上で送信される。 

 

 ヘッドエンド（Ａ局）では、この新しいＫ１バイトが確認され、（プライオリティロジックによって）

評価された時、予備を使用し、そのチャネルのテールエンド（Ｃ局）での分岐を命令するための確認とし

て、Ｋ１バイトに“確認応答”が設定される。これが、双方向切替を開始する。“確認応答”を、“試

験”および、その他の高位のプライオリティを有する全ての要求に対して返送すること。“確認応答”に

より、どちら側が切替要求を発しているかを明確に確認出来る。ヘッドエンドもまた同一チャネルに対し

て（“確認応答”により未確認の）同一要求を発してしまった場合には、両端は同一のＫ１バイトを送出

し続け、要求された切替動作を実行するであろう。 

 

 ヘッドエンド（Ａ局）においてもまた、表示チャネルを予備に分岐する。そのチャネルを分岐した時、

Ｋ２バイトに、予備上のチャネル番号を表示する。 

 

 テールエンド（Ｃ局）において、受信Ｋ２バイトのチャネル番号と切替を要求しているチャネル番号と

が一致した時、そのチャネルを予備セクションに選択する。これで、片方向の予備切替が完了する。テー

ルエンド（Ｃ局）も、また、Ｋ１バイトの指令通りの分岐を実行し、Ｋ２バイト上に分岐されたチャネル

を表示する。 

 

 ヘッドエンド（Ａ局）が、一致したＫ２バイトを受信した時に、予備セクションにチャネル選択するこ

とにより、双方向の切替を完了する。 

 要求された、または、実際に分岐されたチャネルが５０ms 以内に一致しなかったならば、選択スイッチ

は解放のまま保持され、“プロトコルエラー”を表示する。 

 不一致は、以下のような場合に起こる。 

  ・片端が片方向で、他端は双方向として設定されている場合。 

  ・片端においては“ロックアウト”されたチャネルが、他端では“ロックアウト”されていない場合。 

  ・１＋１構成が（１＋１状態に対応する設定にない）１：１構成に接続された時にも、Ｋ２バイトの 

  第５ビットの不一致により起こることに注意せよ。これは、１：１構成を１＋１構成として運用する 

 ために用いられる。 

 

Ⅰ.4.2.3 優先切替の場合の操作 
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 表Ⅱ－５／ＪＴ－Ｇ７８３は、さらに、現用セクション１上のＳＦ状態が、現用チャネル２の切替に優

先する時の優先切替の例を表している。 

 

 注）選択スイッチは、送信Ｋ１バイトと受信Ｋ２バイト上のチャネル番号の不一致により、現用チャネ

ル１を選択する前に一時的に解放されることに注意。 

 

Ⅰ.4.2.4 切戻の場合の操作 

 表Ⅰ－５／ＪＴ－Ｇ７８３において、さらに、故障のあった現用セクション１が修復された後の現用

チャネル２への切戻が説明されている。 

 

Ⅰ.4.2.5 復旧の場合の操作 

 切替がもはや不要となった時、例えば故障を起こした現用セクション（現用セクション２）が故障から

復旧し、“復旧待”が解除された時、テールエンド（Ｃ局）はＫ１バイト上のエキストラトラヒックチャ

ネルに対して“要求無”を表示する（エキストラトラヒックが無い場合は空チャネル）。これが、チャネ

ル番号の不一致によって選択スイッチと分岐スイッチを解放する。 

 

 ヘッドエンド（Ａ局）は、その時、選択スイッチを解放しエキストラトラヒックチャネルを分岐し、Ｋ

１バイト上の同一表示と、Ｋ２バイト上のエキストラトラヒックチャネル表示によって応答する。テール

エンド（Ｃ局）は直ちに選択し、エキストラトラヒックチャネルを分岐し、Ｋ２バイト上にエキストラト

ラヒックチャネル表示を応答する。ヘッドエンド（Ａ局）はそれに答えてエキストラトラヒックを選択し、

双方向のエキストラトラヒック切替が完了する。 
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表Ⅰ－５／ＪＴ－Ｇ７８３ １：ｎ双方向切替の操作例（エキストラトラヒック有） 

(ITU-T G.783) 
ＭＳＰバイト 

Ｃ局→Ａ局 Ｃ局←Ａ局 
操    作 故障状態 

Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｃ局 Ａ局 
故障無（ｴｷｽﾄﾗﾄﾗ

ﾋ ｯ ｸが予備セク

ション使用） 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

1111 1 000 
ExtraCh 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

1111 1 000 
ExtraCh 
 

ｴｷｽﾄﾗﾄﾗﾋｯｸは分岐さ

れ選択 
ｴｷｽﾄﾗﾄﾗﾋｯｸは分岐さ

れ選択 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0000 1 000 
空 Ch 
 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

1111 1 000 
ExtraCh 
 

故障検出 
Wch2 分岐指令－SD 
分岐・選択ｽｲｯﾁ開放 

 
 
 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0000 1 000 
空 Ch 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

選択ｽｲｯﾁ開放 
Wch2 逆方向分岐指

令 
Wch2 分岐 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch2 選択 
Wch2 分岐 
 

 
 
 

現用 
  セクション２ 
 
Ａ→Ｃ方向 
  信号不良 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

Wch2 選択 
双方向切替完了 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

1100 0001 
信号 Wch1 
不良 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

故障検出 
Wch1 分岐指令－SF 
分岐・選択ｽｲｯﾁ解放 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 1 000 
Wch1 
 

1100 0001 
信号 Wch1 
不良 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch2 選択ｽｲｯﾁ解放 
Wch1 逆方向分岐指

令 
Wch1 分岐 

 
 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 1 000 
Wch1 
 

1100 0001 
信号 Wch1 
不良 

0001 1 000 
Wch1 
 

 
 
 

Wch1 選択 
Wch1 分岐 
 

現用 
  セクション１ 
 
Ｃ→Ａ方向 
  信号不良 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 1 000 
Wch1 
 

1100 0001 
信号 Wch1 
不良 

0001 1 000 
Wch1 
 

Wch1 選択 
双方向切替完了 
 

 
 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 1 000 
Wch1 
 

0110 0001 
復旧 Wch1 
待 

0001 1 000 
Wch1 
 

 
 
 

復旧待 
 
 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0001 1 000 
Wch1 
 

0110 0001 
復旧 Wch1 
待 

0001 1 000 
Wch1 
 

Wch2 分岐指令 
分岐・選択ｽｲｯﾁ解放 

 
 
 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0001 1 000 
Wch1 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

Wch2 逆方向分岐指令 
Wch2 分岐 
選択ｽｲｯﾁ解放 

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch2 分岐 
Wch2 選択 
 

 
 
 

現用セクション

１復旧 
（現用セクショ

ン 2 信号劣化状

態継続中） 
           

1010 0010 
信号 Wch2 
劣化 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

 
 
 

Wch2 選択 
双方向切替完了 
 

現用ｾｸｼｮﾝ 2 復旧 
 
 

0110 0010 
復旧 Wch2 
待 

0010 1 000 
Wch2 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

Wch2 復旧待 
 
 

 
 
 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

0000 1 000 
空 Ch 
 

0010 0010 
確認 Wch2 
応答 

0010 1 000 
Wch2 
 

Extra ch 分岐指令-―
NR 
分岐・選択ｽｲｯﾁ解放 

 
 
 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

0000 1 000 
空 Ch 
 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

1111 1 000 
ExtraCh 
 

 
 
 

Extra ch 分岐指令―

NR 
Extra ch 分岐・選択ｽ

ｲｯﾁ解放 
0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

1111 1 000 
ExtraCh 
 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

1111 1 000 
ExtraCh 
 

Extra ch 分岐 
Extra Ch 選択 

 

復旧待解除 
 (故障無、ｴｷｽﾄﾗﾄ

ﾗﾋｯｸが予備セク

ション使用）) 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

1111 1 000 
ExtraCh 
 

0000 1111 
要求 ExtraCh 
無 

1111 1 000 
ExtraCh 
 

 Extra Ch 選択 
双方向切替完了 
 

 



ＪＴ－Ｇ７８３ - 42 -  

 

Ⅰ.4.3 １：ｎ片方向切替 

 テールエンドが、要求を送出したセクションに予備セクションの選択を変更した時に片方向切替が完了

することを除いた、他の全ての動作はⅠ.4.1 の記述と同様である。操作上のこの違いは、対向装置の要求

を考慮しないこと、したがって“確認応答”を発しないことからくるものである。 

 

Ⅰ.4.4 １＋１片方向切替 

 １＋１片方向切替については、チャネルの選択は、自装置の故障状態、および自装置の要求に基づく。

したがって、各々の端は他端とは独立に動作し、Ｋ１、Ｋ２バイトは協調した切替動作をする必要はない。

しかし、Ｋ１バイトは、自装置の動作を対向装置に通知するのに用い、Ｋ２バイトのビット５は“０”に

設定する。 

 

Ⅰ.4.5 １＋１双方向切替 

 １：ｎ切替が広範囲で用いられており、したがって１：ｎ構成と両立することを基本とする網に対して、

１＋１双方向切替の操作を最適化できる。また別の選択として、主に１＋１双方向切替が用いられる網に

対して最適化することもできる。このことから６章と下に記述されるの２種類の可能な切替操作が導かれ

る。 

 

Ⅰ.4.5.1 １：ｎ双方向切替と両立する１＋１双方向切替 

 Ｋ１、Ｋ２バイトをⅠ.4.1 節に記述したように、切替を実行するために交信する。分岐スイッチを固定、

すなち現用チャネルを常にプロテクションセクションに分岐しているので、受信Ｋ１バイトが空チャネル

（０）を表示していない限り、Ｋ２バイト上には現用チャネル（Ｗｃｈ １）が表示される。両端がその

チャネルを予備セクションに選択した時に切替が完了する。Ｋ２バイト表示は分岐スイッチ動作と独立し

ているので、切替所要時間は短いであろう。 

 復帰モードについては、Ⅰ.4.1 に記述したように切戻が起こる。 

 非復帰モードについては、表Ⅰ－６／ＪＴ－Ｇ７８３に、１＋１双方向切替システムの操作例を示す。 

 非復帰モードでの運用では、現用チャネルが予備セクション上にあるとみなし、現用セクションが修復

されるか、または切替コマンドが解除された時、テールエンドは選択の状態を保持し、現用チャネルに対

して“切戻不要”を表示する。ヘッドエンドもまた選択の状態を保持し、“確認応答”を表示し続ける。

その“切戻不要”は、故障状態、または外部からの要求によって優先された時に解除される。 
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表Ⅰ－６／ＪＴ－Ｇ７８３ １：ｎ双方向切替と両立する１＋１双方向切替の操作例 

(ITU-T G.783) 

 
ＭＳＰバイト 

Ｃ局→Ａ局 Ｃ局←Ａ局 
 故障状態 

 または 
  切替制御状態 Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｋ１バイト Ｋ２バイト Ｃ局 Ａ局 
故障無（予備セ 
クション未使用 
とみなす） 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 0 000 
空 Ch 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 0 000 
空 Ch 
 

選択スイッチ解放 
 
 

選択スイッチ解放 
 
 

1101 0001 
信号 Wch1 
不良 

0000 0 000 
空 Ch 
 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 0 000 
空 Ch 
 

故障検出 
Wch1 分岐指令 
 

 
 
 

1101 0001 
信号 Wch1 
不良 

0000 0 000 
空 Ch 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 0 000 
Wch1 
 

 
 
 

Wch1 分岐表示 
Wch1 逆方向分岐指令 
 

1101 0001 
信号 Wch1 
不良 

0001 0 000 
Wch1 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 0 000 
Wch1 
 

Wch1 分岐表示 
Wch1 選択 
 

 
 
 

現用 
セクション１ 
 

Ａ→Ｃ方向 
      信号不良 

1101 0001 
信号 Wch1 
不良 

0001 0 000 
Wch1 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 0 000 
Wch1 
 

 
 
 

Wch1 選択 
双方向切替完了 
 

現用セクション 
１復旧 
切替保持 
（非復帰） 

0001 0001 
切戻 Wch1 
不要 
 

0001 0 000 
Wch1 
 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 
 

0001 0 000 
Wch1 
 
 

「切戻不要」送信 
 
 
 

 
 
 
 

1011 0000 
信号 空 Ch 
劣化 

0001 0 000 
Wch1 
 

0010 0001 
確認 Wch1 
応答 

0001 0 000 
空 Ch 
 

故障検出 
空 Ch 分岐指令－SD 
Wch1 選択ｽｲｯﾁ解放 

 
 
 

1011 0000 
信号 空 Ch 
劣化 

0001 0 000 
Wch1 
 

0010 0000 
確認 空 Ch 
応答 

0000 0 000 
空 Ch 
 

 
 
 

空 Ch 逆方向分岐指令 
Wch1 分岐解除 
Wch1 選択ｽｲｯﾁ解放 

予備セクション 
 
Ａ→Ｃ方向 
  信号劣化 
 
 
 
 

1011 0000 
信号 空 Ch 
劣化 

0000 0 000 
空 Ch 
 

0010 0000 
確認 空 Ch 
応答 

0000 0 000 
空 Ch 
 

Wch1 分岐解除 
 
 

 
 
 

予備セクション 
          復旧 

0000 0000 
要求 空 Ch 
無 

0000 0 000 
空 Ch 
 

0010 0000 
確認 空 Ch 
応答 

0000 0 000 
空 Ch 
 

「要求無」送信 
 
 

 
 
 

 

操        作 
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付録Ⅱ アトミックファンクション仕様 
 

Ⅱ．１ 一般 

Ⅱ.1.1 参照点の命名法 

 本標準のアトミックファンクションは、指定された情報が存在すると仮定された固定された参照点間で

定義される。すなわち、与えられた参照点では、情報の特定タイプは常時存在すると仮定される。機能モ

デル内の参照点には、以下の参照点を含むいくつか異なるタイプがある。 

・伝送信号 

・マネジメント情報 

・タイミング情報 

・ＤＣＣ 

・同期状態メッセージ 

・ユーザオーバヘッドバイト 

 これら参照点のうちのいくつかは、ひとつの大文字により指定される。通常、引用されたそのタイプの

参照点が指定している番号に従う。これらは以下のようなものである。 

・タイミング情報   Ｔ 

・ＤＣＣ    ＰまたはＮ 

・同期状態メッセージ  Ｙ 

・ユーザオーバヘッドバイト  Ｕ 

 

Ⅱ.1.1.1 伝送参照点 

 伝送参照点は、多数であり、そして細かい特性が機能モデルとして重要である理由から複雑な命名規定

で表示される。伝送参照点名は、伝送レイヤ表示によって形成され、下線により続き、ＡＰまたはＣＰに

より続き、参照点が、アクセスポイント（ＡＰ）かコネクション点（ＣＰ）かどうかに依存している。Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８０５において詳述されるように、アクセスポイントにおける情報は、クライアント信

号（s）がマッピングされる信号であるが、与えられたレイヤのためのオーバヘッド情報は十分な全体量

を含んではいない。コネクション点における情報は、オーバヘッド情報の十分な全体量を含む信号である。

アクセスポイントは、アダプテーション機能のサーバ側および終端機能のクライアント側にある。コネク

ション点は、アダプテーション機能のクライアント側および終端機能のサーバ側にある。従って、伝送参

照点名はある書式に従って形成される。 

 

＜伝送参照点名＞＝＜レイヤ名＞_＜AP or CP＞ 

 

 レイヤ名は下記のとおり： 

Osn STM-n光セクション（n=1、4、16） 

RSn STM-n中継セクション（n=1、4、16） 

MSn STM-n端局セクション（n=1、4、16） 

Sn 高次パス（n=3、4） 

Sm 低次パス（ｍ＝11,2） 
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Pqs PDH同期ユーザデータ(q=11 for 1.5Mbit/s,q=21 for 6Mbit/s) 

Pqx PDHユーザデータ(q=11 for 1.5Mbit/s,q=21 for 6Mbit/s) 

Eq PDH電気セクション (q=11 for 1.5Mbit/s,q=21 for 6Mbit/s) 

 

 この伝送参照点命名手順のアプリケーションの例として、以下は、1.5Mbit/s 電気インタフェースの信

号が光ＳＴＭ－１に多重される時に、この勧告の機能上のモデルについて進行する参照点の連続を表して

いる。 

E11_CP→E11_AP→P11x_CP→S11_AP→S11_CP→S3_AP→S3_CP→MS1→AP→MS1_CP→RS1_AP→RS1_CP→OS1_AP

→OS1_CP 

 

 ＰＤＨ電気セクションとユーザデータレイヤの間で存在するＰＤＨパスレイヤを定義することが可能で

あることにも注意すること。しかし、それらの特性は本標準において説明されない。 

 

Ⅱ.1.1.2 管理参照点 

 管理参照点もまた数多くあり、それゆえに書式に従って関連した機能名のすぐ後で命名される。 

＜管理参照点名＞＝＜機能名＞_MP 

 従って、例えば OS_TT機能のための管理参照点は OS_TT_MPと命名される。 

 

Ⅱ.1.1.3 タイミング参照点 

 タイミング参照点は、書式に従って、関連したレイヤのすぐ後で命名される。 

＜タイミング参照点名＞＝＜レイヤ名＞_TP 

 従って、例えばＶＣ－４レイヤのためのタイミング参照点は、S4_TPと命名される。 

 

Ⅱ.1.1.4 リモート参照点 

 リモート参照点は、書式に従って関連した機能レイヤ名のすぐ後で書式に命名される。 

＜リモート参照点名＞＝＜レイヤ名＞_RP 

 従って、例えばＶＣ－１１レイヤのためのリモート参照点は、S11_RPと命名される。 

 

Ⅱ.1.2 参照点情報の命名法 

 ＣＰを通過する情報は特徴的情報（ＣＩ）と呼ばれ、ＡＰを通過する情報は、アダプテーション情報

（ＡＩ）と呼ばれ、ＭＰを通過する情報はマネジメント情報（ＭＩ）と呼ばれ、さらに、ＴＰを通過する

情報はタイミング情報（ＴＩ）と呼ばれる。 

 

Ⅱ.1.2.1 伝送参照点情報の命名 

 モデルでの特徴的情報（ＣＩ）とアダプテーション情報（ＡＩ）のコード化は、以下の規則に従う： 

 

＜レイヤ＞[/＜クライアントレイヤ＞]_＜情報タイプ＞［_＜方向＞］_＜信号タイプ＞[/＜番号＞]. 

［…］   オプション用語 

＜レイヤ＞  レイヤ名のうちの 1つを表している（例えばＲＳ１) 
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＜クライアントレイヤ＞ クライアントレイヤ名のうちの 1つを表している（例えばＭＳ１はＲＳ 

１のクライアントである) 

＜情報タイプ＞  ＣＩまたはＡＩ 

＜方向＞   Ｓｏ（ソース）またはＳｋ（シンク） 

＜信号タイプ＞  ＣＫ（クロック）、または 

Ｄ（データ）、または 

ＦＳ（フレーム開始）、または 

SSF（サーバ信号故障）、または 

TSFTSF（トレイル信号故障）、 

SSD（サーバ信号劣化） 

TSD（トレイル信号劣化） 

＜番号＞   多重化番号の表示：例．ＶＣ－３内のＴＵ－１１の場合、（1,1） 

ＡＩとＣＩコード化例： MS1_CI_D, RS16_AI_CK, S11/P11x_AI_D. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－１／ＪＴ－Ｇ７８３ レイヤ内のアトミックファンクションに関連する参照点 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 ネットワーク内では、個々のアクセス点は、そのアクセスポイント識別子（ＡＰＩｄ）によって唯一識

別される。ＪＴ－Ｇ８３１参照。終端コネクション点（ＴＣＰ）（図Ⅱ－１－１／ＪＴ－Ｇ７８３参照）

は、同じＡＰＩｄによって唯一識別できる。コネクション点（ＣＰ）（図Ⅱ－１－１／ＪＴ－Ｇ７８３参

照）は、多重化番号、例えばＡＵ番号とかＴＵ番号によって拡張されたＡＰＩｄによって個々に識別でき

る。 

例．A VC11 CP（S11_CP）は、TU11 TUG 番号（K,L,M）によって拡張された S3_AP の APId によって識別で

きる。 

レイヤ Y-Z 間 

アダプテーションシンク 

レイヤ Y-Z 間 

アダプテーションソース 

マネジメント 
ポイント（MP） 

コネクション点 

タイミング 
ポイント（TP） 

MP 

アクセスポイント（AP） 

リモートポイント 
（メンテナンス信号） 

終端コネクション点 
（TCP） 

コネクション 

コネクション点（CP） 

片方向表記 両方向表記 

レイヤ Z 

レイヤ Y 

レイヤ X 

レイヤ Y-Z 間 

アダプテーション 

トレイル 
終端 

コネクション 

T1525260-97/d002 

TP MP 

トレイル 
終端 

ソース 

トレイル 
終端 

シンク 
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Ⅱ.1.2.2 管理参照点情報の命名 

 ＭＩ信号のコード化は、以下の規則に従う。 

＜アトミックファンクション＞_MI_＜MI信号タイプ＞． 

 

Ⅱ.1.2.3 タイミング参照点情報命名 

 ＴＩ信号のコード化は、以下の規則に従う。 

＜レイヤ＞_TI_<TI信号タイプ：CKまたは FS>． 

 

Ⅱ.1.2.4 リモート参照点情報命名 

 ＲＩ信号のコード化は、以下の規則に従う。 

＜レイヤ＞_RI_<RI信号タイプ：RDI,REI,ODI,または OEI>． 

 

Ⅱ.1.3 アトミックファンクションの命名法と図表規定 

 アダプテーション、トレイル終端、およびコネクション機能の命名は、以下の規則に従う。 

・アダプテーション機能     ＜レイヤ＞／＜クライアントレイヤ＞_A［_＜方向＞］ 

・トレイル終端機能       ＜レイヤ＞_TT［_＜方向＞］ 

・コネクション機能       ＜レイヤ＞_C 

例．MS1/S3_A, S11/P11s_A_So, P3e_TT, RS16_TT_Sk, S3_C. 

 アダプテーション、終端、およびコネクション機能（アトミックファンクションを説明するために使用

される）のための図表規定と命名法は、図Ⅱ－１－２／ＪＴ－Ｇ７８３に示される。 

 この図表規定の使用例として、図Ⅱ－１－３／ＪＴ－Ｇ７８３ではＳＤＨ網における片方向ＶＣ－４パ

スの例を示している。 
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注．もし一般的な図のために上記のシンボルが使われること、すなわち特定のレイヤでないならば、レイ

ヤ参照 Y と Z は省略される。その代わり参照は、機能またはレイヤ、例えば監視、プロテクションのタイ

プであるかもしれない。 

 

図Ⅱ－１－２／ＪＴ－Ｇ７８３ シンボルおよび図表の規定 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

サーバレイヤＹからクライアントレイヤへのアダプテーション機能 

Y/Z 
シンク Y/Z 

ソース Y/Z 両方向 

レイヤＹ内のトレイル終端機能 

Y 
両方向 Y 

シンク Y 
ソース 

レイヤＹ内のコネクション機能 

Y 両方向 片方向 Y 

T1525270-97/d003 

Y 
Y/Z 

両方向 

レイヤＹ内のトレイル終端機能とレイヤＺへのアダプテーション機能 

シンク 
Y/Z 
Y Y 

Y/Z 
ソース 
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図Ⅱ－１－３／ＪＴ－Ｇ７８３ ＳＤＨネットワークの片方向ＶＣ－４パスの例 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 可能なコネクティビティの例は以下のとおり 

・ＳＴＭ－４インタフェースからのＶＣ－４は、タイムスロット交換の有無に関わらず他のＳＴＭ－４イ

ンタフェースに通過させることが出来る 

・ＳＴＭ－４インタフェースからのＶＣ－４がＳＴＭ－１インタフェースに通過される（または落とされ

る） 

・ＳＴＭ－４インタフェースからのＶＣ－４が終端されて、140Mbit/s ペイロードを 140Mbit/s インタ

フェースで利用可能にする 

・VC-4 SNC/Iプロテクションが、例えば 2 つのＳＴＭ－４信号内の 2 つのＶＣ－４間、またはＳＴＭ－４

信号内のＶＣ－４とＳＴＭ－１信号内のＶＣ－４の間でサポートされる。 

S4_AI 信号 S4_AI 信号 VC-4 信号 

S4 S4 

S4 S4 

MS16/S4 MS16/S4 

MS16 MS16 

RS16/MS16 RS16/MS16 

RS16 RS16 

OS16/RS16 OS16/RS16 

OS16 OS16 

T1525280-97/d004 
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Ⅱ.1.4 アトミックファンクションプロセス割り当て 

Ⅱ.1.4.1 コネクション機能 

 コネクション機能は、レイヤ内に柔軟性を提供する。それは、ルーティング、グルーミング、プロテク

ション、および復旧を提供するために、網運用者により使用される。 

注．コネクション機能の柔軟性プロセスは、タイミングトランスペアレントスイッチとして形成されて、

また、空間スイッチと称する。装置において、スイッチマトリクスタイプは、空間スイッチまたは空間と

時間スイッチの結合であるかもしれない。もし時間スイッチが必要とされるならば、アダプテーション

ソース機能性は（機能上のモデルにおいて）出力よりもスイッチマトリクス（コネクション機能）の入力

に置かれる。 

 マトリクスコネクションが変更される時（例えばＳＮＣ切替のため）には、ＳＴＭ－Ｎインタフェース

で、コネクション機能性（すなわち、スイッチマトリクス）についてのアダプテーションソース機能性

（すなわち、エラスティックストアおよびポインタジェネレータ）の位置が識別できる。有効ＮＤＦを持

つポインタは、アダプテーションソース機能性がコネクション機能性の出力に位置する時に生成される。

有効ＮＤＦなしのポインタは、アダプテーションソース機能性がコネクション機能性の入力に位置する時

に生成される。 

 

Ⅱ.1.4.2 トレイル終端機能 

 トレイル終端機能は、レイヤの信号状態監視を実行する。ソース方向では、それは以下のうちのいくつ

かまたはすべてを生成し付加する。 

- エラー検出コード(例えばビットインターリーブドパリティ（ＢＩＰ）、巡回冗長検査（ＣＲＣ）) 

- トレイルトレース識別子（すなわちソースアドレス） 

それは後ろに以下の対局情報を伝える。 

- 対局誤り表示信号（例えば、REI、OEI、E-bit）、それは受信信号での検出された誤り検出コード違反

の数を含んでいる。 

- 対局劣化表示信号（例えば、RDI、ODI、A-bit）、それは受信信号の劣化状態を表している。 

シンク方向では、それは以下のうちのいくつかまたはすべてでモニタする。 

- ビットエラー 

- （非）コネクション 

- 近端パフォーマンス 

- 遠端パフォーマンス 

- サーバ信号故障（すなわち、データの代りの警報表示信号（AIS）） 

- 信号損失（切断、アイドル信号、未収容信号） 

注．機能性は、物理セクションレイヤ終端機能において縮小されて、それは信号損失をモニタできるだけ

である。物理セクション終端ソース機能は、さらに論理／光、または論理／電気の変換を実行する。物理

セクション終端シンク機能は、さらに光／論理、または電気／論理の変換を実行する。 

 ビットエラーは、ラインコード違反、パリティ違反、またはＣＲＣ違反；すなわち、エラー検出コード

違反経由で検出可能である。 

 ＳＤＨネットワーク内の柔軟性の提供をモニタするために、アクセスポイント（APs）は識別される

（命名／番号を付けられる）。ＡＰＩｄは、トレイルトレース識別子（ＴＴＩ）において、トレイル終端

ソース機能によって信号に挿入される。トレイル終端シンク機能は、期待値と、受信された命名／番号を

チェックする（ネットワークマネ－ジャにより提供される）。 

 単独で終点の保守を可能にするために、シンクトレイル終端において検出されたエラー検出コード違反

の劣化状態と数が、後ろのソーストレイル終端に伝えられる；それは、対局劣化表示（ＲＤＩ）信号を経
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由した劣化状態および対局誤り表示（ＲＥＩ）信号を経由したエラー検出コード違反の数である。ＲＤＩ

とＲＥＩ信号は、トレイルオーバヘッドの一部である。 

 信号の品質低下は、変則と欠陥の検出といった結果となる。ある近端欠陥の検出の結果としての動作と

して、信号はオール 1（ＡＩＳ）信号に変換されて、ＲＤＩは逆方向に挿入される。欠陥は、故障管理プ

ロセスに報告される。 

 1 秒あたりの近端ブロックエラー（エラー検出コード違反監視によって検出される）の数はカウントさ

れる。1 秒あたりの遠端ブロックエラー（ＲＥＩ経由で受信される）の数はカウントされる。秒数は、信

号故障条件がその 1 秒に検出された場合に、近端欠陥秒として表示される。秒数は、ＲＤＩ欠陥がその 1

秒に検出された場合に、遠端欠陥秒として表示される。 

 故障プロセス記述の詳細はⅡ．2項を参照すること。 

 

Ⅱ.1.4.3 アダプテーション機能 

 アダプテーション機能は、サーバとクライアントレイヤの間の変換プロセスを表している。以下のプロ

セスのうち 1つ以上はアダプテーション機能の中に存在する。 

- スクランブル／デスクランブル 

- 符号化／復号化 

- 配列（フレーミング、ポインタ翻訳、FAS/PTR生成） 

- ビットレートアダプテーション 

- 周波数スタッフ 

- 多重化／分離 

 -タイミングリカバリ 

 -平滑化 

 -ペイロード識別 

 -ペイロード構成選択 

 スクランブルプロセスは、デジタルデータを、そのデータからビットクロックを回復させるために、結

果として生じるビットストリームが 0→1 と 1→0 推移の十分な密度を持っていることを保証するためのあ

らかじめ決められた方法で変更する。デスクランブルプロセスは、スクランブルされたビットストリーム

から元のデジタルデータを再生する。 

注１．スクランブル／デスクランブルプロセスは、アダプテーションプロセスである。既存の標準におい

て信号の過去の定義が、このプロセス割り当ての違反を起こす。それゆえ、スクランブル／デスクランブ

ルプロセスは、しばしばトレイル終端機能に置かれる。詳細は、個々のアトミックファンクションを参照

すること。 

 符号化／復号化プロセスは、デジタルデータストリームを、それが伝達されることが意図されている物

理媒体の特徴に適合させる。復号化プロセスは、受信された媒体特定フォームから元のデジタルデータを

再生する。 
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 配列プロセスは、フレーム同期信号（ＦＡＳ）かポインタ（ＰＴＲ）の解釈を検索する方法によりフ

レーム化された信号の最初のビット／バイトを配置する。もしＦＡＳが見つけられないか、または、特定

の期間ＰＴＲが変造されるならば、配列欠陥が検出される（ＬＯＦ，ＬＯＰ）。配列欠陥は、オール 1

（ＡＩＳ）信号の受信結果であるかもしれない。もしそうなら、ＡＩＳ欠陥もまた検出される。欠陥は、

故障管理レイヤ／プロセスに報告される。 

注２．フレーム配列信号の挿入は、A_So プロセスである。既存標準の多くの信号の（過去の）定義がこの

プロセス割り当ての違反を起こす。それゆえ、フレーム配列挿入プロセスは、しばしば TT_So 機能に置か

れる。詳細は、個々のアトミックファンクションを参照すること。 

 ビットレートアダプテーションプロセスは、あるビット速度で入力情報を受け入れて、違うビット速度

においてそれと同じ情報を出力する。ソース方向に、このプロセスは、他のアダプテーション機能がそれ

らの信号を付加できるギャップを形成する。 

 周波数スタッフプロセスは、ある周波数で入力情報を受け入れて、同じまたは違う周波数においてその

同じ情報を出力する。ソース方向では、入力信号と出力信号間のどのような周波数（および／または位

相）の違いでも収容するため、このプロセスは、エラスティックストア（バッファ）がオーバーフローに

なりそうな時には、データを出力フレーム構造中の特定のスタッフビット／バイトに書き込むことができ

る。エラスティックストアがアンダーフローになりそうな時には、データ書き込みを省略する。 

注 - 一般的に使われる用語、マッピングとデマッピングは、ビットレートアダプテーションと周波数ス

タッフプロセスによりカバーされる。 

 

 多重／分離プロセスは、1 つのＡＰに接続される複数のアダプテーション機能によって形成される（Ⅱ-

6.3 項参照）。接続されるアダプテーションソース機能によって適用された情報は、最後には結果として

生じている時分割多重された信号の前に割り当てられたタイムスロットになる。アダプテーションシンク

機能は、共通なアクセスポイントから、それらの関連した適合された情報を抽出する。アダプテーション

ソース／シンク機能は、正しく書き込み／読み出しタイミングの決定を許可している必要な情報を受信す

る。 

 多重アダプテーション機能が同じＡＰに接続され、同じタイムスロット（ビット／バイト）にアクセス

するの場合のために、セクションプロセスは、ＡＰへの実際のアクセスを制御する。アトミックファンク

ションにおいて、これは活性化／非活性化信号経由で形成される（MI_active）。 

 ほんの 1 つのアダプテーション機能が存在する場合のために、それは選択される。制御は必要ではない。 

 タイミングの回復プロセスは、入力データ信号からクロック信号、“従属クロック”を抽出する。タイ

ミングの回復プロセスは、物理セクションレイヤのアダプテーションシンク機能（例えば

OS16/RS16_A_Sk）において実行される。 

 平滑化プロセスは、ギャップのある入力信号の位相ステップにフィルタをかける。平滑化プロセスは、

例えば、Sm/Xm_A_Sk,Pn/Pm_A_Skといったアダプテーションシンク機能において実行される。 

 多くのレイヤは、種々のアダプテーション機能を経由したレイヤに適用された各種のクライアント信号

を伝達することができる。提供プロセスをモニターするために、ソースアダプテーションは、適切なコー

ドをトレイル信号ラベル（TSL）に挿入する。シンクアダプテーションは、受信された TSL 番号をそれ自

身のものと比較しているペイロードの構成をチェックする。 
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Ⅱ.1.5 結合ルール 

Ⅱ.1.5.1 一般 

 一般的には、同じ特徴または、アダプテーション情報を共有する、いかなる機能でも結合できる。 

 

Ⅱ.1.5.2 コネクション点における結合 

 アダプテーション機能のコネクション点（出力）は、図Ⅱ－１－６／ＪＴ－Ｇ７８３に示すようにコネ

クション機能またはアダプテーション機能のコネクション点出力（入力）のために結合化される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－６／ＪＴ－Ｇ７８３ コネクション点の結合化（CP-CP結合） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

Ⅱ.1.5.3 （終端）コネクション点における結合化 

 トレイル終端機能のターミネーションコネクションポイント出力（入力）は、図Ⅱ－１－７／ＪＴ－Ｇ

７８３に示すように、アダプテーション機能またはコネクション機能またはトレイル終端機能のターミ

ネーションコネクションポイント入力（出力）のいずれかのコネクション点入力（出力）と結合される。 

 

注．一度結合されたＣＰとＴＣＰは、ターミネーションコネクションポイントとして参照される。 

CP 

T1525300-97/d006 

CP 
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図Ⅱ－１－７／ＪＴ－Ｇ７８３ ターミネーションコネクションポイントを伴う結合 

（TCP-CPと TCP-TCP結合） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

Ⅱ.1.5.4 アクセスポイントにおける結合 

 トレイル終端機能のＡＰ入力（出力）は、図Ⅱ－１－８／ＪＴ－Ｇ７８３に示すようなアダプテーショ

ン機能のＡＰ出力（入力）に結合される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－８／ＪＴ－Ｇ７８３ アクセスポイントの結合（AP-AP結合） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

T1525310-97/d007 

TCP TCP 
TCP 

T1525320-97/d008 

AP 
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Ⅱ.1.5.5 代替結合表現 

 上記の規則に従い、図Ⅱ－１－９／ＪＴ－Ｇ７８３に示されるようなパスを生成することにより、参照

点における結合は続けることが可能である。 

 

注 - 参照点における結合はまた、図Ⅱ－１－９／ＪＴ－Ｇ７８３において示されるように表現すること

が出来る。装置の機能的仕様の中でアトミックファンクションが命名される場合、参照点の明示的な参照

は必要ではない。そのような場合では、参照点の名前は明らかである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－９／ＪＴ－Ｇ７８３ 代替結合表現 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

Ⅱ.1.5.6 方向性 

 1 つのソースアトミックファンクションおよび 1 つのシンクアトミックファンクションは、接続された

それらの関連したＲＤＩ／ＲＥＩ保守チャネルによって、双方向のペアとして関連づけられる（方向性の

限定なしで機能が参照される時には、それは、双方向であると解釈される）。双方向のサーバは、双方向

または片方向のクライアントをサポートするが、片方向のサーバは、片方向のクライアントをサポートで

きるだけである。 

T1525330-97/d009 
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Ⅱ.1.5.7 複合機能 

 1 つまたはそれ以上のレイヤのアトミックファンクションの結合は、特別なシンボル、複合機能によっ

て識別される。3 つの例が、図Ⅱ－１－１０／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－１－１１／ＪＴ－Ｇ７８３、およ

び図Ⅱ－１－１２／ＪＴ－Ｇ７８３に示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－１０／ＪＴ－Ｇ７８３ 複合終端/アダプテーション機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－１１／ＪＴ－Ｇ７８３ 複合アダプテーション機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－１－１２／ＪＴ－Ｇ７８３ 端局レイヤにかかる複合機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

T1525340-97/d010 

トレイル 
終端 

アダプテーション レイヤＹ－Ｚ間 

T1525360-97/d012 

レイヤ Z 

レイヤ Y Y 

Z 

T1525350-97/d011 

Ｂ Ａ 
レイヤＹ－Ａ間 
ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ レイヤＹ－Ｂ間 

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ レイヤＹ－Ｃ間 
ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ 複合 

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝ 
Ｃ 
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Ⅱ.1.6 障害管理とパフォーマンスモニタの命名法 

 監視変数の命名は、以下の規則に従う： 

監視変数は、以下によって“yZZZ”と定義される： 

y  欠陥  ：   y=d 

   故障原因（すなわち、関係づけられている劣化）： y=c 

   故障  ：   y=f 

   結果としての動作要求 ：   y=a 

   性能パラメータ  ：   y=p 

   変則  ：   y=n 

ZZZ   劣化、故障原因、故障、結果としての動作、および性能パラメータ、またはコマンド 

 dZZZ、cZZZ、および fZZZは、状態 TRUE もしくは FALSE とともにブーリアン変数を表している。pZZZ は、

整数変数を表している。aZZZ は、aREI 以外はブーリアン変数を表している。aREI は、整数変数を表して

いる。 

 

Ⅱ.1.7 障害管理とパフォーマンスモニタ規定手法 

 劣化相互関係および結果としての動作仕様は、以下の監視方程式手法を利用する： 

-   aX ← A or B or C 

-   cY ← D and (not E) and (not F) and G 

-   pZ ← H or J 

 “ａＸ”は、結果としての動作“Ｘ”のコントロールを表している。もしブーリアン方程式“Ａ，Ｂま

たはＣ”が正しいならば、関連した結果としての動作は実行される。さもなければ、もし方程式が間違い

ならば、結果としての動作は実行されない。結果としての動作は、例えば、すべて 1（ＡＩＳ）信号の挿

入、ＲＤＩ信号の挿入、ＲＥＩ信号の挿入、信号故障または信号劣化信号の活性化。 

 “ｃＹ”は、もしブーリアン表現“Ｄと（not Ｅ）と（not Ｆ）とＧ”が正しいならば、故障原因

“Ｙ”を表す。さもなければ（表現は間違いである）、故障原因はクリアされる（されることになる）。

MONは、しばしばこの方程式の用語となる。 

 “ｐＺ”は、その秒の中で、1 秒間の終わりの時点での値が、エラーブロック（または、エラー検出

コード違反）の数または劣化の発生を表している、パフォーマンスモニタプリミティブ“Ｚ”を表してい

る。 

 “Ａ” to “Ｈ”は、欠陥（例えば dLOS）、コントロールパラメータ（例えば AIS_Reported）、結果

としての動作（例えば aTSF）、または 1 秒間を超えるエラーブロックの数（例えばΣnN_B）を表している。 

 

注 - 信号の転送中断を起こすハードウェア故障は、“dEQ”により表される。そのような故障は、近端パ

フォーマンスモニタプリミティブ pN_DSを与える。 
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Ⅱ．２ 監視プロセスとマネジメント情報フロー 

 本項で記述される情報フローは機能的であり、内部のＭＰ参照点を定義している。ＴＭＮを通じて受け

取る情報はＭＰ参照点に転送される前にＳＥＭＦにより事前処理されるかも知れない。ＭＰ参照点を通じ

て受け取る情報はＴＭＮインタフェースに転送される前にＳＥＭＦにより後処理される。 

 

 一般的な情報フローとそれに関するプロセスは以下に示される。 

 

Ⅱ.2.1 ×××ＭＰ参照点での情報フロー 

 表２－１は、３タイプのアトミックファンクションに対する×××_MP 参照点を通過するプロビジョニ

ングと情報（ＭＩ）のレポートの概略を示している。この表内の入力（セット）に記載されている情報は、

他の機能ブロックに対するＳＥＭＦから通過してくる概略とプロビジョニングデータを参照している。出

力（Ｇｅｔ）に記載されている情報はアトミックファンクションからＳＥＭＦに通知される（自主的な）

状態を参照している。 

 

注．規定されるアトミックファンクションに対する情報のプロビジョニングとレポーティングの概要はア

トミックファンクション仕様自身の入出力表に示されている。 

 

 例として高次パストレースを考える。高次パス終端シンク機能は、マネージャから受信した

“MI_ExTI”コマンドにより予期されるであろうＨＯパストレースに対して供給される。仮に受信したＨ

Ｏパストレースが予期されたＨＯパストレースと一致しない場合、Sn_TT_MP 参照点（MI_cTIM）を通過す

るＨＯパストレースのミスマッチのレポートを上げる。このミスマッチ表示を受信することは、適切なＭ

Ｏが“MI_AcTI”レポートにより受信したＨＯパストレースＩＤのレポートを要求することを決定する。 
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表Ⅱ－２－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 一般的コマンド，概要，×××_MP参照点上を通過する 

プロビジョニングとレポート情報（１／３） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

マネジメント点 アトミックファンクショ

ン内のプロセス 

入力（“Ｓｅｔ”） 出力（“Ｇｅｔ”） 

送信機  伝送信号不良故障原因 

（MI_cTF） 

伝送信号劣化故障原因 

（MI_cTD） 

TT_So_MP 

トレース表示 伝送トレイルトレース表

示（MI_TxTI）値 

 

終端点／ポートモード 終端ポイントモード制御 

（MI_TPmode:MON,NMON） 

ポートモード制御 

（MI_Portmode: 

 MON,（AUTO）,NMON） 

 

信号配置  信号断故障原因 

（MI_cLOS,MI_cUNEQ） 

トレース表示 予期されたトレイルト

レース表示（MI_ExTI）

値 

誤接続されたトラヒック

欠陥発見制御 

(MI_TIMdis:true,false) 

受信トレイルトレース表

示値（MI_AcTI） 

誤接続トラヒック故障原

因 

（MI_cTIM） 

ビットエラーモニタ ポアソンベースの重度欠

陥スレッショルド選択 

(MI_EXC_X:10-3,10-4,10-5) 

ポアソンベースの劣化欠

陥スレッショルド選択 

(MI_DEG_X:10-5,10-6,10-

7,10-8,10-9) 

バーストベースの劣化欠

陥インターバルスレッ

ショルド選択 

(MI_DEGTHR:0..(30)..10

0%)（注１） 

バーストベースの劣化欠

陥モニタ間隔選択 

(MI_DEGM:2..10) 

ポアソンベースの重度エ

ラー故障原因（MI_cEXC） 

ポアソンベースの劣化エ

ラー故障原因（MI_cDEG） 

バーストベースの劣化エ

ラー故障原因（MI_cDEG） 

TT_Sk_MP 

 

ＡＩＳモニタとレポート AIS 故障原因レポート制

御（MI_AIS_Reported: 

真,偽） 

AIS故障原因（MI_cAIS） 
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表Ⅱ－２－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 一般的コマンド，概要，×××_MP参照点上を通過する 

プロビジョニングとレポート情報（２／３） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

マネジメント点 アトミックファンクショ

ン内のプロセス 

入力（“Ｓｅｔ”） 出力（“Ｇｅｔ”） 

ＲＤＩモニタとレポート RDI 故障原因レポート制

御（MI_AIS_Reported: 

真,偽） 

RDI故障原因（MI_cRDI） 

ＯＤＩモニタとレポート ODI 故障原因レポート制

御（MI_RDI_Reported: 

真,偽） 

ODI故障原因（MI_cODI） 

 

パフォーマンスモニタ １秒間隔表示 

（MI_1second） 

パフォーマンスモニタ原

則 

(MI_pN_EBC,MI_pN_DS,MI_

pF_EBC,MI_pF_DS,…) 

選択 ペイロード構造選択 

（MI_1second） 

 A_So_MP 

パフォーマンスモニタ  パフォーマンスモニタ正

当化動作 

(MI_pPJC+,MI_pPJC-) 

選択 ペイロード構造選択 

（MI_Active:真,偽） 

 

ＡＩＳモニタとレポート AIS 故障原因レポート制

御 （ MI_AIS_Reported:

真,偽） 

AIS故障原因（MI_cAIS） 

パイロードモニタ  受信ペイロードタイプ値 

（MI_AcSL） 

誤接続トラヒック故障原

因 

（MI_cPLM） 

A_Sk_MP 

フレームアライメント  アライメントロス故障原

因 

(MI_cLOM,MI_cLOP) 

C_MP 

 

コネクション管理 マトリクスコネクション

選択 
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表Ⅱ－２－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 一般的コマンド，概要，×××_MP参照点上を通過する 

プロビジョニングとレポート情報（３／３） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

マネジメント点 アトミックファンクショ

ン内のプロセス 

入力（“Ｓｅｔ”） 出力（“Ｇｅｔ”） 

 プロテクション プロテクショングループ

選択（コネクション点、

プロテクションアーキテ

クチャ：1+1/1:n/m:n、

切替タイプ：片／両方

向、オペレーションタイ

プ：切戻有／無、APS 使

用：真／偽、エキストラ

トラヒック：真／偽の設

定） 

外部スイッチコマンド 

（ MI_EXTCMD:LO,FS,MS,E

XER,CLR） 

外 部 制 御 コ マ ン ド

（LOW） 

ホールドオフタイム値 

（MI_Hotime） 

復旧待ち時間 

（ MI_WTRtime:0..(5)..1

2分） 

プロトコル故障原因 

（MI_cFOP） 

パフォーマンスモニタプ

ロテクション動作 

（MI_pPSC） 

パフォーマンスモニタプ

ロテクション切替秒 

（MI_pPSSw,MI_pPSSp） 

プロテクション状態 

（現在検討中） 

 

注１．劣化欠陥スレッショルド選択に関する粒度は現在検討中である。 

注２．下線の値は提案値である。 

 

 

Ⅱ.2.2 監視 

 伝達と装置監視プロセスは網内の伝達リソースのマネジメントにより関連づけられ、ＮＥにより供給さ

れる機能にのみ関連づけられる。それらは実際の機能とは独立した、ＮＥの機能的表現を要求する。 

 

 監視プロセスでは、実際の障害もしくは故障が、適当な性能表示を用意するため、もしくは、メンテナ

ンス要員に故障原因を発見させるために分析する方法が記述される。以下の用語は監視プロセスを記述す

るために使用される。変則、欠陥、結果としての動作、故障原因、故障（failure）、アラーム（alarm）。

本標準で使用されている監視用語と変数は３章で定義される。 

 

 様々な装置の故障は影響を受けた機能の不稼働により表現される。なぜなら、伝送マネジメントは装置

自体の情報は持っていないからである。ほとんどの機能はそれらが確実に特徴を処理している信号を監視

し、性能情報もしくは、これらの特徴に基づくアラーム状態を提供する。それゆえ伝送監視プロセスはＮ

Ｅによって処理される外部インタフェース信号の情報を提供する。 
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 監視プロセスと、アトミックファンクションによるそれらの内部関係は図Ⅱ－２－１と図Ⅱ－２－２に

示される。アトミックファンクション内の監視プロセス間の内部関係と装置マネジメント機能はＧ．７８

４の５章に規定される。 
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図Ⅱ－２－１／ＪＴ－Ｇ７８３ トレイル終端機能内の監視プロセス 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 フィルタリング機能は、XXX_MP 参照点で与えられる前の変則と欠陥による、アトミックファンクション

内でのデータ分類メカニズムを用意する。４つのタイプの技術を特徴づけることが出来る。 

・トレイル終端点とポートモード 

・１秒統合 

・欠陥の発見 

・故障マネジメントとパフォーマンスモニタ関係 

1秒カウンタ

欠陥相互関係

結果としての
動作

結果とし
ての動作

欠陥

1秒ラッチ

1秒カウンタ

1秒ラッチ

欠陥

欠陥

欠陥

欠陥

遠端異常（RDI）

遠端異常（REI）

近端欠陥
dZZZ近端異常

結果としての動作
aZZZ

レポートオプション
(ZZZ_Reported,

MON/NMON)
enable/disable

故障原因
cZZZ

遠端劣化(dRDI) pFDS

pFEBC

pNDS

pNEBC

aREI

EDC違反

aTSF

aAIS

aRDI

aTSF

aTSD

SSF

CI_SSF T1525370-97/d013

CI_D

CI_D

RI_REI

CI_D

RI_RDI

AI_TSF

AI_TSD

MI_TPmode
MI_ZZZ_Reported

MI_cZZZ

MI_pN_EBC

MI_pN_DS

MI_pF_EBC

MI_pF_DS
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Ⅱ.2.2.1 トレイル終端点モードとポートモード 

 トレイルを供給するアクションの間に発生するアラームと故障を防ぐために、トレイル終端機能は故障

原因の発表を実行したり止めたりする機能を有している。これはそれらの終端点モードもしくはポート

モードパラメータにより制御される。 

 

終端点モード（図Ⅱ－２－３参照）は“モニタする”（ＭＯＮ）もしくは“モニタしない”（ＮＭＯ

Ｎ）がある。ＭＯＮ状態は、終端機能がトレイルの一部でありサービスを提供している場合であり、ＮＭ

ＯＮ状態は終端機能がトレイルの一部であるかどうかに関わらず、セットアップ、分類、再配置の処理を

行う場合である。 

図Ⅱ－２－２／ＪＴ－Ｇ７８３ アダプテーション機能内の監視プロセス 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－３／ＪＴ－Ｇ７８３ トレイル終端点モード 

 (ＩＴＵ－Ｔ G.783)

T1525390-97/d015 

ネットワークマネージャによるプロビジョニング 

MON NMON 

ネットワークマネージャによるプロビジョニング 

AI_D

CI_SSF

AI_TSF

TSF

レポートオプション
(ZZZ_Reported,

MON/NMON)
enable/diable

1秒カウンタ

欠陥相互関係

p...C

故障原因
cZZZ

MI_p._..C

MI_cZZZ

近端異常 近端欠陥 dZZZ

aAIS

aSSF

結果としての動作
aZZZ

結果としての
動作

欠陥

欠陥

欠陥

欠陥

Ｔ1525380-97/ｄ014

MI_ZZZ_Reported
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 物理セクションレイヤ内では、終端点ポイントモードはポートモードを呼ばれる。それは３つのモード

を持つ（図Ⅱ－２－４参照）：ＭＯＮ，ＡＵＴＯ，ＮＭＯＮ。ＡＵＴＯモードは一つの例外を除いてＮＭ

ＯＮモードと似ている：仮にＬＯＳ故障がクリアされると、ポートモードは自動的にＭＯＮに変更される。

これは、モニタモードを変更するためにマネジメントシステムを使用することの負担を無くすアラームフ

リー装置を許容する。ＡＵＴＯはオプションである。それをサポートする時はそれがデフォルトのモード

となるであろう。またはＮＭＯＮがデフォルトモードであろう。 

 

Ⅱ.2.2.2 欠陥フィルタ 

 欠陥フィルタ（に対する変則）はデータの流れのモニタの過程で発見される変則の持続的チェックを用

意するものであり、データが通過するとき、欠陥は発見される。すべての欠陥が欠陥相互関係フィルタ

（図Ⅱ－２－１，図Ⅱ－２－２）の入力に表れた時より、それはＳＥＭＦに故障表示として提供される情

報の総計を減ずるために相互関係を用意する。 

 表Ⅱ－２－１に上げられる伝送故障原因に加え、信号伝送に影響を与える装置故障がまたさらなるプロ

セスとして欠陥フィルタの入力にレポートされる。 

 欠陥フィルタの詳細については２章を参照のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－４／ＪＴ－Ｇ７８３ ポートモード 

 (ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

Ⅱ.2.2.3 結果としての動作 

 この副節は結果としての動作のセットの生成と制御を一般的条件で表現する。規定の詳細はおのおのの

アトミックファンクションで示される。 

 欠陥が発見された後、一つあるいはそれ以上の以下の結果としての動作が要求される。 

 ・オール１信号（ＡＩＳ）挿入 

 ・ＲＤＩ挿入 

 ・ＲＥＩ挿入 

 ・ＯＤＩ挿入 

 ・ＯＥＩ挿入 

 ・未装備信号挿入 

 ・サーバ信号不良（ＳＳＦ）信号生成 

 ・トレイル信号不良（ＴＳＦ）信号生成 

 ・トレイル信号劣化（ＴＳＤ）信号生成 

ＭＯＮ 

ＡＵＴＯ 

ＮＭＯＮ 

dLOSの解除に基づくNE

による自動遷移 

ネットワークマネージャによるプロビジョニング 

ネットワークマネージャによ

るプロビジョニング

ネットワークマネージャに

よるプロビジョニング 

ネットワークマネージャによ

るプロビジョニング 

ネットワークマネージャによ

るプロビジョニング 
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 図Ⅱ－２－５／ＪＴ－Ｇ７８３は、どのようにしてａＡＩＳ、ａＲＤＩ、ａＲＥＩの結果としての動作

要求が関連する結果としての動作（オール１信号の挿入、ＲＤＩコードの挿入、ＲＥＩ値の挿入）を制御

するかを示している。図Ⅱ－２－５／ＪＴ－Ｇ７８３はまたａＳＳＦ、ａＴＳＦ、ａＴＳＤといった結果

としての動作要求の位置を示している。 

 

 確実に発見された近端欠陥はトレイル終端シンク機能にオール１信号の挿入を引き起こす。発見された

欠陥はアダプテーションシンク機能にオール１信号の挿入を引き起こす。サーバ信号不良（ＳＳＦ）表示

の受付はアダプテーションソースへのオール１信号の挿入を引き起こす。 

 

 オール１信号がトレイル終端シンクもしくは以前のアダプテーションシンク機能のどちらかに挿入され

たケースでは、ＲＤＩコードは関連するトレイル終端ソース信号に挿入される。それは、ＲＤＩコードが

発見された欠陥、もしくはトレイル終端シンク機能内のＳＳＦ表示の受付に挿入されることを示す。 

 

 トレイル終端シンク機能内でＥＤＣバイオレーション（ａＲＥＩ）を発見した全てのフレームについて、

関連するトレイル終端ソース信号にＲＥＩビットを挿入する。 

 

 コネクション機能は、入力に接続されていない出力に未装備ＶＣ信号を挿入する。 

 

図Ⅱ－２－５／ＪＴ－Ｇ７８３ 結果としての動作の制御：ＡＩＳ，ＲＤＩ，ＲＥＩ 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 
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Ⅱ.2.2.3.1 警報表示信号（ＡＩＳ） 

 オール１信号（ＡＩＳ）は近端欠陥状態の発見のもと、下流への故障の広がりと警報の発出を防ぐため、

受信信号に置き換えられる。 

 

 オール１信号（ＡＩＳ）挿入についての規定の詳細は、ここのアトミックファンクションに定義される。

一般的には、オール１信号（ａＡＩＳ）挿入要求に関する論理式と時間要求は、以下の通りである。 

 アダプテーションシンク機能 ： aAIS ← dPLM or dAIS/AI_TSF or dLOA 

 

注１． ｄＬＯＡはアトミックファンクションで適用可能なｄＬＯＦ、ｄＬＯＭ、ｄＬＯＰのいづれか

を示す。 

注２． アダプテーションシンク機能はｄＡＩＳを発見しない。アダプテーションシンク機能がオール

１信号を確実に受け付けるために、（欠陥状態の発見に伴いオール１信号を挿入する）終端シンク

機能はアダプテーションシンク機能に AI_TSF 信号を意味するこの状態について通知する。ａＡＩ

Ｓ状態でのこのようなケースでのｄＡＩＳは、AI_TSFによって置き換えられる。 

 

 終端シンク機能 ： aAIS ← dAIS or dUNEQ/dLOS or dTIM 

 

注４．ｄＡＩＳは MS_TT 機能に対して適用される。ｄＬＯＳは、ｄＵＮＥＱが（ＳＤＨ）パスレイヤに対

して同様の状態を示している場合、物理セクションレイヤ終端機能に対し適用される。 

 

 アダプテーションソース機能 ： aAIS ← CI_SSF 

 

 終端シンクとアダプテーションシンクとソース機能は、ＡＩＳ要求生成（ａＡＩＳ）後、２（マルチ）

フレーム以内にオール１（ＡＩＳ）信号を挿入する。ＡＩＳ要求がクリアされた後、２（マルチ）フレー

ム以内に解除される。 

 

Ⅱ.2.2.3.2 対局劣化表示（ＲＤＩ） 

 オール１信号がトレイル終端シンク又は以前のアダプテーションシンク機能のどちらかに挿入される場

合、ＲＤＩコードが関連する終端ソース信号に挿入される。 

 

 ＲＤＩ挿入に関しての規定の詳細は個々のアトミックファンクションに定義される。一般的なＲＤＩ挿

入に対する論理式と時間要求は以下の通りである。 

 

 終端シンク機能 ： aRDI ← dAIS/CI_SSF or dUNEQ or dTIM 

 監視終端シンク機能 ： aRDI ← CI_SSF or dTIM 

 

注１． いくつかのトレイル終端機能ではｄＡＩＳを発見しない。トレイル終端機能がオール１信号を

確実に受け付けるために、（欠陥状態の発見に伴いオール１信号を挿入する）サーバレイヤはクラ

イアントレイヤに CI_SSF 信号を意味するこの状態について通知する。ｄＡＩＳ状態でのこのよう

なケースでのａＲＤＩは、CI_SSFによって置き換えられる。 

注２． 監視未収容終端機能のケースのために、ｄＵＮＥＱは起動したａＲＤＩを使用することは出来

ない。なぜなら、予期される監視未収容ＶＣ信号は継続的にｄＵＮＥＱを発見するよう、信号ラベ

ルをオール０にセットしているからである。仮に未収容ＶＣ信号を受信した場合は、ｄＴＩＭが起
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動され、ｄＵＮＥＱの代わりにａＲＤＩのためのトリガとして使用する事が出来る。 

 

 終端シンク機能でのａＲＤＩの宣言では、RI_RDI(RI_RDI=真)が２（マルチ）フレーム以内に起動され、

ＲＤＩ要求がクリアされた後、２（マルチ）フレーム以内に RI_RDIはクリア(RI_RDI=偽)される。 

 

 トレイル終端ソース機能は、トレイル終端シンク機能でのＲＤＩ要求生成(RI_RDI)の後、Ｘ（マルチ）

フレーム以内にＲＤＩコードを挿入する。ＲＤＩ要求がクリアされた後、Ｘ（マルチ）フレーム以内にＲ

ＤＩコード挿入はクリアされる。 

 

注３．片方向トレイルの場合では、ＲＤＩが未定義であり、受信機(TT_Sk）により無視される。 

注４．Ｘの値は今後の検討課題である。 

 

Ⅱ.2.2.3.3 リモートエラー表示（ＲＥＩ） 

 トレイル終端機能内でＥＤＣバイオレーションを発見した全てのフレームに関連するトレイル終端によ

り生成される信号内にＲＥＩビットが挿入される。 

 

 ＲＥＩ挿入に関する規定の詳細は個々のアトミックファンクションに示される。ＲＥＩ挿入に関する一

般的な論理式と時間要求は以下の通りである。 

 

 終端シンク機能 ： aREI ← “コードバイオレーションを発見したエラー数“ 

 

 ａＲＥＩの宣言で、終端シンク機能は２（マルチ）フレーム以内に RI_REI を起動(RI_REI=真)し、ＲＥ

Ｉ要求がクリアされて２（マルチ）フレーム以内に RI_REIを解除(RI_REI=偽)する。 

 

 トレイル終端ソース機能は次フレームのＲＥＩバイトにＲＥＩ値を挿入する。 

 

注．片方向トレイルの場合、ＲＥＩは定義されず受信機(TT_Sk)により無視される。 
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Ⅱ.2.2.3.4 サーバ信号故障（ＳＳＦ） 

 ＳＳＦ信号は、次の（サブ）レイヤ内のクライアントにサーバの欠陥状態を転送するために使用される。 

 

・トレイルシンク機能（例．S4_TT）内のＡＩＳ発見器に入力されること無しに、レイヤ内の欠陥発見を

防ぐため 

・トレイル終端シンク機能内のＡＩＳ発見器に入力されること無しに、レイヤ内のサーバ信号不良状態を

レポートするため 

・アダプテーションソース機能内にリンクコネクションＡＩＳ（例．ＡＵ－ＡＩＳ）挿入を制御するため 

・（プロテクション）コネクション機能内のプロテクション切替／レストレーションを起動させるため 

 

 ＳＳＦ生成に関する規定詳細は個々のアトミックファンクションに示される。ＳＳＦ生成に関する一般

的な論理式と時間要求は以下の通りである。 

 

 アダプテーションシンク機能 ： aSSF ← dPLM or dAIS/AIS_TSF or dLOA 

 

注１． アダプテーション機能ではＡＩＳ欠陥は発見されない。ｄＡＩＳは以前の TT_Sk により AI_TSF

によって置き換えられる。 

注２． ｄＬＯＡはｄＬＯＦ，ｄＬＯＭ，ｄＬＯＰ表示のいずれかである。 

 

 ａＳＳＦの宣言で、Ｘ（マルチ）フレーム以内に CI_SSF が起動(CI_SSF=真)され、ＳＳＦ要求がクリア

されてＸ（マルチ）フレーム以内に CI_SSFを解除(CI_SSF =偽)する。 

 

注３．Ｘの値は今後の検討課題である。 

 

Ⅱ.2.2.3.5 トレイル信号故障（ＴＳＦ） 

 ＴＳＦ信号はトレイルの欠陥状態を転送するために使用される。 

 

・アダプテーションシンク機能が、その機能がＡＩＳ欠陥表示を実行しない時、その機能内にオール１

（ＡＩＳ）挿入を規制するため 

 

ＴＳＦ生成に関する規定詳細は個々のアトミックファンクションに示される。ＴＳＦ生成に関する一般

的な論理式と時間要求は以下の通りである。 

 

 終端シンク機能 ： aTSF ← dAIS/CI_SSF or dUNEQ/dLOS or dTIM 

 

 監視終端シンク機能 ： aTSF ← CI_SSF or dTIM 

 

注１． いくつかのトレイル終端機能はｄＡＩＳを検出しない。トレイル終端機能がオール１信号の受

信を確実にするには、（欠陥状態の発見でオール１信号を挿入する）サーバレイヤが、ａＳＳＦ信

号を用いてこの状態をクライアントレイヤに通知する。ａＴＳＦの状態において、ｄＡＩＳの場合

には、ａＳＳＦにより置き換えられる。 

注２． 監視未装備終端の場合では、ｄＵＮＥＱは起動するために使用することは出来ない。予期され

る監視未収容ＶＣ信号は、ｄＵＮＥＱを継続的に検出するために、信号ラベルをオール０にセット
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するであろう。もし、未収容ＶＣ信号が受信される場合は、ｄＴＩＭは起動され、ｄＵＮＥＱの代

わりにａＴＳＦに対するトリガとして使用する事が出来る。 

 

 ａＴＳＦの宣言で、その機能はＸ（マルチ）フレーム以内に AI_TSF を起動(AI_TSF=真)し、ＴＳＦ要求

がクリアされてＸ（マルチ）フレーム以内に AI_TSFを解除(AI_TSF=偽)する。 

 

注３．Ｘの値は今後の検討課題である。 

 

Ⅱ.2.2.3.6 トレイル信号故障保護（ＴＳＦｐｒｏｔ） 

 TSFprotは以下のトレイルの欠陥状態に対して使用される。 

 

・機能内にトレイルプロテクション切替を起こすための、トレイルプロテクションサブレイヤ内のプロテ

クションコネクション機能 

・機能内にＳＮＣプロテクション切替を起こすための、影響を与えないモニタを使用するＳＮＣ（ＳＮＣ

／Ｎ）プロテクション方法を実行する、同一レイヤ内のコネクション機能 

 

 TSFprot に関する規定の詳細は個々のアトミックファンクションによる。ＴＳＦ発生に関する一般的な

論理式と時間要求は以下の通りである。 

 

 終端シンク機能 ： aTSFprot ← aTSF or dEXC 

 

注１．ATSFprot と aTSF は、エラーがバースト的に分布すると仮定されるＮＥに対しては同一であろう。

このようなネットワークに対しては、ｄＥＸＣは継続した誤りになると考えられる。 

 

 aTSFprot の宣言で、その機能はＸ（マルチ）フレーム以内に AI_TSFprot を起動(AI_TSFprot=真)し、

TSFprot要求がクリアされてＸ（マルチ）フレーム以内に AI_TSFprotを解除(AI_TSFprot=偽)する。 

 

注２．Ｘの値は今後の検討課題である。 
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Ⅱ.2.2.3.7 トレイル信号劣化（ＴＳＤ） 

 ＴＳＤ信号は以下のトレイルの欠陥状態に対して使用される。 

 

・機能内にトレイルプロテクション切替を起こすための、トレイルプロテクションサブレイヤ内のプロテ

クションコネクション機能 

・影響を与えないモニタを使用したＳＮＣ（ＳＮＣ／Ｓ）プロテクション方法のケースに対する、サブ

ネットワークコネクションプロテクション切替を起動するためのレイヤ内のコネクション機能 

 

 ＴＳＤ発生に関する規定の詳細は個々のアトミックファンクションによる。ＴＳＤ発生に関する一般的

な論理式と時間要求は以下の通りである。 

 

 終端シンク機能 ： aTSD ← dDEG 

 

 ａＴＳＤの宣言で、その機能はＸ（マルチ）フレーム以内に AI_TSD を起動(AI_TSD=真)し、ＴＳＤ要求

がクリアされてＸ（マルチ）フレーム以内に AI_TSDを解除(AI_TSD=偽)する。 

 

注．Ｘの値は今後の検討課題である。 

 

Ⅱ.2.2.3.8 出力欠陥表示（ＯＤＩ） 

 ＯＤＩ挿入に関する規定の詳細は個々のアトミックファンクションによる。ＯＤＩ挿入に関する一般的

な論理式と時間要求は以下の通りである。 

 

 終端シンク機能 ： aODI ← CI_SSF or dUNEQ or dTIM or dIncAIS or dLTC 

 

 ａＯＤＩの宣言で、終端シンク機能は２（マルチ）フレーム以内に RI_ODI を起動(RI_ODI=真)し、ＯＤ

Ｉ要求がクリアされて２（マルチ）フレーム以内に RI_ODIを解除(RI_ODI=偽)する。 

注２．Ｘの値は今後の検討課題である。 

 

Ⅱ.2.2.3.9 未収容バーチャルコンテナ（ＶＣ）信号 

 未収容表示信号は（バーチャル）コネクション機能により生成される。 

 

 ＶＣコネクション機能の出力が、そのＶＣコネクション機能の入力に接続されない場合、ＶＣはそのコ

ネクション機能発である。未収容ＶＣの場合では、コネクション機能によって生成されるであろう。 

 

注．ＶＣの端点が“ターミナルマルチプレクサ”又は“端局装置”の場合では、ＮＥは限られた数の低速

ポートユニット（パス終端機能を含む）を取り付けられず、ＳＴＭ－Ｎ幹線信号は未定義ＶＣｓを含むこ

とが出来る。故障とアラームを発生させ、このような状態を避けるため、未定義ＶＣもしくは監視未収容

ＶＣは占有されないＶＣタイムスロットに挿入される。 
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Ⅱ.2.2.4 欠陥相互関係 

 この副節ではトレイル終端、アダプテーション、コネクション機能内の欠陥相互関係の一般的用語を解

説する。規定の詳細はおのおののアトミックファンクションによる。Ⅱ.1.7 項に適用される規定技術の詳

細を述べる。 

 

 欠陥相互関係フィルタ（図Ⅱ-2-1 とⅡ-2-2／JT-G783）に全ての欠陥が表れてから、それはＳＥＭＦに

提供される情報の総量を減少させるために相互関係を与えられる。表Ⅱ-2-1／JT-G783 はアトミックファ

ンクションにより用意される伝送故障原因表示のリストを示す。 

 

 故障は起動された端局故障発見器に引き起こされるであろう。起動された欠陥からどのような故障が起

きているのか検出するために、起動した欠陥は故障原因を入手するために相互関係をつけられる。 

 

 ｃＺＺＺ故障原因（関係づけられた欠陥）は表現が正しければ起動される。ｃＺＺＺは表現が謝りであ

れば起動されない。 

 

Ⅱ.2.2.4.1 終端シンク機能 

 トレイル終端シンク cUNEQ ← dUNEQ and MON 

 監視トレイル終端シンク cUNEQ ← dUNEQ and dTIM and (AcTI=オール０) and MON 

 トレイル終端シンク cTIM ← dTIM and (not dUNEQ) and MON 

 監視トレイル終端シンク cTIM ← dTIM and not(dUNEQ and AcTI=オール０) and MON 

 

 cDEG ← dDEG and (not dTIM) and MON 

 dRDI ← dRDI and (not dUNEQ) and (not dTIM) and RDI_Reported and MON 

 cSSF ← aSSF/dAIS and MON 

 cLOS ← dLOS and MON 

 cAIS ← dAIS and AIS_Reported and MON 

 

 ＡＩＳ，ＲＤＩ，ＯＤＩといった以下の欠陥のレポーティングはオプションである。これらの欠陥は二

次欠陥であり、他のＮＥでの一次故障の結果としての動作の結果によるものであるからである。 

 

例．一つのＳＴＭ－１６ ＬＯＳ欠陥(dLOS）はネットワーク内発見されるに何千ものＡＩＳ欠陥（例．

AU4dAISs, TU12dAISs）と一千のＲＤＩ欠陥（例．MS16dRDI, VC12dRDIs）を引き起こす。 

 

 故障原因としてのＡＩＳ，ＲＤＩ，ＯＤＩのレポートはオプションである。これはそれぞれ、

AIS_Reported，RDI_Reported，ODI_Reported といったパラメータにより制御される。これらのパラメータ

のデフォルト値は“偽”である。 

 

注１． DUNEQ, dTIM, dDEG, dRDIはＳＳＦ／ＴＤＦ状態では解除される。 

注２． MS_TT機能ではサーバレイヤの欠陥はＫ２バイトのｄＡＩＳで発見され、ＳＳＦは通過しない。 

注３． デフォルトでは、ＡＩＳそのものはレポートされない。それよりもトレイル終端は、オール１

（ＡＩＳ）信号を受信しているとサーバ（レイヤ）はＳＳＦを通過させることが出来ないため、

（オプションとして）レポートすることとなっている。これはトレイル終端ＮＥにおいて、ＡＩＳ

故障の発見を一つの故障(fSSF）に減少する。トレイル内の中間ノードには故障は発生しない。 
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注４． ＭＯＮの詳細はⅡ.2.2.1 を参照のこと。 

注５． 未収容ＶＣ信号の発見は、終端監視シンク機能内に、監視未収容ＶＣ信号と未収容ＶＣ信号の

両方が信号ラベル“０”を持っているにも関わらず可能である。トレース表示ミスマッチはオール

０となっている受信トレース表示とともに発見される。このコンビネーションは未収容ＶＣの受容

のサインである。 

 

Ⅱ.2.2.4.2 アダプテーションシンク機能 

 cPLM ← dPLM and (not aTSF) 

 cAIS ← dAIS and (not aTSF) and (not dPLM) and AIS_Reported 

 cLOA ← dLOA and (not dAIS) and (not dPLM) 

 

 故障原因としてのＡＩＳをレポートすることはオプションである。これはパラメータ AIS_Reported に

よって制御される。AIS_Reportedのデフォルト値は“偽”である。 

 

注１．ｄＬＯＡはいずれか適用可能である、ｄＬＯＦとｄＬＯＰとｄＬＯＭを表す。 

注３． ポインタ検出アルゴリズムの規定はｄＡＩＳもしくはｄＬＯＰのいずれかを宣言可能であり、

両方同時には出来ないものである。 

 

Ⅱ.2.2.4.3 コネクション機能 

 cFOP ← dFOP and (not CI_SSF) 

 

Ⅱ.2.3 一般的プロセス 

Ⅱ.2.3.1 ＳＴＭ－Ｎフレームアライメント 

 フレームアライメントはＳＴＭ－Ｎ信号に含まれるＡ１，Ａ２バイトを探すことによって実行される。

探されるフレームパターンはＳＴＭ－Ｎ信号内に含まれるＡ１とＡ２のサブセットである。フレーム信号

は、アライメントのための仮定されたフレーム開始位置とともに継続的にチェックされる。同期確立状態

においてランダム非フレーム信号に対する最大アウトオブフレーム（ＯＯＦ）検出時間は６２５μｓであ

る。通常状態におけるアライメントのチェックのために使用されるアルゴリズムは、ポアソンタイプの１

０－３エラー状態では６分以上ＯＯＦ状態に陥らないようなものである。ＯＯＦ状態において、疑似フレー

ムパターンの無いエラーフリー信号に対する最大フレーム同期復帰時間は２５０μｓである。ＯＯＦ状態

より復帰するために使用されるアルゴリズムは、ランダム非フレーム信号に対する誤同期確率が２５０μ

ｓの時間間隔において１０－５より低いようなものである。 

 

Ⅱ.2.3.2 低次ＶＣ－１，ＶＣ－２マルチフレームアライメント 

 ＴＵＧ－２を含むＴＵＧ構造の場合、５００μｓの（マルチ）フレーム開始位相は、Ｈ４バイトのビッ

ト７と８のマルチフレームアライメントを実行することにより復旧される。アウトオブマルチフレーム

（ＯＯＭ）状態は、Ｈ４バイトのビット７と８のシーケンスに一度誤りが発見されると陥る。マルチフ

レームアライメントは当然復旧される。マルチフレーム同期状態になるには、ＶＣ－ｎフレームにおいて

４回連続で誤りの無いＨ４シーケンスを受信する必要がある。 
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Ⅱ.2.3.3 ＳＴＭ－Ｎスクランブリングとデスクランブリング 

 スクランブリングはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に従って実行される。スクランブリングにはＳＴＭ－Ｎ 

ＲＳＯＨの一行目（９×Ｎバイト、Ａ１，Ａ２，Ｊ０，ナショナルユースもしくは未来の国際勧告のため

に確保されたバイトを含む）は含まれない。 

 

 デスクランブリングはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に従って実行される。デスクランブリングにはＳＴＭ

－Ｎ ＲＳＯＨの一行目（９×Ｎバイト、Ａ１，Ａ２，Ｊ０，ナショナルユースもしくは未来の国際勧告

のために確保されたバイトを含む）は含まれない。 

 

Ⅱ．３ ＳＤＨ物理レイヤ 

 ＳＤＨ物理レイヤを定義するアトミックファンクションは以下に記述される。それらはＳＤＨ装置内で

使用される光インタフェースの物理的論理的特徴を、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７，ＪＴ－Ｇ９５７に規定

される OSn_CP（ｎ＝１，４，１６，６４）として記述する。図Ⅱ－３－１を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－３－１／ＪＴ－Ｇ７８３ ＳＴＭ－Ｎ光セクションアトミックファンクション 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 

ＳＴＭ－Ｎ光セクションレイヤＣＰ 

 ＣＰレイヤの特徴的情報 OSn_CI はディジタル、パワーで定義された光信号、ビットレート、パルス幅

と波長である。このような特徴的信号のレンジを規定する。 

 

 光インタフェース信号はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７に規定される。 

 

旧バージョン勧告との関係 

 勧告Ｇ．７８３の１９９４年バージョンはＳＰＩ基本機能を参照している。表Ⅱ－３－１はＳＤＨ物理

レイヤにおける基本機能とアトミックファンクションの関係を示す。 

T1525470-97/d023 

OSn 

OSn/RSn 

SD_CI_CK RSn_CI 

OSn_AI 

OSn_CI 

OSn 

OSn/RSn 
OSn_AI 

RSn_CI 

OSn_CI 
OS1 

OSn_CI OSn_CI 
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表Ⅱ－３－１／ＪＴ－Ｇ７８３ ＳＤＨ物理レイヤの基本機能とアトミックファンクション 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

基本機能 アトミックファンクション 

SPI OSn_TT 

OSn/RSn_A 

 

Ⅱ.3.1 コネクション 

 適用されない。このレイヤにはコネクション機能は定義されない。 

 

Ⅱ.3.2 終端：OSn_TT と ESn_TT 

Ⅱ.3.2.1 ＳＴＭ－Ｎ光セクショントレイル終端ソース（OSn_TT_So） 

 

シンボル 

図Ⅱ－３－３参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－３－３／ＪＴ－Ｇ７８３ OSn_TT_Soシンボル 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－３－２参照 

表Ⅱ－３－２／ＪＴ－Ｇ７８３ OSn_TT_So入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

OSn_AI_Data OSn_CI_Data 

OSn_TT_So_MI_cTD 

OSn_TT_So_MI_cTF 

 

プロセス 

 RSn_CP におけるデータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に定義されるＳＴＭ－Ｎデータをフルサポートして

いる。データは RSn_TT_So 機能により RSn_CP に関連するタイミングといっしょに表現される。終端機能

は光メディアを通過するデータを整え、Osn_CPにそれを表現する。 

T1525490-97/d025 

OSn_AI 

OSn 

OSn_CI 

OSn_TT_So_MI 
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欠陥 

 伝送故障もしくは伝送劣化のような、インタフェースの物理的状態に関連するパラメータは、

Osn_TT_So_MPにレポートされる。光システムではこのような劣化パラメータはⅡ.2.2項に定義される。 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

cTD ← dTD and (not dTF) 

cTF ← dTF 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.3.2.2 ＳＴＭ－Ｎ光セクショントレイル終端シンク（OSn_TT_Sk） 

 

シンボル 

図Ⅱ－３－４参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－３－４／ＪＴ－Ｇ７８３ Osn_TT_Skシンボル 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－３－３参照。 

表Ⅱ－３－３／ＪＴ－Ｇ７８３ Osn_TT_Sk入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

OSn_CI_Data 

OSn_TT_Sk_MP_PortMode 

OSn_AI_Data 

OSn_AI_TSF 

OSn_TT_Sk_MI_cLOS 

T1525500-97/d026 

OSn_AI 

OSn 

OSn_CI 

OSn_TT_Sk_MI 
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プロセス 

 Osn_CP でのＳＴＭ－Ｎ信号は同様にフォーマットされ、物理メディアを伝送されることによる仕様制限

内で劣化される信号に整えられる。 

 

欠陥 

dLOS：４．１項参照 

 

結果としての動作 

aTSF ← dLOS 

 

欠陥相互関係 

cLOS ← dLOS and MON 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.3.3 アダプテーション 

Ⅱ.3.3.1 Osn/RSn_A 

Ⅱ.3.3.1.1 光セクションの中継セクションアダプテーションソース OSn/RSn_A_So 

 

シンボル 

図Ⅱ－３－５参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－３－５／ＪＴ－Ｇ７８３ OSn/RSn_A_Soシンボル 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－３－４参照 

表Ⅱ－３－４／ＪＴ－Ｇ７８３ OSn/RSn_A_So入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

RSn_CI_Data 

RSn_CI_Clock 

RSn_AI_Data 

 

T1525530-97/d029 

OSn/RSn 

RSn_CI 

OSn_AI 
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プロセス 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.3.3.1.2 光セクションの中継セクションアダプテーションシンク OSn/RSn_A_Sk 

 

シンボル 

図Ⅱ－３－６参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－３－６／ＪＴ－Ｇ７８３ OSn/RSn_A_Skシンボル 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－３－５参照 

表Ⅱ－３－５／ＪＴ－Ｇ７８３ OSn/RSn_A_Sk入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

OSn_AI_Data 

OSn_AI_TSF 

RSn_CI_Data 

RSn_CI_Clock 

RSn_CI_FS 

RSn_CI_SSF 

Osn/RSn_A_Sk_MI_cLOF 

Osn/RSn_A_Sk_MI_pOFS 

T1525540-97/d030 

OSn/RSn 

RSn_CI 

OSn_AI 

OSn/RSn_A_Sk_MI 

SD_CI_CK 
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プロセス 

 完全に形作られ中継されたＳＴＭ－Ｎデータと関連づけられたタイミングは OSn_TT_Sk 機能から RSn_CP

により受信される。OSn/RSn 機能はこの信号を形作られたデータに中継し、RSn_CP にタイミングを提供す

る。回復したタイミングはまた、同期装置の参照クロックに同期させる目的のために、同期装置のタイミ

ングソースとして、参照点Ｔ１を有効にする。この機能はまた、フレームアライメントと MSn_CP のデー

タ内のフレーム開始位置表示を回復する。ＳＴＭ－Ｎ信号はそのとき、（ＲＳＯＨの１行目を除き）デス

クランブルされ、ＲＳＯＨバイトは、ＳＴＭ－Ｎデータと MSn_CP におけるタイミングが提供される前に

復旧される。 

 

 フレームアライメントプロセスはⅡ.2.3.1 項に記述される。 

 

欠陥 

dLOF：４．６項参照 

 

結果としての動作 

 この機能は以下の結果としての動作を実行する。 

aAIS ← dLOF or AI_TSF 

aSSF ← dLOF or AI_TSF 

 

欠陥相互関係 

 この機能は最も確実な故障原因を究明するために、以下の欠陥相互関係を実行する。この故障原因はＳ

ＥＭＦに通知される。 

cLOF ← dLOF and (not dLOS) 

 

パフォーマンスモニタ 

この機能は以下のパフォーマンスモニタ原則プロセスを実行する。 

最小１回の OOF イベントを含むいかなる秒においても、勧告Ｇ．７８４における光の pOFS はレポートさ

れる。 

 

Ⅱ.3.4 サブレイヤ機能 

 本項にはサブレイヤ機能は適用されない。 
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 Ⅱ．４ 中継セクションレイヤ 

 中継セクションレイヤコネクション点におけるデータ（RS_CI）は、同一のタイミングをした、フレー

ム長１２５μs の８ビット構造をしている。そのフォーマットを図 Ⅱ－４－１／ＪＴ－Ｇ７８３と図 Ⅱ

－４－２／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。 

 RS_CI は端局セクションレイヤのデータ MS_CI（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義）に以下の要素を付

加した構造をしている。 

 すなわち、フレーミング・バイトＡ１，Ａ２，ＲＳ_トレース・バイトＪ０，ＢＩＰ－８バイトＢ１, 

オーダワイヤ・バイトＥ１,RS_ユーザ・バイトＦ１,RS_DCCバイトＤ１，Ｄ２，Ｄ３,ＮＵバイト。 

 

 

図Ⅱ－４－１／ＪＴ－Ｇ７８３ S(b,c)内の中継セクション CI データフォーマット  

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 

図Ⅱ－４－２／ＪＴ－Ｇ７８３ S(b,c)内の中継セクション AI データフォーマット 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

注１ Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｊ０，Ｂ１，Ｅ１，Ｆ１の各バイトはＳ（ａ，ｂ，１）の列にのみ存在する。 

注２ この勧告は局間のインタフェースという一般的な場合のみを意図している。局内インタフェースに

対する縮小した機能要求については今後の課題である。 

T1525570-97/d033

1 ～n 1～n1～n1～n1～n1～n1～n1 ～n1 ～n
（b座標）
（c座標）

2 3 4 5 6 7 8 91

NU NUB1

D1

E1

D2 D3

F1

NU NUJOA2A2A1A1 A1 A2

T1525580-97/d034

NU NU
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D3D2

E1

D1
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図Ⅱ－４－３／ＪＴ－Ｇ７８３ 中継セクション機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

Ｇ．７８３の旧版との関連 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７８３の９４年１月版では、ＲＳＴ基本機能について参照している。表Ⅱ－４－１／

ＪＴ－Ｇ７８３は、中継セクションレイヤの基本機能とアトミックファンクションの間の関連を示してい

る。 

 

表Ⅱ－４－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 中継セクションレイヤの基本機能とアトミックファンクション 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

基本機能 アトミックファンクション 

RST RSn_TT 

RSn/DCC_A 

RSn/OW_A 

RSn/Aux_A 

RSn/MSn_A 

RSn/User_A 

 

Ⅱ.4.1 コネクション （該当せず） 

RSn/DCC RSn/OW RSn/User RSn/MSn 

RSn_C 

RSn/MSn RSn/DCC RSn/OW RSn/User 

RSn_AI 

RSn_TT RSn_TT 

RSn_CI RSn_CI 

RSn_AI 

D1-D3 E1 F1 MSn_CI MSn_CI F1 E1 D1-D3 



ＪＴ－Ｇ７８３ - 82 -  

Ⅱ.4.2 終端: RSn_TT 

 RSn_TT 機能は中継セクションオーバヘッド（ＲＳＯＨ)に対してソースおよびシンクの働きをする。中

継セクションは２つの RSn_TT 機能とその間のメンテナンス・エンティティである。RSn_TT 機能に関連す

る情報の流れを図Ⅱ－４－４／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－４－５／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－４－６／ＪＴ－

Ｇ７８３、表Ⅱ－４－２／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－４－３／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。 

 

注．再生器中では、Ａ１，Ａ２，Ｊ０の各バイトは下図に示すように「終端・生成」されるのではなく、

単に中継される場合もある（つまり、再生器をそのまま通り抜ける。）。 

 

シンボル 

    

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－４／ＪＴ－Ｇ７８３ 中継セクション終端機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

    

Ⅱ.4.2.1 ソース方向 

シンボル 

    

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－５／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn_TT_So 機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

T1525600-97/d036 

RSn_TT 

RSn_AI 

RSn_CI 

RSn_TT_Sk_MI 

RSn_TT 

RSn_TT_So_MI 

RSn_RI 

RSn_TI 

T1525610-97/d037 

RSn_AI 

RSn_CI 

RSn_TT 
RSn_TT_So_MI 
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インタフェース 

 

表 Ⅱ－４－２／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn_TT_So機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

RSn_AI_Data 

RSn_AI_Clock 

RSn_AI_FrameStart 

RSn_TT_So_MI_TxTI 

RSn_CI_Data 

RSn_CI_Clock 

 

プロセス 

 RSn_AP でのデータはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定されているＳＴＭ－Ｎ信号であり、Ｔ０参照点か

らのタイミングにより、正しい端局セクションオーバヘッド（ＭＳＯＨ）と、Ｅ１，Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，

Ｆ１，ＮＵの各バイトを有する。しかしながらＡ１，Ａ２，Ｂ１，Ｊ０の各バイトはこの信号中では未決

定である。 

 RSn_CP において完全なフォーマットのＳＴＭ－Ｎとタイミングを与えるためにＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０

７に一致するＡ１，Ａ２，Ｂ１およびＪ０が RSn_TT 機能の一部としてセットされる。これらのバイトが

セットした後 RSn_TT機能は RSn_CPに送る前にＳＴＭ－Ｎ信号をスクランブル化する。 

 

Ａ１，Ａ２：フレーム・アライメント・バイトＡ１，Ａ２（それぞれ３×Ｎバイト）は、ＲＳＯＨの先頭

の行に挿入される。 

Ｊ０：Ｊ０バイトの位置には中継セクション・トレース情報(RSn_TT_So_MI_TxTI)が置かれる。

RSn_TT_So_MI_TxTI は参照点 RSn_TT_MP から得られる。ＲＳトレース・フォーマットはＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｇ７０７で述べられている。 

Ｂ１：エラー・モニタ・バイトＢ１は中継セクション・ビットエラー・モニタ機能のためにＳＴＭ－Ｎに

配置される。この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７にて規定されている偶数パリティを用いたビット・

インタリーブ・パリティ８(ＢＩＰ-8)コードである。ＢＩＰ－８は RSn_CP における１つ前のＳＴＭ－Ｎ

フレームの、スクランブル後の全ビットを対象として計算される。計算結果はスクランブル前のＲＳＯＨ

のＢ１バイトの位置に置かれる。 

 

欠陥 

なし 

    

結果としての動作 

なし 

    

欠陥相互関係 

なし 
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パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.4.2.2 シンク方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－６／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn_TT_Sk 機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

    

インタフェース 

表Ⅱ－４－３／ＪＴ－Ｇ７８３ ＲＳｎ＿ＴＴ＿Ｓｋ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

RSn_CI_Data 

RSn_CI_Clock 

RSn_CI_FrameStart 

RSn_CI_SSF 

RSn_TT_Sk_MI_ExTI 

RSn_TT_Sk_MI_Tpmode 

RSn_TT_Sk_MI_TIMdis 

RSn_TT_Sk_MI_ExTImode 

RSn_TT_Sk_MI_1second 

RSn_AI_Data 

RSn_AI_Clock 

RSn_AI_FrameStart 

RSn_AI_TSF 

RSn_TT_Sk_MI_AcTI 

RSn_TT_Sk_MI_cTIM 

RSn_TT_Sk_MI_pN_EBC 

RSn_TT_Sk_MI_pN_DS 

 

プロセス 

 OSn/RSn_A 機能から送られてきた、完全なフォーマットに再生されたＳＴＭ－Ｎデータとそのタイミン

グ情報は RSn_CP で受信される。Ｂ１バイトを終端した後、フレーム化されたＳＴＭ－Ｎデータとそのタ

イミング情報は RSn_APに送られる。 

T1525620-97/d038 

RSn_AI 

RSn_CI 

RSn_TT RSn_TT_Sk_MI 
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Ｊ０：バイトＪ０（ＲＳパス・トレース）は RSn_CP でＲＳＯＨから復元される。ＲＳトレース識別子不

一致（RSn_TT_Sk_MI_cTIM）が検出されたら、参照点 RS_TT_MP 経由で報告される。RS_TT_MP においてはＪ

０の受信値（RSn_TT_Sk_MI_AcTI）も有効である。トレース識別子不一致処理については、４．１１項を

参照。 

Ｂ１：偶数ビットパリティは１つ前のスクランブルされたＳＴＭ－Ｎフレームの各バイトのそれぞれの

ビットｎ（ｎは１から８）に対して演算を行い現行フレームから復元されたＢ１のビットｎと比較される。

ＳＴＭ－１の場合、演算と復元によるＢ１バイトの違いは１つのエラーブロック（nN_B）として得られる。

ＳＴＭ－４，ＳＴＭ－１６のエラーブロックの定義は今後の検討課題である。 

 

欠陥 

dTIM：４．１１項参照 

 

結果としての動作 

この機能は、以下の結果としての動作を実行する。 

aAIS ← CI_SSF or dTIM 

aTSF ← CI_SSF or dTIM 

    

欠陥相互関係 

この機能は以下の欠陥の相互関係を実行し、最も可能性の高い障害原因を決める。ここで決めた障害原

因を SEMFに報告する。 

cTIM ← dTIM and MON 

    

パフォーマンスモニタ 

この機能は、以下のパフォーマンスモニタのプリミティブ処理を実行する。 

 pN_DS ← aTSF or dEQ 

 pN_EBC ← ΣnN_B 

 

Ⅱ.4.3 アダプテーション 

Ⅱ.4.3.1 RSn/MSn_A 

 RSn/MSn アダプテーション機能に関連する情報の流れを図Ⅱ－４－７／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－４－８

／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－４－４／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－４－５／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。 
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Ⅱ.4.3.1.1 ソース方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－７／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/MSn_A_So 機能    

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

インタフェース 

表Ⅱ－４－４／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/MSn_A_So機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSn_CI_Data 

MSn_CI_Clock 

MSn_CI_FrameStart 

MSn_CI_SSF 

RSn_AI_Data 

RSn_AI_Clock 

RSn_AI_FrameStart 

    

プロセス 

 この機能は MSn_CI データを、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定によりＳＴＭ－Ｎバイト・ロケーショ

ンへ多重化する。 

aAISの宣言をする際、本機能は 250μs以内にオール１信号を出力する； 

aAISをクリアする際、本機能は 250μs以内にノーマル・データを出力する。 

オール１信号の周波数は、155 520 kHz ±20ppm以内である。 

 

結果としての動作 

aAIS ← CI_SSF 

注．もし CI_SSF が未接続のとき（RSn/MSn_A_So が MSn_TT_So に接続されているとき）、ＳＳＦは偽であ

るとみなされる。 

    

欠陥相互関係 

なし 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

T1525630-97/d039 

RSn/MSn 

MSn_CI 

RSn_AI 
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Ⅱ.4.3.1.2 シンク方向 

シンボル 

    

 

 

 

 

 

 

 

    

図Ⅱ－４－８／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/MSn_A_Sk 機能    

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－４－５／ＪＴ－Ｇ７８３ ＲＳｎ／ＭＳｎ＿Ａ＿Ｓｋ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

RSn_AI_Data 

RSn_AI_Clock 

RSn_AI_FrameStart 

RSn_AI_TSF 

MSn_CI_Data 

MSn_CI_Clock 

MSn_CI_FrameStart 

MSn_CI_SSF 

 

プロセス 

 本機能は、図Ⅱ－４－１／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－４－２／ＪＴ－Ｇ７８３に示すように、RSn_AI から

MSn_CIデータを分離する。 

 

欠陥 

なし 

    

結果としての動作 

aSSF ← AI_TSF 

    

欠陥相互関係 

なし 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

RSn/MSn 

MSn_CI 

RSn_AI 

T1525640-97/d040 
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Ⅱ.4.3.2 RSn/DCC_A 

 RSn/DCC_A 機能に関連する情報の流れを図Ⅱ－４－９／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－４－１０／ＪＴ－Ｇ７

８３、表Ⅱ－４－６／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－４－７／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。 

    

Ⅱ.4.3.2.1 ソース方向 

シンボル 

    

 

    

    

    

    

    

    

    

図Ⅱ－４－９／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/DCC_A_So 機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

インタフェース 

表Ⅱ－４－６／ＪＴ－Ｇ７８３ ＲＳｎ／ＤＣＣ＿Ａ＿Ｓｏ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

DCC_CI_Data 

RSn_AI_Clock 

RSn_AI_FrameStart 

RSn_AI_Data 

DCC_CI_Clock 

    

プロセス 

 参照点Ｎにおけるメッセージ通信機能につながれる、３つのＤＣＣバイトはＲＳＯＨのＤ１－Ｄ３のバ

イト位置に置かれる。これらのバイトはデータ通信のために配置され、単一の 192kbit/s メッセージ指向

のチャネルとして警報、保守、制御、モニタ、管理などＲＳＴ機能間に必要な通信のために使用される。

チャネルは内部で生成されたメッセージ、外部で生成されたメッセージ、製造業者が指定したメッセージ

のいずれに対しても適用可能である。使用されるプロトコル・スタックは勧告Ｇ．７８４に規定されてい

る。    

    

欠陥 

なし 

    

結果としての動作 

なし 

T1525650-97/d041 

RSn/DCC 

DCC_CI_Data 

RSn_AI 

DCC_CI_Clock 
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欠陥相互関係 

なし 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

    

Ⅱ.4.3.2.2 シンク方向 

シンボル 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－１０／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/DCC_A_Sk 機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

    

インタフェース 

表Ⅱ－４－７／ＪＴ－Ｇ７８３ ＲＳｎ／ＤＣＣ＿Ａ＿Ｓｋ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

RSn_AI_Data 

RSn_AI_Clock 

RSn_AI_FrameStart 

RSn_AI_TSF 

DCC_CI_Data 

DCC_CI_Clock 

DCC_CI_SSF 

 

プロセス 

 ＤＣＣバイトＤ１－Ｄ３はＲＳＯＨから復元され、参照点Ｎを介してメッセージ通信機能へと渡される。 

    

欠陥 

なし    

    

結果としての動作 

aSSF ← AI_TSF 

T1525660-97/d042 

DCC_CI 

RSn_AI 

RSn/DCC 
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欠陥相互関係 

なし 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.4.3.3 RSn/OW_A 

 RSn/OW_A 機能に関連する情報の流れを図Ⅱ－４－１１／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－４－１２／ＪＴ－Ｇ７

８３、表Ⅱ－４－８／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－４－９／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。 

    

Ⅱ.4.3.3.1 ソース方向 

シンボル 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－１１／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/OW_A_So function 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

    

インタフェース 

表Ⅱ－４－８／ＪＴ－Ｇ７８３ ＲＳｎ／ＯＷ＿Ａ＿Ｓｏ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

OW_CI_Data 

OW_CI_Clock 

OW_CI_FrameStart 

RSn_AI_Data 

    

プロセス 

 参照点Ｕ１においてＯＨＡ機能につながれたオーダ・ワイヤ・バイトＥ１は、ＲＳＯＨのＥ１バイト位

置に配置される。これはオプションの 64kbit/s の無制限チャネルを提供し、ネットワークエレメント間

の音声通信用に予約されている。    

T1525670-97/d043 

OW_CI 

RSn_AI 

RSn/OW 
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欠陥 

なし    

    

結果としての動作 

なし 

    

欠陥相互関係 

なし 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

    

Ⅱ.4.3.3.2 シンク方向 

シンボル 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－１２／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/OW_A_Sk 機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

インタフェース 

表Ⅱ－４－９／ＪＴ－Ｇ７８３ ＲＳｎ／ＯＷ＿Ａ＿Ｓｋ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

RSn_AI_Data OW_CI_Data 

OW_CI_Clock 

OW_CI_FrameStart 

    

プロセス 

 オーダ・ワイヤ・バイトＥ１はＲＳＯＨから復元され、参照点Ｕ１を介してＯＨＡ機能へと渡される。 

 aAIS の宣言の際、本機能はオール１（ＡＩＳ）信号を本信号の周波数の限界（64 kbit/s ± 100 ppm）

に従って、2フレーム(250μs)以内に出力する。 

 上記の障害状態が終結したときには、オール１信号は 2フレーム（250μs）以内で除去される。 

T1525680-97/d044 

OW_CI 

RSn_AI 

RSn/OW 
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欠陥 

なし    

    

結果としての動作 

aSSF ← AI_TSF 

aAIS ← AI_TSF 

    

欠陥相互関係 

なし 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.4.3.4 RSn/User_A 

 RSn/User_A 機能に関連する情報の流れを図Ⅱ－４－１３／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－４－１４／ＪＴ－Ｇ

７８３、表Ⅱ－４－１０／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－４－１１／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。 

    

Ⅱ.4.3.4.1 ソース方向 

シンボル 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－１３／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/User_A_So 機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

 

インタフェース 

表Ⅱ－４－１０／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/User_A_So機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

User_CI_Data 

User_CI_Clock 

RSn_AI_Data 

T1525690-97/d045 

RSn/User 

User_CI 

RSn_AI 
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プロセス 

 参照点Ｕ１において、ＯＨＡ機能につながれたユーザ・チャネル・バイトＦ１は、ＲＳＯＨのＦ１バイ

トの位置に配置される。これはネットワーク・プロバイダのために（例えば、ネットワーク・オペレー

ションのために）予約されている。 

 オペレーション・サポート・システムが配備されていないもしくは動作していない場合、シンプル・

バックアップ・モードにおける故障セクションの特定といった特別な使用法については、将来の課題であ

る。 

 そのような使用法の例を付属資料Ａに示す。    

    

欠陥 

なし    

    

結果としての動作 

なし 

    

欠陥相互関係 

なし 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

    

Ⅱ.4.3.4.2 シンク方向 

シンボル 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－４－１４／ＪＴ－Ｇ７８３ RSn/User_A_Sk 機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

T1525700-97/d046 

RSn/User 

User_CI 

RSn_AI 
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インタフェース 

表 Ⅱ－４－１１／ＪＴ－Ｇ７８３ ＲＳｎ／Ｕｓｅｒ＿Ａ＿Ｓｋ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

RSn_AI_Data 

RSn_AI_Clock 

RSn_AI_FrameStart 

RSn_AI_TSF 

User_CI_Data 

User_CI_Clock 

User_CI_SSF 

    

プロセス 

ユーザ・チャネル・バイトＦ１はＲＳＯＨから復元され、参照点Ｕ１を介してＯＨＡ機能へ渡す。    

    

欠陥 

なし    

    

結果としての動作 

aSSF ← AI_TSF 

aAIS ← AI_TSF 

 

 aAIS の宣言の際、本機能はオール１（ＡＩＳ）信号を本信号の周波数の限界（64kbit/s ±100ppm の範

囲のビットレート）に従って、2フレーム(250μs)以内に出力する。 

 上記の障害状態が終結したときには、オール１信号は 2フレーム（250μs）以内で除去される。 

    

欠陥相互関係 

なし 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.4.3.5 RSn/AUX_A 

 ＲＳＯＨバイトの一部は、現在のところ、国別用途・メディア依存の用途・または将来的な国際標準の

ために予約されている（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定）。これらの単一または複数のバイトは、参照

点Ｕ１を介してＯＨＡ機能につながれている。ＳＴＭ－Ｎ信号の先頭行の未使用バイト（これらは伝送時

にもスクランブルされない）は、特定の目的に使用されない場合は、10101010 がセットされる。その他の

バイトについては、特定の用途に使用されない場合のビット・パターンは規定されていない。 

 国別の用途や、将来の国際標準用に指定されているいくつかのバイトは、ＳＴＭ－Ｎから復元され、参

照点Ｕ１を介してＯＨＡ機能へつながれる。RSn/AUX_A機能はこれらのバイトを無視できる。 
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Ⅱ.4.4 サブレイヤ機能 

このセクションに適用されるサブレイヤ機能は定義されていない。 

 

Ⅱ.5 端局セクションレイヤ 

 端局セクションレイヤＣＰのデータは１２５μｓ長フレームの構成をしている。フレームフォーマット

を図Ⅱ－５－１／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－５－２／ＪＴ－Ｇ７８３と図Ⅱ－５－３／ＪＴ－Ｇ７８３に示

す。 

 ＭＳ ＣＩはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義されるようＢ２ ＢＩＰ－２４バイト、Ｅ２オーダワイ

ヤバイト、Ｋ１／Ｋ２ ＡＰＳバイト、Ｄ４－Ｄ１２ ＭＳ ＤＣＣバイト、ＳＩ ＳＳＭバイト、ＮＵ

バイト等はＳｎ ＣＩから構成される。 

 

図Ⅱ－５－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 端局セクションＣＩデータフォーマット 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 

図Ⅱ－５－２／ＪＴ－Ｇ７８３ 端局セクションＡＩデータフォーマット 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

T1525710-97/d047

1 2 3 4 5 7 8 96

1～n 1～n 1～n 1～n 1～n 1～n 1～n 1～n 1～n

（b座標）
（c座標）

H1 Y Y H2 1 1 H3 H3 H3

B2 B2 B2 K1 K2

D4 D5 D6

D7 D8 D9

D10 D11 D12

S1 M1 E2 NU NU

T1525720-97/d048

K1 K2

D4 D5 D6

D7 D8 D9

D10 D11 D12

S1 E2 NU NU
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図Ⅱ－５－３／ＪＴ－Ｇ７８３ 端局セクション機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

前バージョンのＧ．７８３との関係 

１９９４年バージョンのＩＴＵ勧告Ｇ．７８３ではＭＳＴ、ＭＳＰ、ＭＳＡを参照している。表Ⅱ－５－

１／ＪＴ－Ｇ７８３に端局セクションレイヤにおける基本機能とアトミックファンクションの関係を示す。 

 

表Ⅱ－５－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 端局セクションレイヤの基本機能とアトミックファンクション 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

基本機能 アトミックファンクション 

MST MSn_TT 

MSn/DCC_A 

MSn/OW_A 

MSn/Aux_A 

MSn/SD_A 

MSP MSnP_TT 

MSnP_A 

MSnP_C 

MSA MSn/Sn_A 

 

MSn/DCC MSn/OW MSn/SD MSn/Sn 

MSn_C 

MSn/DCC MSn/DCC MSn/OW MSn/User 

MSn_AI 

MSn_TT MSn_TT 

MSn_CI MSn_CI 

MSn_AI 

D4-D12 E2 S1[5-8] Sn_CI Sn_CI S1[5-8] E2 D4-D12 
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Ⅱ.5.1 コネクション（該当せず） 

 

Ⅱ.5.2 終端：MSn_TT 

 MSn_TT 機能は端局セクションオーバヘッド（ＭＳＯＨ）のＢ２およびＭ１バイトのソースとシンクとし

て振る舞う。MSn_TT 機能に関係する情報の流れを図Ⅱ－５－４／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－５－５／ＪＴ－

Ｇ７８３、図Ⅱ－５－６／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－５－２／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－５－３／ＪＴ－Ｇ７

８３に記述する。 

 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－４／ＪＴ－Ｇ７８３ 端局セクション終端機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

Ⅱ.5.2.1 ソース方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－５／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn_TT_So機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

MSn_TT MSn_TT MSn_RI 

MSn_TT_Sk_MI MSn_TT_So_MI 

MSn_AI 

MSn_CI 

MSn_TI 

MSn_TT 

MSn_RI 

MSn_AI 

MSn_CI 
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インタフェース 

表Ⅱ－５－２／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn_TT＿Ｓｏ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSn_AI_Data  

MSn_AI_Clock 

MSn_AI_Framestart 

MSn_RI_RDI 

MSn_RI_REI 

MSn_CI_Data 

MSn_CI_Clock 

MSn_CI_FrameStart 

 

プロセス 

 MSn_AP におけるデータはＴ０参照点からのタイミングによりＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定されてい

るＳＴＭ－Ｎ信号でありＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定されたペイロード構造を持つが、不定のＢ２や

Ｍ１等のＭＳＯＨバイトや不定のＲＳＯＨバイトも含む。Ｂ２およびＭ１バイトはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７

０７に従って、MSn_TT_So 機能の一部として位置づけられる。結果として生じるＳＴＭ－Ｎデータとその

タイミングは MSn_CPで提供される。 

 

Ｂ２：誤り監視バイトＢ２は端局セクションでのビット誤り監視機能のためにＳＴＭ－Ｎに配置する。こ

の機能はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義されているようにビットインターリーブドパリティ（ＢＩＰ－

２４Ｎ）の偶パリティコードとする。このＢＩＰ－２４Ｎは前ＳＴＭ－Ｎフレームの（ただしＲＳＯＨバ

イトは含まない）全てのビットに対する演算を行い、そして現在のＳＴＭ－Ｎフレームの３×Ｎ箇所のそ

れぞれのＢ２バイト位置に書き込まれる。 

 

Ｍ１：シンク側における監視Ｂ２バイトによって検出された誤り数は aREI を経由してソース側へ通知さ

れ、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に従ってＭＳ－ＲＥＩ（Ｍ１バイト）にエンコードされる。 

 

Ｋ２［６－８］：これらのビットは関連する MSn_TT_Skの欠陥をしめす。MSn_TT_Sk により MSn_RI_RDI が

アクティブとした後２５０μｓ以内に"１１０"の表示が設定されなければならない。MSn_RI_RDI が解除さ

れた場合は１０００μｓ以内に０００の値とする。 

 

欠陥 

なし    

    

結果としての動作 

ＭＳ－ＡＩＳ欠陥が MSn_AP のシンク側において検出された場合は、aRDI（MSn_RI の一部）を経由して

ソース側に通知され、ＭＳ－ＲＤＩは２５０μｓ以内に MSn_CP 参照点でのデータ信号出力に適用されな

ければいけない。ＭＳ－ＲＤＩはＫ２バイトの第６、７および８ビットを１１０コード値としたＳＴＭ－

Ｎ信号として定義される。欠陥解消時は２５０μｓ以内に正常出力値に戻す。 



 - 99 - ＪＴ－Ｇ７８３ 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

    

    

Ⅱ.5.2.2 シンク方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－６／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn_TT_Sk機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－５－３／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn_TT_Sk機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSn_CI_Data MSn_AI_Data 

MSn_CI_Clock MSn_AI_Clock 
MSn_CI_FrameStart MSn_AI_FrameStart 
MSn_CI_SSF MSn_AI_TSF 
 MSn_AI_TSD 
  
MSn_TT_Sk_MI_DEGTHR MSn_TT_Sk_MI_cAIS 
MSn_TT_Sk_MI_DEGM MSn_TT_Sk_MI_cDEG 
MSn_TT_Sk_MI_DEG_X MSn_TT_Sk_MI_cRDI 
MSn_TT_Sk_MI_EXC_X MSn_TT_Sk_MI_cSSF 
MSn_TT_Sk_MI_1secondpulse MSn_TT_Sk_MI_cEXC 
MSn_TT_Sk_MI_TPMode MSn_TT_Sk_MI_pNEBC 
MSn_TT_Sk_MI_AIS_Reported MSn_TT_Sk_MI_pFEBC 
MSn_TT_Sk_SSF_Reported  

MSn_TT_Sk_MI_RDI_Reported MSn_TT_Sk_MI_pNDS 
MSn_TT_Sk_AIS_Reported  

MSn_TT_Sk_RDI_Reported MSn_TT_Sk_MI_pFDS 

 

MSn_TT 

MSn_AI 

MSn_CI 
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プロセス 

 MSn_CI は MSn_CP 参照点において検出される。MSn_TT 機能はＢ２、Ｍ１、Ｋ２［６－８］バイトをリカ

バーする。そしてＳＴＭ－Ｎデータとタイミングは MSn_AP参照点にて提供される。 

 

Ｂ２：３×Ｎの誤り監視用Ｂ２バイトはＭＳＯＨから得られる。ＢＩＰ－２４Ｎコード値はＳＴＭ－Ｎフ

レームに対し演算される。現在のフレームから算出されたＢＩＰ－２４Ｎの値は次のフレームからのＢ２

バイトと照合され、誤りは MSn_TT_MP 参照点において各フレームごとの誤り数として同期装置監理機能内

のパフォーマンスモニタフィルタへ通知される。さらにＢＩＰ－２４Ｎ誤りは信号劣化（ＳＤ）の検出と

して MSn_TT機能内でも処理される。信号劣化の検出処理についてはⅡ.2.2.4.1 項にて述べる。 

 

Ｍ１：ＭＳ－ＲＥＩ情報はＭ１バイトからデコードされ、MSn_TT_MP での１秒間の計数値（pF_EBC）とし

て通知される。 

 

欠陥 

 ｄＡＩＳ：ＭＳ－ＡＩＳ欠陥は少なくとも３フレーム連続したＫ２バイトの第６、７、８ビットで１１

１を受信した時に MSn_TT 機能によって検出される。ＭＳ－ＡＩＳ欠陥の解除は、少なくとも３フレーム

連続したＫ２バイトの第６，７，８ビットで１１１でないコードを受信したときに行われる。 

 

ｄＲＤＩ：４章参照 

ｄＤＥＧ：４章参照 

ｄＥＸＣ：４章参照 

 

結果としての動作 

 機能は以下のように動作すること 

aAIS ← dAIS 

aRDI ← dAIS 

aREI ← ∑aREI ← ∑nN_B 

aTSF ← dAIS 

aTSD ← dDEG 

aTSFprot ← aTSF or dEXC 

 

 ＭＳ－ＡＩＳとＭＳ－ＲＤＩは MSn_TT_MP 参照点にて同期装置監理機能における警報フィルタへ通知す

る。ＭＳ－ＡＩＳ欠陥を検出した場合は２５０μｓ以内に MSn_AP 参照点に全１データ（ＡＩＳ）として

出力する。ＭＳ－ＡＩＳ欠陥が終了した場合は２５０μｓ以内に全１データ出力をやめる。 

 

 ＭＳ－ＡＩＳを検出した場合、トレイル信号故障（ＴＳＦ）状態を２５０μｓ以内に MSn_AP 参照点に

適用する。解消時は２５０μｓ以内に解除する。 
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 ＭＳ－ＤＥＧを検出した場合、トレイル信号劣化（ＴＳＤ）状態を２５０μｓ以内に MSn_AP 参照点に

適用する。解消時は２５０μｓ以内に解除する。 

 

欠陥相互関係 

 本機能は最も可能性の高い障害を特定するために以下の欠陥の相関を実行する。 

cAIS ← dAIS and（not SSF） and AIS_Reported and MON 

cDEG ← dDEG and MON 

cRDI ← dRDI,RDI_Reported and MON 

cEXC ← dEXC and MON 

    

パフォーマンスモニタ 

 本機能は下記に示すパフォーマンスモニタのプリミティブ処理を実行する。 

pN_DS ← aTSF or dEQ 

pF_DS ← dRDI 

pN_EBC ← ΣnN_B 

pF_EBC ← ΣnF_B 

 

Ⅱ.5.3 アダプテーション 

Ⅱ.5.3.1 ＭＳｎ／Ｓｎ＿Ａ 

 本機能は高次パスの監理ユニット（ＡＵｓ）への適合や、ＡＵグループの組立と分解、バイトインター

リーブ多重分離、ポインタ生成、そして解釈や処理に提供する。信号の流れを MSn/Sn_A 機能と供に図Ⅱ

－５－７／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－５－８／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－５－４／ＪＴ－Ｇ７８３、および表

Ⅱ－５－５／ＪＴ－Ｇ７８３に記述する。 

 

Ⅱ.5.3.1.1 ソース方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－７／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/Sn_A_So機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

MSn_CI 

MSn_AI 

T0_T1 MSn/Sn 
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インタフェース 

表Ⅱ－５－４／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/Sn_A_So機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

SN_CI_Data 

SN_CI_Clock 

SN_CI_FrameStart 

SN_CI_SSF 

 

T0_TI_Clock 

T0_TI_FrameStart 

MSn_AI_Data 

MSn_AI_Clock 

MSn_AI_Framestart 

 

MSn/Sn_A_So_MI_pPJE+ 

MSn/Sn_A_So_MI_pPJE- 

 

プロセス 

 ＰＰ機能は受信信号のワンダやプレジオクロナスオフセットを同期装置のタイミング基準に同期し収容

する機能を提供する。この機能は例えばタイミング参照を受信されたＳＴＭ－Ｎから抽出している場合や

ループタイミングなどの場合などいくつかの適用では無意味となる。また、ＨＰコンテナが端局セクショ

ンと同一タイミングソースで生成された場合もそうである。 

 

 ＰＰ機能は、受信ＶＣクロックでデータが書き込まれ、Ｔ０参照点からのＶＣクロックで読み出される

データバッファとしてモデル化できる。書き込みクロックが読み出しクロックより早い場合バッファは次

第に埋まって行き、その反対の場合は空になって行く。バッファ容量の上限や下限の閾値はポインタ処理

の実行を決定する。網内のポインタ調整頻度を低減するためにバッファが必要となる。バッファ内のデー

タ量が特定のＶＣの上限閾値を越えた場合、関連するフレームのオフセットはＶＣ－３については１バイ

ト、ＶＣ－４については３バイト減少する。そして関係するバイト数分のデータはバッファから読み出さ

れる。バッファ内のデータ量が特定のＶＣの下限閾値を越えた場合、関連するフレームのオフセットはＶ

Ｃ－３については１バイト、ＶＣ－４については３バイト増加する。そして関係するバイト数分の読み出

しは行われない。 

 

 ポインタの増加、減少を監視すれば網同期の劣化を検出することもできる。送信ポインタ調整事象（Ｐ

ＪＥｓ）、例えばポインタ値が増加や減少した事象であるが、これらは計数されパフォーマンスモニタ

フィルタへ MSn/Ns_A_MP 参照点にて通知される。ＰＪＥ計数値はポインタ値増加（進み状態）、ポインタ

値減少（遅れ状態）としても別途通知される。ＰＪＥｓはＳＴＭ－Ｎ信号内の１つの選択されたＡＵ－３

／４出力について通知できればよい。 

 

 Sn_CP における高次パスはＡＵグループに属するＡＵに配置される。Ｎ個のＡＵＧｓはバイトインター

リーブ多重され MSn_AP においてＳＴＭ－Ｎのペイロードを形成する。バイトインターリーブ多重処理に

ついてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で記述されている。フレームオフセット情報はＰＧ機能によりＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定しているポインタ生成ルールにて従ってポインタを生成するために使用される。

MSn_AP におけるＳＴＭ－ＮデータはＴ０参照点にからのタイミング信号に同期する。 
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欠陥 

なし 

    

結果としての動作 

本機能は以下の結果としての動作に従う。 

aAIS ← SSF 

全１信号が Sn_CP 参照点に適用されると全１（ＡＵ－ＡＩＳ）信号は２フレーム（２５０μｓ）以内に

MSn_AP 参照点に適用されねばならない。Sn_CP に於いて全１が終了した場合は全１（ＡＵ－ＡＩＳ）信号

は２フレーム（250μｓ）以内に終了するべきである。 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

 毎秒その１秒間のポインタ調整における増加の発生回数を pPJE+として計数する。毎秒その１秒間のポ

インタ調整における減少の発生回数を pPJE-として計数する。 

 

Ⅱ.5.3.1.2 シンク方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－８／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/Sn_A_Sk機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

MSn_CI 

MSn_AI 

MSn/Sn 
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インタフェース 

表Ⅱ－５－５／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/Sn_A_Sk機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSn_AI_Data 

MSn_AI_Clock 

MSn_AI_Framestart 

MSn_AI_TSF 

 

MSn/Sn_A_Sk_MI_AIS_Reported 

Sn_CI_Data 

Sn_CI_Clock 

Sn_CI_FrameStart 

Sn_CI_SSF 

 

MSn/Sn_A_Sk_MI_cAIS 

MSn/Sn_A_Sk_MI_cLOP 

 

プロセス 

 ポインタの検出アルゴリズムは７章に記述されている。２つの異常状態がポインタインタプリタにて検

出される。 

－ ポインタ異常（ＬＯＰ）； 

－ ＡＵ－ＡＩＳ 

 これらの欠陥の何れかが検出された場合、論理的オール１信号（ＡＩＳ）は２フレーム（２５０μｓ）

以内に Sn_CP 点に通知されねばならない。これらの欠陥が終了した場合、論理的オール１信号（ＡＩＳ）

は２フレーム（２５０μｓ）以内に終了されねばならない。これらの欠陥は MSn/Sn_A_MP 参照点において

同期装置監理機能における警報フィルタに通知する。 

 

 設定されたＡＵタイプと受信したＡＵタイプの不一致が連続する場合、これはＬＯＰによって引き起こ

されたものである。またＡＵ－３とＡＵ－４の構造はポインタ領域のＹバイトをチェックする事により識

別する。 

 

 MSn_AP にて受信されたＳｎペイロードは多重分離され、ＶＣ－３／４の位相はＡＵポインタを用いて再

生する。以降の処理は連続する変化があるフレームオフセットにも適用する。このフレームオフセットは

受信したＳＴＭ－Ｎ信号がローカルなクロック参照であるプレジオクロナスであるソースから生成された

場合に生じる。 

 

欠陥 

ｄＡＩＳ：７章参照 

ｄＬＯＰ：７章参照 

 

結果としての動作 

 本機能は以下の動作となる。 

aAIS ← dAIS or dLOP 

aSSF ← dAIS or dLOP 
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 MSn_AP においてＳＦ状態が存在する場合、ＳＦ状態は Sn_CP に２５０μｓ以内に通知される。 上記異

常が終了した場合、ＳＦ状態は２５０μｓ以内に解除される。 

 

欠陥相互関係 

 本機能は最も可能性のある故障を決定するために以下の異常相関を実行する。 

cAIS ← dAIS and (not TSF) and AIS_Reported 

cLOS ← dLOP 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.5.3.2 ＭＳｎ／ＤＣＣ＿Ａ 

 MSn/DCC適合機能は端局セクションオーバヘッドのＤ４－Ｄ１２をソース方向の MSn_AI に多重し、シン

ク方向の MSn_AI からは多重分離する。MSn/DCC_A に関係する情報の流れを図Ⅱ－５－９／ＪＴ－Ｇ７８３、

図Ⅱ－５－１０／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－５－６／ＪＴ－Ｇ７８３そして表Ⅱ－５－７／ＪＴ－Ｇ７８３

に記述する。 

 

Ⅱ.5.3.2.1 ソース方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－９／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/DCC_A_So機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

MSn_AI 

DCC_CI 

MSn/DCC 
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表Ⅱ－５－６／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/DCC_A_So機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

DCC_CI_Data 

STM-N_TI_FrameStart 

STM-N_TI_Clock 

MSn_CI_Data 

DCC_CI_Clock 

 

 Ｐ参照点よりメッセージ通信機能によって発出された９つのデータ通信チャネルバイトはＤ４からＤ１

２バイトの位置に順次書き込まれる。これは警報、保守、制御、監視、監理や他の通信ニーズの為のチャ

ネルベースとして見なされる。これは内部発生的なもの、外部発生的なもの、そして製造者側のメッセー

ジとして使用できる。使用するプロトコルスタックは勧告Ｇ．７８４で定義されているものに従わなけれ

ばならない。再生中継器はこのＤＣＣにアクセスする必要はない。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.5.3.2.2 シンク方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－１０／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/DCC_A_Sk機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

MSn_AI 

DCC_CI 

MSn/DCC 
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インタフェース 

表Ⅱ－５－７／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/DCC_A_Sk機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSn_AI_Data 

MSn_AI_Clock 

MSn_AI_Framestart 

MSn_AI_TSF 

DCC_CI_Data 

DCC_CI_Clock 

DCC_CI_SSF 

 

プロセス 

 端局セクションデータ通信チャネルバイトであるＤ４からＤ１２は MS-AI から再生され、Ｐ参照点にて

メッセージ通信機能に通知される。あるいはＵ２参照点を経由してオーバヘッドアクセス機能へ通知され

る。 

 

欠陥 

なし 

結果としての動作 

aSSF ← dTSF 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

    

Ⅱ.5.3.3 ＭＳｎ／ＯＷ＿Ａ 

 MSn/OW_A 適合機能はセクションオーバヘッド（ＭＳＯＨ）のＥ２バイトをソース方向では多重し、シン

ク方向では分離する。MSn/OW_A に関係する情報の流れを図Ⅱ－５－１１／ＪＴ－Ｇ７８３、図Ⅱ－５－１

２／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－５－８／ＪＴ－Ｇ７８３および表Ⅱ－５－９／ＪＴ－Ｇ７８３に記述する。 
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Ⅱ.5.3.3.1 ソース方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－１１／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/OW_A_So機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－５－８／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/OW_A_So機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

OW_CI_Data 

OW_CI_Clock 

OW_CI_FrameStart 

MSn_AI_Data 

 

プロセス 

 オーダワイヤバイトはＯＨＡ機能によりＵ２参照点で発出されＥ２バイトの位置に書き込まれる。これ

はオプションでの未制限の 64kbit/sチャネルを提供し、端局間の音声通信のために予約されている。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

MSn_AI 

OW_CI 

MSn/OW 
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Ⅱ.5.3.3.2 シンク方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－１２／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/OW_A_Sk機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－５－９／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/OW_A_Sk機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783)    

入力 出力 

MSn_AI_Data 

MSn_AI_Clock 

MSn_AI_Framestart 

MSn_AI_TSF 

OW_CI_Data 

OW_CI_Clock 

OW_CI_FrameStart 

OW_CI_SSF 

 

プロセス 

 オーダワイヤバイトＥ２は MS_AIから再生され、Ｕ２参照点にてＯＨＡへ通知される。 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

MSn_AI 

OW_CI 

MSn/OW 
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Ⅱ.5.3.4 ＭＳｎ／ＳＤ＿Ａ 

 MSn/SD_A に関係する情報の流れを図Ⅱ－５－１３／ＪＴ－Ｇ７８３，図Ⅱ－５－１４／ＪＴ－Ｇ７８３、

表Ⅱ－５－１０／ＪＴ－Ｇ７８３および表Ⅱ－５－１１／ＪＴ－Ｇ７８３に記述する。 

 

Ⅱ.5.3.4.1 ソース方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－１３／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/SD_A_So機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

表Ⅱ－５－１０／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/SD_A_So機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

SD_CI_Data MSn_AI_Data 

SD_CI_Clock 

SD_CI_SSF 

 

プロセス 

 Ｓ１（９．１．１）バイトの第８、９ビットは同期状態メッセージを表示するようセットされる。これ

らのビットはＹ参照点によって表示される同期品質レベルを基礎とするＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に従っ

てコード化される。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

MSn_AI 

SD_CI 

MSn/SD 
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欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.5.3.4.2 シンク方向 

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－５－１４／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/SD_A_Sk機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

MSn_AI 

SD_CI 

MSn/SD 
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インタフェース 

表Ⅱ－５－１１／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/SD_A_Sk機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSn_AI_Data 

MSn_AI_Clock 

MSn_AI_Framestart 

MSn_AI_TSF 

SD_CI_Data 

SD_CI_Clock 

SD_CI_SSF 

 

プロセス 

 同期状態メッセージはＳ１（９．１．１）バイトの第８、９ビットから再生され、品質レベルはＹ参照

点にてＳＥＴＳに通知される。同期状態メッセージ検出の継続的なチェックについては今後の検討課題と

する。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

aSSF ← dTSF 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.5.4 サブレイヤ機能 

Ⅱ.5.4.1 端局セクション予備切替機能 

 ＭＳＰ機能は端局セクション区間、例えばＲＳＴやＳＰＩ機能、セクションオーバヘッドが挿入される

MSn_TT 機能からセクションオーバヘッドが終端される他の MSn_TT 機能までの区間での物理媒体などで

チャネルの故障に対してＳＴＭ－Ｎ信号を保護する。 

 

 ＭＳＰ機能は両端で同じ動作をし、ＳＴＭ－Ｎ信号の故障監視し、故障状態、外部や遠隔からの切替要

求の優先順位を考慮しながらシステム状態を評価し、適切なチャネルを予備セクションに切り替える。２

つのＭＳＰ機能はＭＳＰバイト（切替セクションのＭＳＯＨ内のＫ１とＫ２バイト）に定義されている

ビット指向型プロトコルによって相互に通信する。このプロトコルはＡ１，Ａ２に様々な予備切替のアー

キテクチャやモードについて記術されている。 
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 注）ＭＳＰプロトコルの使用について、衛星システム、海底ケーブルシステム、無線中継システム、そ

して多数の再生中継器や光アンプ用いた伝送システムのような長距離セクションについては今後の検討課

題とする。しかしながら、ＭＳＰをこのようなシステムに使用することは物理セクションによって引き起

こされる伝搬遅延が加わりもっと長い切替時間が必要になる事になる。ある適用では網の目標値である５

０ｍｓの切替時間が実現できない場合もある。 

 

 ＭＳＰに関係する信号の流れを表Ⅱ－５－１２／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。ＭＳＰ機能は制御パラメータ

や外部切替要求を MSP_MP 参照点において同期装置監理機能から受信し、切替コマンドの結果として

MSP_MP点にて同期装置監理機能に状態表示を出力する。 

 

Ⅱ.5.4.1.1 ＭＳＰＣ 

インタフェース 

    

表Ⅱ－５－１２／ＪＴ－Ｇ７８３ ＭＳＰＣ機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Ｗ点とＰ点のコネクション点向け 

MSnP_CI_Data 

MSnP_CI_Clock 

MSnP_CI_FrameStart 

MSnP_CI_SSF 

MSnP_CI_SSD 

MSnP_C_MI_SFpriority 

MSnP_C_MI_SDpriority 

 

Ｎ点とＥ点のコネクション点向け 

MSnP_CI_Data 

MSnP_CI_Clock 

MSnP_CI_FrameStart 

機能ごとに 

MSnP_CI_APS 

 

MSnP_C_MI_Swtype 

MSnP_C_MI_EXTRAtraffic 

MSnP_C_MI_WTRTime 

MSnP_C_MI_EXTCMD 

 

Ｗ点とＰ点のコネクション点向け 

MSnP_CI_Data 

MSnP_CI_Clock 

MSnP_CI_FrameStart 

 

Ｎ点とＥ点のコネクション点向け 

MSnP_CI_Data 

MSnP_CI_Clock 

MSnP_CI_FrameStart 

MSnP_CI_SSF 

 

注：予備切替状態通知信号については今後

の研究課題とする。 

 

機能ごとに 

MSnP_CI_APS 

 

MSnP_C_MI_cFOP 

MSnP_C_MI_pPSC 

MSnP_C_MI_pPSSw 

MSnP_C_MI_pPSSp 
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プロセス 

 MSn_AP におけるデータはＳＴＭ－Ｎ信号でありＴ０参照点より同期化され、未定義のＭＳＯＨとＲＳＯ

Ｈバイトである。 

 

 ソース方向において、１＋１アーキテクチャの場合、ＭＳＡから受信された MSn_AP 信号は、現用と予

備双方の MSn_TT 機能に常に分岐される。１：ｎアーキテクチャの場合はそれぞれの現用 MSn/Sn_A から受

信された MSn_AP 信号はそれぞれ対応する MSn_TT にパスされる。現用チャネルを予備切替のために分岐が

必要になった時は、現用の MSn/Sn_A からの信号 MSn_AP は分岐され、予備の MSn_TT にコネクションされ

る。 

 

 シンク方向において、回復されたＲＳＯＨとＭＳＯＨを含むフレーム化されたＳＴＭ－Ｎ信号（デー

タ）は入力タイミング基準とともに MSn_AP 参照点に提供される。故障状態であるＳＦやＳＤも全ての

MSn_TTから MSn_AP参照点にて受信される。 

 通常の状態では、ＭＳＰＣは MSn_TT 機能からのデータとタイミングを MSn_AP 参照点での関連する現用

の MSn/Sn_A 機能へパスする。予備セクションからのデータとタイミングは、１：ｎＭＳＰアーキテク

チャにおいては終端される。 

 

 切替が行われる場合は、受信プロテクション MSn_TT からのデータとタイミングはＤ参照点にて MSn_AP

において適切な現用チャネルであるＭＳｎ／Ｓｎ－１機能に切替られている。現用 MSn_TT から受信され

た信号は MSn_APにおいて終端される。 

 

Ⅱ.5.4.1.1.1 切替起動の基準 

 自動予備切替は現用と予備のセクションの故障状態に基づく。これらの状態、すなわち信号（ＳＦ）や

信号劣化（ＳＤ）などは MSn_APにおいて MSn_TT機能によって与えられる。 

 

 予備切替は同期装置監理機能からの切替コマンドによっても実行される。 

 

Ⅱ.5.4.1.1.2 切替時間 

 予備切替は切替を起動するための信号異常（ＳＦ）、信号劣化（ＳＤ）を検出後、５０ｍｓ以内に切替

を完了しなければならない。 

 

 手動コマンド（強制切替、手動切替、およびロックアウト）による予備切替は、５０ｍｓ以内に切替を

完了しなければならない。この時間は要求元ネットワークエレメントからＫ１バイトが発出した時点から

計測すべきである。 

 

 予備切り替え時間の分配は今後の研究課題である。（ネットワークエレメント、伝送遅延、固定プロト

コル時間） 
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Ⅱ.5.4.1.1.3 切替復旧 

 切り戻し運用時は、現用チャネルを復旧する。それは現用セクションの故障が解消したとき、予備セク

ション上の信号が現用セクションに切り戻ることである。復旧は他の故障現用チャネルがその予備セク

ションの使用を可能とする。 

 

 ときどき起こるような故障（例えばＳＤ閾値近傍をゆらつくＢＥＲなどであるが）によるひんぱんな切

替動作を防ぐために、故障したセクションは故障なし（ＢＥＲが復旧閾値以下の条件）状態に回復すべき

である。故障したセクションがこの基準を満たした後、現用チャネルとして再び適用されるまである固定

時間が経過するまで待つようにする。この期間は、復旧待ち時間（ＷＴＲ）と呼ばれ、５分から１２分間

とされ、設定可能とする。ＳＦとＳＤ状態はＷＴＲを上書き出来る。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

 通常の信号が予備セクションに接続されていない場合、全１、Ｓｎ未実装、現用信号の入力、または他

の試験信号の何れかが予備セクション出力に接続されることになる。 

 

欠陥相互関係 
cFOP ← dTSF 

 

パフォーマンスモニタ 

ｐＰＳＣ ← 付録Ⅰ参照 

ｐＰＳＤ ← 付録Ⅰ参照 

 

Ⅱ.5.4.1.2 ＭＳｎＰ＿ＴＴ 

Ⅱ.5.4.1.2.1 ソース方向 

インタフェース 

表Ⅱ－５－１３／ＪＴ－Ｇ７８３参照 

 

表Ⅱ－５－１３／ＪＴ－Ｇ７８３ MSnP_TT_So機能の入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSnP_AI_Data 

MSnP_AI_Clock 

MSnP_AI_FrameStart 

MSnP_CI_Data 

MSnP_CI_Clock 

MSnP_CI_FrameStart 
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プロセス 

 出力側における MSn_AI が入力側の MSnP_CI と同一の場合は、MSnP_TT_So における情報処理は規定され

ていない。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.5.4.1.2.2 シンク方向 

インタフェース 

表Ⅱ－５－１４／ＪＴ－Ｇ７８３参照 

 

表Ⅱ－５－１４／ＪＴ－Ｇ７８３ MSP_TT_Skの入力と出力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSnP_CI_Data 

MSnP_CI_Clock 

MSnP_CI_FrameStart 

MSnP_CI_SSF 

 

MSn_AI_Data 

MSn_AI_Clock 

MSn_AI_FrameStart 

MSn_AI_TSF 

MSnP_TT_Sk_MI_cSSF 

 

プロセス 

 MSnP_TT_Sk 機能は、ＭＳｎレイヤの一部であるが、予備ＭＳｎトレイルの状態を通知する。全てのコネ

クションが不可能の時、MSnP_TT_Skは予備トレイルの故障を通知する。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

aTSF ← CI_SSF 
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欠陥相互関係 

cSSF ← CI_SSF 

    

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

 

Ⅱ.5.4.1.3 ＭＳｎ／ＭＳｎＰ＿Ａ 

Ⅱ.5.4.1.3.1 ソース方向 

    

インタフェース 

表Ⅱ－５－１５／ＪＴ－Ｇ７８３参照 

 

表Ⅱ－５－１５／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/MSnP_A_So機能の出力と入力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSnP_CI_Data 

MSnP_CI_Clock 

MSnP_CI_FrameStart 

MSnP_CI_APS 

MSn_AI_Data 

MSn_AI_Clock 

MSn_AI_FrameStart 

 

プロセス 

 Ｋ１とＫ２バイトは MSn_AP を予備の MSn_TT へ提供する。これらのバイトは MSn_TT 機能へも提供され

る。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 
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Ⅱ.5.4.1.3.2 シンク方向 

インタフェース 

表Ⅱ－５－１６／ＪＴ－Ｇ７８３参照 

 

表Ⅱ－５－１６／ＪＴ－Ｇ７８３ MSn/MSnP_A_Sk機能の出力と入力 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

MSnP_AI_Data 

MSnP_AI_Clock 

MSnP_AI_FrameStart 

ＭＳｎＰ＿ＡＩ＿ＴＳＦ 

ＭＳｎＰ＿ＡＩ＿ＴＳＤ 

MSn_CI_Data 

MSn_CI_Clock 

MSn_CI_FrameStart 

MSn_CI_SSF 

MSn_CI_SSD 

MSn_CI_APS（予備切替信号のみ） 

 

プロセス 

 予備ＭＳＴ機能から解除されたＫ１、Ｋ２バイトは MSn_AP 参照点に通知される。現用のＭＳＴ機能は

これらのバイトをＭＳＰに通知する。ＭＳＰは現用のＭＳＴ機能からのこれらのバイトを無視出来ねばな

らない。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 
aSSF ← AI_TSF 

aSSF ← AI_TSD 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 
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Ⅱ．６ 高次パスレイヤ 

 高次パスレイヤは、高次ＶＣ－３または高次ＶＣ－４の論理構造を持つ信号である。図Ⅱ－６－１／Ｊ

Ｔ－Ｇ７８３を参照。 
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図 Ⅱ－６－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 高次パスレイヤアトミックファンクション 
(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 
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高次Ｓｎレイヤ特性情報 

 Sn_CI 特性情報は、双方向タイミングを持ち、図Ⅱ－６－２／ＪＴ－Ｇ７８３から図Ⅱ－６－３／ＪＴ

－Ｇ７８３の左側の図で示されるような１２５μｓ形式のオクテット構造である。その構造は、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｇ７０７で定義されるＪ１、Ｂ３、およびＧ１中のＶＣ－ｎ（ｎ＝３または４）トレイル終端

オーバヘッドと、次節で述べられるＳｎアダプテーション情報により特徴づけられる。そうでなければ、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義される未収容信号である。 

 

高次Ｓｎレイヤアダプテーション情報 

 Sn_AI アダプテーション情報は、図Ⅱ－６－２／ＪＴ－Ｇ７８３から図Ⅱ－６－３／ＪＴ－Ｇ７８３の

右側の図で示されるような１２５μｓ形式のオクテット構造である。これはクライアントレイヤ情報、信

号ラベル、クライアント特定情報を合わせて、１バイトのユーザチャネルＦ２およびＦ３を構成して、適

応するクライアントレイヤ情報を表示する。 

 

レイヤ機能 

Sn_C   高次パスコネクション機能 

Sn_TT   高次パストレイル終端機能 

Snm_TT   高次影響を与えない監視機能 

Sns_TT   高次監視未収容信号終端機能 

Sn/Sm_A   高次パスアダプテーション機能 

SnP_C   高次パス予備切替コネクション機能 

SnP_TT   高次パス予備切替トレイル終端機能 

Sn/SnP_A  高次パス予備切替アダプテーション機能 

Sn/User_A  高次パスユーザデータアダプテーション機能 

Sn/Pqx_A  高次パストレイルパスユーザデータアダプテーション機能 
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注 ＡＰＳ：予備切替 

図 Ⅱ－６－２／ＪＴ－Ｇ７８３ S3_CI_D（左側）と S3_AI_D（右側） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 

図 Ⅱ－６－３／ＪＴ－Ｇ７８３ S4_CI_D（左側）と S4_AI_D（右側） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 
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 表Ⅱ－６－１／ＪＴ－Ｇ７８３に高次パスレイヤの基本機能とアトミックファンクションの関係を示す。 

 

表Ⅱ－６－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 高次パスレイヤの基本機能とアトミックファンクション 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

基本機能 アトミックファンクション 

HPT Sn_TT_So 

 Sn_TT_Sk 

 Sn/User_A_So 

 Sn/User_A_Sk 

  

HPC Sn_C 

  

HPA Sn/Sm_A_So 

 Sn/Sm_A_Sk 

  

HUG Sns_TT_So 

HPOM Sns_TT_Sk 

 Snm_TT_Sk 

 

Ⅱ.6.1 コネクション機能：Sn_C 

Ⅱ.6.1.1 高次トレイルコネクション機能（Sn_C） 

 Sn_C は、その入力ポートのレベルｎ（ｎ＝３または４）の高次ＶＣを出力ポートのレベルｎ（ｎ＝３ま

たは４）の高次ＶＣに割り当てる機能である。 

 Sn_C コネクションプロセスは、図Ⅱ－６－４／ＪＴ－Ｇ７８３に示すように片方向機能である。この機

能の入出力ポートにおける信号フォーマットは類似しており、複数のＶＣ－ｎの論理的な順番のみが異な

る。図Ⅱ－６－４／ＪＴ－Ｇ７８３に示されるように、このプロセスがこの信号の特性情報に対して影響

を与えないのと同様に、Sn_Cの両側の参照点は同じである。 

 Sn_CPの複数の入力ＶＣ－ｎは Sn_CPの有効な出力ＶＣ－ｎ容量に割り当てられる。 

 複数の入力ＶＣ－ｎに接続されていない全ての出力ＶＣ－ｎに対して未収容ＶＣ－ｎ信号が適用される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ⅱ－６－４／ＪＴ－Ｇ７８３ 一般的な高次トレイルコネクション機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

Sn_C_MP T0_TP 

Sn_CP 

Sn 

Sn_CP 
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インタフェース 

 表Ⅱ－６－２／ＪＴ－Ｇ７８３を参照。 

 

表Ⅱ－６－２／ＪＴ－Ｇ７８３ Sn_C入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sn_CP毎、ｎｘ機能： Sn_CP毎、ｍｘ機能： 

Sn_CI_Data Sn_CI_Data 

Sn_CI_Clock Sn_CI_Clock 

Sn_CI_FrameStart Sn_CI_FrameStart 

Sn_CI_SSF Sn_CI_SSF 

Sn_AI_TSF  

Sn_AI_TSD  

  

機能毎１ｘ：  

TO_TI_Clock  

TO_TI_FrameStart  

  

入出力コネクション点毎：  

Sn_C_MI_ConnectionPortIds  

  

マトリクスコネクション毎：  

Sn_C_MI_ConnectionType  

Sn_C_MI_Directionality  

 

プロセス： 

 Sn_C 機能では、ＶＣ＿ｎレイヤの特性情報は入力（終端）コネクション点（複数の（Ｔ）ＣＰ）と複数

の出力（Ｔ）ＣＰ間）でマトリクスコネクションにより経路接続される。複数の（Ｔ）ＣＰは予備グルー

プに配置されることもできる。 

注 1．このコネクション機能へ入出力信号がなくコネクションもない状態がこの標準で定義されている。

それは個々のネットワーク要素の特質による。 

 図Ⅱ－６－４／ＪＴ－Ｇ７８３は、アトミックファンクションのサブセットを示し、これは以下のＶＣ

－ｎコネクションに接続可能である。（ＶＣ－ｎトレイル終端機能、ＶＣ－ｍ影響のない監視トレイル終

端シンク機能、ＶＣ－ｎ監視未収容トレイル終端機能、ＶＣ－ｎタンデムコネクショントレイル終端およ

びアダプテーション機能） さらに、アダプテーション機能は、ＶＣ－ｎサーバ（例えばＭＳ１またはＭ

Ｓ４）レイヤ中の機能はＶＣ－ｎコネクション機能に接続される。 
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経路コネクション： 

 この機能は特定の入力と出力を、その特定の入力と出力間のマトリクスコネクションを構成することに

より接続する。構成されたマトリクスコネクションは削除できる。 

Sn_C機能における各(マトリクス)コネクションは次のように特徴づけられなければならない。 

 

コネクションタイプ 予備切替なし 

トラヒック方向 片方向、双方向 

入出力コネクション点 コネクション点のセット 

注 2：放送型コネクションは同じ入力ＣＰへの個別のコネクションとして扱われる。 

未収容ＶＣの発生：この機能はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に規定される未収容ＶＣ－ｎ信号を発生する。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

 もし、あるこの機能の出力がその入力の一つに接続されていなければ、この機能はその出力に未収容Ｖ

Ｃ－ｎ（有効な形式開始（ＦＳ）とＳＳＦ＝偽を含む）を接続する。 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 
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Ⅱ.6.2 終端機能： Ｓｎ＿ＴＴ 、 Ｓｎｓ＿ＴＴ 

Ⅱ.6.2.1 高次トレイル終端（Ｓｎ＿ＴＴ） 

 高次パス終端機能は、アトミックファンクションである高次パス終端ソース（Sn_TT_So、ｎ＝（３また

は４））と高次パス終端シンク（Sn_TT_Sk、ｎ＝（３または４））により構成される。（図 Ⅱ－６－５

／ＪＴ－Ｇ７８３および表Ⅱ－６－３／ＪＴ－Ｇ７８３および表Ⅱ－６－４／ＪＴ－Ｇ７８３に示す） 

 Sn_TT ソース機能は、Sn_AP からのＣ―ｎコンテナにＰＯＨを生成および追加することにより、ＶＣ－

ｎ（ｎ＝３または４）を Sn_CP で生成する。別の向きの伝送では、定義されたパス属性のステータスを決

めるためにＰＯＨの終端と処理が行われる。ＰＯＨの形式はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義される。

Sn_TT 機能に関する情報の流れは図 Ⅱ－６－５／ＪＴ－Ｇ７８３と表Ⅱ－６－３／ＪＴ－Ｇ７８３及び表

Ⅱ－６－４／ＪＴ－Ｇ７８３に説明されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 Ⅱ－６－５／ＪＴ－Ｇ７８３ 高次トレイル終端機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 図 Ⅱ－６－５／ＪＴ－Ｇ７８３に示すように、Sn_AP でのデータは、T0_TP タイミング基準に同期する

コンテナＣ－ｎ（ｎ＝３または４）を構成している。 

 同期コンテナ（データ）の形式に同期したアダプテーション情報と、コンテナフレームオフセット情報

（フレームオフセット）は、Sn_APで受信される。 

Sn_RI 

Sn_AP Sn_AP 

Sn Sn 

Sn_CP Sn_CP 

Sn_TT_So_MP Sn_TT_Sk_MP 
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Ⅱ.6.2.1.1 ソース方向 

 この機能は Sn_APにエラー監視とステータスオーバヘッドのバイトを追加する。 

 Sn_AP でのデータは、ＶＣ－ｎ（ｎ＝３または４）であり、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で述べられてい

るペイロードを持つが、ＶＣ－３／４のＰＯＨ（Ｊ１，Ｂ３，Ｇ１）の値は決定していない。これらのＰ

ＯＨバイトは Sn_TT機能の一部として設定され、完成したＶＣ－ｎが Sn_CPに転送される。 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－６－３／ＪＴ－Ｇ７８３ Sn_TT_So入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sn_AI_Data Sn_CI_Data 

Sn_AI_Data Sn_CI_Clock 

Sn_AI_FrameStart Sn_CI_FrameStart 

Sn_RI_RDI 

Sn_RI_REI 

 

Sn_TT_So_MI_TxTI 

 

 

プロセス： 

Ｊ１：トレイルトレース識別子が生成される。その値は Sn_TT_So_MP参照点により得られる。 

Ｃ２：シグナルラベル００００ ００００（未収容）はＶＣ－ｎに挿入される。 

Ｂ３：ビット インタリーブド パリティ（ＢＩＰ－８）は、直前のＶＣ－ｎの全ビットに対して計算され、

Ｂ３バイト位置に置かれる。 

Ｇ１[１―４]：RI_REI中に表示されたエラー数はＲＥＩ（Ｇ１バイトのビット１から４）に収容される。 

Ｇ１[５]：有効な RI_RDI があれば、ＲＤＩ表示は、Ｇ１バイトのビット５により、２５０μｓ以内に送

信される。この状態が終結したときに、ＲＤＩ表示は２５０μｓ以内に取り除かれなければならない。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 
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Ⅱ.6.2.1.2 シンク方向 

 この機能は、低次ＶＣ－ｎ（ｎ＝３または４）のエラー監視とトレイル終端ステータスの復元を行う。

そして、ＶＣ－ｎレイヤ特性情報から、ペイロード独立のオーバヘッドバイト・ビット（Ｊ１，Ｂ３，Ｇ

１）を取り出す。 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－６－４／ＪＴ－Ｇ７８３ Sn_TT_Sk入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sn_CI_Data Sn_AI_Data 

Sn_CI_Clock Sn_AI_Data 

Sn_CI_FrameStart Sn_AI_FrameStart 

Sn_CI_SSF Sn_AI_TSF 

 Sn_AI_TSD 

Sn_TT_Sk_MI_TPmode  

Sn_TT_Sk_MI_ExTI Sn_RI_RDI 

Sn_TT_Sk_MI_RDI_Reported Sn_RI_REI 

Sn_TT_Sk_MI_DEGTHR  

Sn_TT_Sk_MI_DEGM Sn_TT_Sk_MI_cTIM 

Sn_TT_Sk_MI_1second Sn_TT_Sk_MI_cUNEQ 

Sn_TT_Sk_MI_TIMdis Sn_TT_Sk_MI_cEXC 

 Sn_TT_Sk_MI_cDEG 

Sn_TT_Sk_MI_cRDI 

Sn_TT_Sk_MI_AcTI 

Sn_TT_Sk_MI_pN_EBC 

Sn_TT_Sk_MI_pF_EBC 

Sn_TT_Sk_MI_pN_DS 

Sn_TT_Sk_MI_pF_DS 

 

プロセス： 

Ｊ１：トレイルトレース識別子は Sn_CP でＶＣ－ｎＰＯＨから復元される。受け取られたＪ１の値は

Sn_TT_Sk_MPでも有効となる。 

Ｃ２：未収容欠陥は４．２項に示されるように、処理される。 

Ｂ３：Sm_CP でエラー監視バイトＢ３は復元される。ＢＩＰ－８はそのＶＣ－ｎフレームに対して計算さ

れる。このフレームについて計算されたＢＩＰ－８値は、次のフレームから復元されたＢ３バイトの値と

比較される。 

Ｇ１[１―４]：RI_REIは復元され、得られた性能プリミティブは Sn_TT_Sk_MPへ通知される。 

Ｇ１[５]：RI_RDI欠陥は４．５項に示されたように処理される。 
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Ｎ１：網運用者バイトＮ１は、ＴＣ監視目的のために定義される。この機能では無視される。 

Ｋ３[５―８]：これらのビットは未定義であり、この機能では無視される。 

 

欠陥 

 この機能は、付録Ⅱ．２．２．２項の仕様に従い、dUNEQ,dTIM,dEXC,dDEG,dRDI欠陥を検出する。 

 

結果としての動作 

 この機能は以下の結果としての動作を行う。 

aAIS ← dUNEQ or dTIM 

aRDI ← CI_SSF or dUNEQ or dTIM 

aREI ← nN_B 

aTSF ← CI_SSF or dUNEQ or dTIM 

aTSFprot ← aTSF or dEXC 

aTSD ← dDEG 

 ａＡＩＳの通知に関して、この機能はオール１信号を２フレーム（２５０μｓ）以内に出力する。 上

記障害状態の復旧時には、オール１信号は２フレーム（２５０μｓ）以内に取り除かれる。 

 

欠陥相互関係 

 この機能は以下の欠陥相互関係を行い、最も疑わしい障害要因（付録Ⅱ.2.2.4項参照）を決定する。 

cUNEQ ← dUNEQ and MON 

cTIM ← dTIM and (not dUNEQ) and MON 

cEXC ← dEXC and (not dTIM) and MON 

cDEG ← dDEG and (not dTIM) and MON 

cRDI ← dRDI and (not dUNEQ) and (not dTIM) and MON and RDI_Reported 

 

パフォーマンスモニタ 

 この機能は、以下のパフォーマンスモニタプリミティブプロセスを行う。 

pN_DS ← aTSF or dEQ 

pF_DS ← dRDI 

pN_EBC ← ΣnN_B 

pF_EBC ← ΣnF_B 
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Ⅱ.6.2.2 高次の監視未収容終端（Ｓｎｓ＿ＴＴ） 

 高次の監視未収容終端機能は、アトミックファンクションの高次監視未収容終端ソース（Sns_TT_So、

ｎ＝（３または４））とシンク（Sns_TT_Sk、ｎ＝（３または４））により、図Ⅱ－６－６／ＪＴ－Ｇ７

８３および表Ⅱ－６－５／ＪＴ－Ｇ７８３および表Ⅱ－６－６／ＪＴ－Ｇ７８３に示されるように構成さ

れる。 

 Snm_TT機能は、未定義コンテナＣ－ｎにＰＯＨを生成および追加することにより、ＶＣ－ｎを Sn_CP で

生成する。別の方向の伝送では、定義されたパス属性のステータスを決めるためにＰＯＨの終端とプロセ

スが行われる。ＰＯＨの形式はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義される。Snm_TT 機能に関する情報の流れ

は図Ⅱ－６－６／ＪＴ－Ｇ７８３と表Ⅱ－６－５／ＪＴ－Ｇ７８３及び表Ⅱ－６－６／ＪＴ－Ｇ７８３で

説明される。 

 

注．Sns_TT（ｎ＝（３または４））機能は監視未収容信号の発生と監視を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－６－６／ＪＴ－Ｇ７８３ 高次の監視未収容終端機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 
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Sn_AI_TSF 
Sn_AI_TSD 
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Ⅱ.6.2.2.1 ソース方向 

 この機能は未定義ＶＣ－ｎ（ｎ＝（３または４））にエラー監視とステータスオーバヘッドを生成する。 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－６－５／ＪＴ－Ｇ７８３ Sns_TT_So入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sn_RI_RDI Sn_CI_Data 

Sn_RI_REI Sn_CI_Clock 

T0_TI_Clock Sn_CI_FrameStart 

T0_TI_FrameStart  

  

T0_TT_So_MI_TxTI  

 

プロセス 

未定義ＶＣ－ｎ（ｎ＝（３または４））を生成する。 

Ｃ２：信号ラベル 0000 0000（未収容）がＶＣ－ｎに挿入される。 

Ｊ１：トレイルトレース識別子が生成される。その値は Sn_TT_So_MP参照点により得られる。 

Ｂ３：ビット インタリーブド パリティ（ＢＩＰ－８）は、直前のＶＣ－ｎの全ビットに対して計算され、

Ｂ３バイト位置に置かれる。 

Ｇ１[１―４]：RI_REI中に表示されたエラー数はＲＥＩ（Ｇ１バイトのビット１から４）に収容される。 

Ｇ１[５]：有効な RI_RDI があれば、ＲＤＩ表示がＧ１バイトのビット５により２５０μｓ以内に送信さ

れる。この状態が終結したときにはＲＤＩ表示は２５０μｓ以内に取り除かれる。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 
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Ⅱ.6.2.2.2 シンク方向 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－６－６／ＪＴ－Ｇ７８３ Sns_TT_Sk入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sn_CI_Data Sn_AI_TSF 

Sn_CI_Clock 

Sn_CI_FrameStart 

Sn_CI_SSF 

Sn_AI_TSD 

 

Sn_RI_RDI 

Sn_RI_REI 

Sn_TT_Sk_MI_Tpmode  

Sn_TT_Sk_MI_ExTI Sn_TT_Sk_MI_cTIM 

Sn_TT_Sk_MI_RDI_Reported Sn_TT_Sk_MI_cUNEQ 

Sn_TT_Sk_MI_DEGTHR Sn_TT_Sk_MI_cDEG 

Sn_TT_Sk_MI_DEGM Sn_TT_Sk_MI_cRDI 

Sn_TT_Sk_MI_1second Sn_TT_Sk_MI_AcTI 

Sn_TT_Sk_MI_TIMDis Sn_TT_Sk_MI_pN_EBC 

Sn_TT_Sk_MI_pF_EBC 

Sn_TT_Sk_MI_pN_DS 

Sn_TT_Sk_MI_pF_DS 

 

プロセス 

Ｊ１：トレイルトレース識別子は Sn_CP でＶＣ－ｎＰＯＨから復元される。受け取られたＪ１の値は

Sn_TT_Sk_MPでも有効となる。 

Ｃ２：Sn_CP の信号ラベルは復元される。Sns_TT シンク方向では、常に未収容信号ラベルが期待されてい

ることに注意。未収容欠陥プロセスの詳細は４．２項を参照。 

Ｂ３：Sm_CP でエラー監視バイトＢ３は復元される。ＢＩＰ－８はそのフレームに対して計算される。こ

のフレームについて計算されたＢＩＰ－８値は、次のフレームから復元されたＢ３バイトの値と比較され

る。重度エラーと信号欠陥の検出プロセスは４．４項で記述される。 

Ｇ１[１―４]：ＲＥＩは復元され、得られた性能プリミティブは Sn_TT_Sk_MP へ通知されなければならな

い。 

Ｇ１[５]：ＲＤＩ欠陥は４．５項に示されるように処理される。 

 

欠陥 

 この機能では、付録Ⅱ.2.2.2項の仕様に従い、dUNEQ,dTIM,dEXC,dDEG,dRDI欠陥を検出する。 
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結果としての動作 

 この機能は以下の結果としての動作を行う（付録Ⅱ.2.2.3項を参照）： 

aRDI ← SSF or dTIM 

aREI ← nN_B 

aTSF ← CI_SSF or dTIM 

aTSFprot ← aTSF or dEXC 

 

欠陥相互関係 

 この機能は以下の欠陥相互関係を行い、最も疑わしい障害要因（付録Ⅱ.2.2.4項を参照）を決定する。 

cUNEQ ← dTIM and (AcTI=all zeroes) and dUNEQ and MON 

cTIM ← dTIM and (not (dUNEQ and AcTI=all zeroes)) and MON 

cEXC ← dEXC and (not dTIM) and MON 

cDEG ← dDEG and (not dTIM) and MON 

cRDI ← dRDI and (not dTIM) and MON and RDI_Reported 

 

パフォーマンスモニタ 

 この機能は、以下のパフォーマンスモニタプリミティブプロセスを行う。 

pN_DS ← aTSF or dEQ 

pF_DS ← dRDI 

pN_EBC ← ΣnN_B 

pF_EBC ← ΣnF_B 
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Ⅱ.6.3 アダプテーション機能 

Ⅱ.6.3.1 高次トレイルアダプテーション機能 （Ｓｎ／Ｓｍ＿Ａ） 

 Sn_Sm_Aは、Sn_Sm_A（ｍ＝11,2；ｎ=（3 または 4））内に、主要な機能を提供する。それはＴＵポイン

タプロセスを定義し、３個の機能に分けられる。 

 - ポインタ生成 

 - ポインタ解釈 

 - 周波数調整 

 

 ＴＵポインタのフレーム、処理するためのその役目および、ＶＣｓのマッピングは、ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｇ７０７に記述される。 

 図Ⅱ－６－６／ＪＴ－Ｇ７８３は、Sn_Sm_A機能を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－６－６／ＪＴ－Ｇ７８３ 高次パスアダプテーション機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 Sn_Sm_A機能は、バイトのＨ４およびＣ２に対して、ソースとシンクとなる。 

Sm_CP Sm_CP 

Sn_AP Sn_AP 

T0_TP 

Sn/Sm_A_So_MP Sn/Sm_A_Sk_MP Sn/Sm Sn/Sm 
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Ⅱ.6.3.1.1 ソース方向 

インタフェース 

 

表Ⅱ－６－７／ＪＴ－Ｇ７８３ Sn/Sm_A_So 入力と出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sm_CI_Data Sn_AI_Data 

Sm_CI_Clock Sn_AI_Data 

Sm_CI_FrameStart Sn_AI_FrameStart 

Sm_CI_MutiFrameSync  

  

Sn/Sm_A_So_MI_Active  

 

プロセス 

 Sn_Sm_A 機能は、低次の（ｍ＝11,2）のＶＣｓをＴＵ－m として組み立てて、高次ｎ（ｎ＝3 または 4）

のＶＣｓを構成する。 

 フレームオフセットは、低次のＶＣと高次ＶＣの間のバイト内に特別な低次のＶＣを割り当てるＴＵの

ポインタによって表示される。ポインタの生成方法はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で記述される。Sm_CP で

のＬＯＶＣデータはＴＯ参照点からのタイミングに同期する。 

 ＰＰ機能は、同期装置のタイミング基準に関する受信信号において、ワンダとプレジオクロナスのオフ

セットに対するアコモデーションを提供する。ＰＰ機能は、受信されたＶＣクロックによりタイミングを

とるデータが書き込まれ、ＴＯ参照点から得られたＶＣクロックにより読み込まれるデータバッファとし

てモデル化できる。書き込みクロック速度が読み出しクロック速度を超えると、バッファはしだいにいっ

ぱいになる。逆もまた同じである。上限と下限のバッファ占有の閾値は、いつポインタの調整を起こすべ

きであるかにより決められる。バッファは、ポインタ調整の頻度を減少させるように要求される。バッ

ファのデータが、特別なＶＣのため上限閾値を超えると、それに関係するフレームオフセットは 1 バイト

減少させられ、余分なバイトはバッファに読み取られる。 

 バッファのデータが、特別なＶＣのための下限閾値を下回ると、それに関係するフレームオフセットは

1バイト増加され、読み出し機会が取消される。 

Ｈ４：マルチフレーム表示は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で記述されるように、Ｈ４のバイトの位置に配

置されて、生成させられる。 

Ｃ２：アダプテーション機能の種類から直接に得られる信号ラベル情報は、Ｃ２のバイトの位置に配置さ

れる。 

 

欠陥 

なし 
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結果としての動作 

 この機能は以下の結果としての動作を実行する。 

AAIS  ← CI_SSF 

Sm_CP でオール１（ＡＩＳ）が適応された場合には、オール１（ＴＵ－ＡＩＳ）信号は、Sn_AP で、２

（マルチ）フレーム以内に適応される。 

Sm_CP でオール１信号が終結した場合は、オール１（ＴＵ－ＡＩＳ）信号は、２（マルチ）フレーム以内

に適応される 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.6.3.1.2 シンク方向 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－６－８／ＪＴ－Ｇ７８３ Sn/Sm_A_Sk 入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sn_AI_Data Sm_CI_Data 

Sn_AI_Data Sm_CI_Clock 

Sn_AI_FrameStart Sm_CI_FrameStart 

Sn_RI_TSF 

 

Sn/Sm_A_Sk_MI_Active 

Sm_CI_MFS 

Sm_CI_SSF 

 

Sn/Sm_A_Sk_MI_cPLM 

Sn/Sm_A_Sk_MI_cLOM 

 

プロセス 

 S4/Sm_A_Sk 機能は、必要ならばマルチフレームの整列を実行して、低次ｍ（ｍ＝11,2）のＶＣｓにＶＣ

－４を分解する。S3/Sm_A_Sk は、必要ならばマルチフレームの整列を実行して、低次ｍ（ｍ＝11,2）のＶ

ＣｓにＶＣ－３を分解する。それぞれの低次ＶＣのＴＵポインタは、高次ＶＣと個別の低次ＶＣｓ間のバ

イト単位フレームオフセットについての情報を供給するために復元される。ポインタ解釈の方法はＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｇ７０７を参照。 

 ＴＵが組み立てられたノードのクロック周波数がローカルクロック基準と異なっているとき、このプロ

セスは連続的ポインタの調整のために認めなければならない。これらのクロック間の周波数相違は機能が

以下に記述されるデータバッファの必要とされるサイズに影響を与える。 
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 この機能は、ＨＯＶＣ内でＬＯＶＣのフレームを回復するために、７章で明記されるように、ＴＵのポ

インタの解釈を実行する。 

 ２個の欠陥状態は、ポインタ解釈により検出が可能である。 

 － ポインタ異常（ＬＯＰ） 

－ ＴＵ－ＡＩＳ 

 

 供給されたものと、受け取られたＴＵタイプの間の持続するミスマッチは、フレーム同期外れ（ＬＯ

Ｐ）欠陥になることに注意するべきである。 

 

Ｃ２：バイトＣ２は Sn_AP でのＶＣ－ｎのポートから回復される。ｄＰＬＭが検出されれば、そしてそれ

は参照点 Sn/Sm_A_Sk_MP を経て、通知される。受け入れられたＣ２の値も、Sn/Sm_A_Sk_MP で有効である。 

注１：信号ラベルのための受け入れ基準と欠陥検出の仕様は今後の検討課題である。 

 

Ｈ４：マルチフレームの整列を必要とするペイロードの場合、マルチフレーム表示はバイトＨ４から得ら

れる。 

 

 受信されたＨ４の値は、マルチフレーム列での、次の期待値と比較される。それが期待値と一致してい

るとき、Ｈ４の値は位相が合っているとみなされる。いくつかのＨ４の値が連続して、予想されない系列

で正しくマルチフレーム列の異なった部分で受信された場合には、そして次のＨ４の値はこの新しい順序

で続くと期待される。 

 いくつかのＨ４の値が連続して順序として間違っていて、いくらかのマルチフレーム列のいずれかの部

分で受け取られる場合には、そしてマルチフレーム同期外れ（ＬＯＭ）事象が、Sn/Sm_A_Sk_MP に通知さ

れる。 

 いくつかのＨ４の値がマルチフレーム列で連続して順序として正しく受け取られた場合、そのときその

事象（ＬＯＭ）は復旧して、次のＨ４値は新しい整列に従うと期待される。 

注２：「いくつかの」という表現の意味は、フレーム同期において過度な遅延を避けるのに十分低い数値

であり、しかし、エラーによるフレーム同期復旧を避けるのに十分な高い数値のことである。値としては、

２から１０が提案される。 

 

欠陥 

 この機能は、dAIS,dLOP,dLOM,dPLM欠陥を検出する。 

 

結果としての動作 

 この機能は以下の結果としての動作を実行する： 

ＶＣ－３に対して 

aAIS ← dPLM or dAIS or dLOP 

aSSF ← dPLM or dAIS or dLOP 

 



ＪＴ－Ｇ７８３ - 138 -  

 ＶＣ－１１／ＶＣ－２に対して 

aAIS ← dPLM or dLOM or dAIS or dLOP 

aSSF ← dPLM or dLOM or dAIS or dLOP 

 ａＡＩＳの表示があると、論理的なオール１（ＡＩＳ）信号が２（マルチ）フレーム以内に Sm_CP で適

応される。ａＡＩＳが復旧したら、オール１信号が２（マルチ）フレーム以内に除去される。 

 

欠陥相互関係 

 最もありそうな欠陥原因を決定するために、この機能は以下の欠陥の相関を実行する。 

 

cPLM  ← dPLM and (not TSF) 

 

ＶＣ－３に対して； 

cAIS  ← dAIS and (not TSF) and (not dPLM) and AIS_Reported 

cLOP  ← dLOP and (not dPLM) 

 

ＶＣ－１１／ＶＣ－２に対して； 

cLOM  ← dLOM and (not TSF) and (not dPLM) 

cAIS  ← dAIS and (not TSF) and (not dPLM) and (not dLOM) and AIS_Reported 

cLOP  ← dLOP and (not dPLM) and (not dLOM) 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 
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Ⅱ.７ 低次パスレイヤ 

 低次パスレイヤは、ＶＣ－２，ＶＣ－１１パスレイヤである。図Ⅱ－７－１／ＪＴ－Ｇ７８３参照。 

 

 

図Ⅱ－７－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 低次ＳＤＨパスレイヤアトミックファンクション 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

低次Ｓｍレイヤ特徴的情報 

 特徴的情報 Sm_CI は、双方向タイミングを持ち、図Ⅱ－７－２／ＪＴ－Ｇ７８３から図Ⅱ－７－３／Ｊ

Ｔ－Ｇ７８３の左側のフレームに示すような５００μｓフレームのオクテット構造で構成される。その

フォーマットは、次に示されるＳｍアダプテーション情報とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義されるＶＣ

－ｍ（ｍ＝11,2）トレイル終端オーバヘッドであるＶ５，Ｊ２バイトとして特徴付けられる。あるいはま

た、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７の定義では未収容の信号であるかもしれない。 

低次Ｓｍレイヤアダプテーション情報 

 アダプテーション情報 AI は、図Ⅱ－７－２／ＪＴ－Ｇ７８３から図Ⅱ－７－３／ＪＴ－Ｇ７８３の右

側のフレームで示すような５００μｓフレームのオクテット構造で構成される。 

Sm/Pqx Sm/Pqs Sm/Pqs Sm/Pqx

Sm Sm

Sm

TO_TP Pqx_CP Pqs_CP Pqs_CP Pqx_CP

Sm_RI

Sm_AP

Sm_RI

Sms Sms

Sm_AP

Sm_CP Sm_CP

TSF,TSD

SmDm

SmD/Sm SmD/Sm

SmD SmD

SmD_AP SmD_AP

Sm_RI

TSF
TSD

Smm

TSF,TSD
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図Ⅱ－７－２／ＪＴ－Ｇ７８３ S2_CI_D（左）と S2_AI_D（右） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 
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図Ⅱ－７－３／ＪＴ－Ｇ７８３ S11_CI_D（左）と S11_AI_D（右） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

レイヤ機能 

 Sm_C     低次パスコネクション機能 

 Sm_TT     低次パストレイル終端機能 

 Sms_TT    低次監視未収容終端機能 

 Sm/Pq_A    低次パスアダプテーション機能 

 Sm/User_A   低次パスユーザデータアダプテーション機能 

 Sm/RFI_A    低次パス対局故障表示アダプテーション機能 
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 表７－１／ＪＴ－Ｇ７８３は、低次パスレイヤにおける基本機能とアトミックファンクションの関係を

示している。 

 

表７－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 低次パスレイヤ基本機能とアトミックファンクション 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

基本機能 アトミックファンクション 

LPT 

 

 

 

 

LPC 

 

LPA 

 

 

 

 

LUG 

LPOM 

Sm_TT_So 

Sm_TT_Sk 

Sm/RFI_A_So 

Sm/RFI_A_Sk 

 

Sm_C 

 

Sm/Pq_A_So 

Sm/Pq_A_Sk 

Eq/Pqs_A_So 

Eq/Pqs_A_Sk 

 

Sms_TT_So 

Sms_TT_Sk 

Sms_TT_Sk 
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Ⅱ.7.1 コネクション機能：Sm_C 

Ⅱ.7.1.1 低次トレイルコネクション機能（Sm_C） 

 Sm_C は、入力ポートにおけるレベル m（ｍ＝11,2）の低次ＶＣｓを出力ポートにおけるレベルｍの低次

ＶＣｓに割り当てる機能である。 

 Sm_C のコネクションプロセスは、図Ⅱ－７－４／ＪＴ－Ｇ７８３に示しているような片方向の機能であ

る。機能の入力ポートと出力ポートにおける信号フォーマットは類似しており、ＶＣ－ｍｓの論理シーケ

ンスにおいてのみ異なっている。そのプロセスは、信号の特徴的情報の本質に影響を与えないため、Sm_C

機能の両側の参照点は、図Ⅱ－７－４／ＪＴ－Ｇ７８３に示すように同一である。 

 Sm_CPにおける入力ＶＣ－ｍｓは、Sm_CPにおける利用可能な出力ＶＣ－ｍｓ容量に割り当てられる。 

 未収容ＶＣ－ｍは、入力ＶＣ－ｍに接続されていない全ての出力ＶＣ－ｍに対して適用されるべきであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－７－４／ＪＴ－Ｇ７８３ 一般的な低次トレイルコネクション機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

インタフェース 

 表７－２／ＪＴ－Ｇ７８３参照。 

T0_TP 

Sm_CP 

Sm_CP 

Sm Sm_C_MP 
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表７－２／ＪＴ－Ｇ７８３ Sm_C入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sm_CI毎，ファンクション n x : 

Sm_CI_Data 

Sm_CI_ClocK 

Sm_CI_FrameStart 

Sm_CI_SSF 

Sm_AI_TSF 

Sm_AI_TSD 

 

機能毎 1 x : 

T0_TI_ClocK 

T0_TI_FrameStart 

 

入出力コネクション点毎: 

Sm_C_MI_ConnectinPortIds 

 

マトリクスコネクション毎: 

Sm_C_MI_ConnectinType 

Sm_C_MI_Directionality 

Sm_CI毎，ファンクション毎 m x: 

Sm_CI_Data 

Sm_CI_ClocK 

Sm_CI_FrameStart 

Sm_CI_SSF 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロセス 

 Sm_C 機能において、ＶＣ－ｍレイヤの特徴的情報は、マトリクスコネクションによって入力（終端）コ

ネクション点（(T)CPs）と出力（終端）コネクション点との間をルーティングされる。 

 

注 1．コネクション機能に関する入出力信号の数と接続性は、どちらもこの標準には規定されていない。

それは、個々のネットワーク要素の特性である。 

 

 図Ⅱ－７－１／ＪＴ－Ｇ７８３は、ＶＣ－ｍコネクション機能：ＶＣ－ｍトレイル終端機能， ＶＣ－

ｍ未収容監視トレイル終端機能とアダプテーション機能に接続できるアトミックファンクションのサブ

セットを表している。加えて、ＶＣ－ｍサーバ（例えば、VC-3 または VC-4）レイヤでのアダプテーショ

ン機能は、ＶＣ－ｍコネクション機能に接続される。 

 

ルーティング：この機能は、規定されている入出力間のマトリクスコネクションを確立することにより、

特定の出力に特定の入力を接続することを可能とすべきである。また、確立したマトリクスコネクション

を解除することを可能とすべきである。 
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 Sm_C 機能におけるそれぞれの（マトリクス）コネクションは、以下のことによって特徴づけられるべき

である。 

 

コネクションタイプ： 予備なし 

トラヒック方向： 片方向，双方向 

入出力コネクション点： コネクション点のセット 

 

注２．放送型コネクションは、同じ入力ＣＰへの別々のコネクションとして取扱われる。 

 

未収容ＶＣの生成：この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で規定するように、未収容ＶＣ－ｍ信号を生

成すべきである。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

 もし、この機能の出力が、入力の 1 つに接続されていなければ、この機能は、出力に対して、未収容Ｖ

Ｃ－ｍ（正当なフレームスタート（ＦＳ）と SSF=偽である）を接続すべきである。 

 

欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 
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Ⅱ.7.2 終端機能：Sm_TT，Sms_TT 

Ⅱ.7.2.1 低次トレイル終端（Sm_TT） 

 低次パス終端機能は、図Ⅱ－７－５／ＪＴ－Ｇ７８３，表Ⅱ－７－３／ＪＴ－Ｇ７８３，表Ⅱ－７－４

／ＪＴ－Ｇ７８３に示すようなアトミックファンクション低次パストレイル終端のソース（Sm_TT_So，ｍ

＝11,2）とシンク（Sm_TT_Sk，ｍ＝11,2）を含んでいる。 

 Sm_TT ソース機能は、Sm_AP からのコンテナ C-m へＰＯＨを生成、付加することによって Sm_CP でＶＣ

－ｍ（11，2）を作り出す。他方向の伝送では、定義されたパス属性の状態を決定するＰＯＨの終端及び

処理を行う。ＰＯＨのフォーマットは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義されている。Sm_TT 機能と関連

付けされている情報フローは、図Ⅱ－７－５／ＪＴ－Ｇ７８３，表Ⅱ－７－３／ＪＴ－Ｇ７８３，表Ⅱ－

７－４／ＪＴ－Ｇ７８３で記述されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－７－５／ＪＴ－Ｇ７８３ 低次トレイル終端機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

 図Ⅱ－７－５／ＪＴ－Ｇ７８３を参照すると、Sm_AP のデータは、タイミング参照 T0_TP に同期したコ

ンテナ C-m（m=１，２）の形で得られる。 

 同期コンテナ（データ）の形のアダプテーション情報と、関連付けされたコンテナフレームオフセット

情報は、同期して Sm_APで受信される。 

Sm_TT_Sk_MP Sm_TT_Sk_MP 

Sm_AP Sm_AP 

Sm_RI Sm Sm 

Sm_CP Sm_CP 
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Ⅱ.7.2.1.1 VC-11，2 の場合 

 ＶＣ－１／ＶＣ－２のＰＯＨは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義されたＪ２，Ｋ４，Ｎ２，Ｖ５バイ

トで運ばれる。 

 

Ⅱ.7.2.1.1.1 ソース方向 

 この機能は、Sm_APに対しエラー監視とステータスオーバヘッドビットを付加する。 

 Sm_AP のデータは、不確定なＶＣ－ｍのＰＯＨバイトＪ２，Ｖ５を除き、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に

記述されるようなペイロードを持っているＶＣ－ｍ（ｍ＝11,2）である。これらのＰＯＨは、Sm_TT 機能

の一部として設定され、完成したＶＣ－ｍは、Sm_CPに転送される。 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－７－３／ＪＴ－Ｇ７８３ Sm_TT_So入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sm_AI_Data 

Sm_AI_ClocK 

Sm_AI_FrameStart 

Sm_RI_RDI 

Sm_RI_REI 

 

Sm_TT_So_MI_TxTI 

Sm_CI_Data 

Sm_CI_ClocK 

Sm_CI_FrameStart 

 

 

 

 

 

プロセス 

Ｊ２：トレイルトレース識別子が生成される。その値は Sm_TT_So_MP参照点により得られる。 

Ｖ５［１，２］：ＢＩＰ-2は、前フレームの Sm_CP におけるデータで計算され、Ｖ５バイトのビット１，

２で伝送されるべきである。 

Ｖ５［３］：RI_REIで示されるエラー数は、ＲＥＩビットにコード化される。 

Ｖ５［８］：RI_RDI が起動中であると、ＲＤＩ表示は 1000μｓ以内に V5 バイトのビット 8 で送信される

べきである。前述の状態の終了で、ＲＤＩ表示は、1000μｓ以内に解除されるべきである。 

Ｋ４［５－８］：これらのビットは、未定義 

Ｎ２：このバイトは、未定義 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 
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欠陥相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.7.2.1.1.2 シンク方向 

 この機能は、低次ＶＣ－ｍ（ｍ＝11，2）エラーを監視し、トレイル終端状態を復元する。ＶＣ－ｍレ

イヤ特徴的情報からペイロードに独立なオーバヘッドバイト/ビット（J2，V5[1-2]，V5[3]，V5[5-7]，

V5[8]）を抽出する。 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－７－４／ＪＴ－Ｇ７８３ Sm_TT_Sk入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sm_CI_Data 

Sm_CI_ClocK 

Sm_CI_FrameStart 

Sm_CI_SSF 

 

Sm_TT_Sk_MI_Tpmode 

Sm_TT_Sk_MI_ExTI 

Sm_TT_Sk_MI_RDI_Reported 

Sm_TT_Sk_MI_DEGTHR 

Sm_TT_Sk_MI_DEM 

Sm_TT_Sk_MI_1seconds 

Sm_TT_Sk_MI_TIMdis 

 

Sm_AI_Data 

Sm_AI_ClocK 

Sm_AI_FrameStart 

Sm_AI_TSF 

Sm_AI_TSD 

Sm_RI_RDI 

Sm_RI_REI 

Sm_TT_Sk_MI_cTIM 

Sm_TT_Sk_MI_cUNEQ 

Sm_TT_Sk_MI_cEXC 

Sm_TT_Sk_MI_cDEG 

Sm_TT_Sk_MI_cRDI 

Sm_TT_Sk_MI_AcTI 

Sm_TT_Sk_MI_pN_EBC 

Sm_TT_Sk_MI_pN_DS 

Sm_TT_Sk_MI_pF_EBC 

Sm_TT_Sk_MI_pF_DS 

 

プロセス 

Ｊ２：トレイルトレース識別子は Sｍ_CP でＶＣ－ｍＰＯＨから復元される。受け取られたＪ２の値は Sｍ

_TT_Sk_MPでも有効となる。 

Ｖ５［５－７］：未収容欠陥は、４．２項に記述されるように処理される。 

Ｖ５［１－２］：Sm_CP のエラー監視ビットは、復元されるべきである。ＢＩＰ-2 は、ＶＣ－ｍフレーム

のために計算される。現在のフレームのために計算されたＢＩＰ-2 値は、次のフレームから復元したビッ

ト 1，2と比較される。 

重度エラーと信号劣化を検出するプロセスは、４．４項に記述されている。 

Ｖ５［３］：REI が復元され、得られたパフォーマンスプリミティブは、Sm_TT_Sk_MP に通知されるべき
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である。 

Ｖ５［８］：ＲＤＩ欠陥は、４．５項に記述されるように処理される。 

Ｎ２：ネットワーク運用者バイトは、ＴＣモニタリングのために定義される。それはこの機能では、無視

されるべきである。 

Ｋ４［５－８］：これらのビットは、未定義である。 

 

欠陥 

 この機能は dUNEQ，dTIM，dEXC，dDEG，dRDIの欠陥を検出すべきである。 

 

結果としての動作 

 この機能は、次に示す結果としての動作を実行すべきである。 

aAIS   ← dUNEQ or dTIM 

aRDI   ← CI_SSF or dUNEQ or dTIM 

aREI   ← nN_B 

aTSF   ← CI_SSF or dUNEQ or dTIM 

aTSFport ← aTSF or dEXC 

aTSD   ← dDEG 

 

欠陥相互関係 

 この機能は、最も可能性のある障害原因を特定するために、次の欠陥の相互関係を実行すべきである。 

cUNEQ ← dUNEQ and MON 

cTIM ← dTIM and（not dUNEQ）and MON 

cEXC ← dEXC and（not dTIM）and MON 

cDEG ← dDEG and（not dTIM）and MON 

cRDI  ← dRDI and（not dUNEQ）and（not dTIM）and MON and RDI_Reported 

 

パフォーマンスモニタ 

 この機能は、次に示すパフォーマンスモニタプリミティブプロセスを実行すべきである。 

 

pN_DS ← aTSF or dEQ 

pF_DS ← dRDI 

pN_EBC ← ΣnN_B 

pF_EBC ← ΣnF_B 
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Ⅱ.7.2.2 低次監視未収容終端（Sms_TT） 

 低次監視未収容機能は、図Ⅱ－７－６／ＪＴ－Ｇ７８３，表Ⅱ－７－５／ＪＴ－Ｇ７８３，表Ⅱ－７－

６／ＪＴ－Ｇ７８３で示されている低次監視未収容終端ソース（Sms_TT_So，ｍ＝11,2）とシンク

（Sms_TT_Sk，ｍ＝11,2）のアトミックファンクションを含んでいる。 

 Smm_TT 機能は、未定義のコンテナ C-m にＰＯＨを生成、付加することにより Sm_CP のＶＣ－ｍ（ｍ＝

11,2）を作り出す。他方向の伝送では、定義されたパスの属性の状態を決定するためにＰＯＨの終端と処

理を行う。ＰＯＨのフォーマットは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で定義される。Sm_TT 機能と関連付けさ

れた情報フローは、図Ⅱ－７－６／ＪＴ－Ｇ７８３，表Ⅱ－７－５／ＪＴ－Ｇ７８３，表Ⅱ－７－６／Ｊ

Ｔ－Ｇ７８３で記述されている。 

注-Sms_TT（ｍ＝11,2）機能は､監視未収容信号を生成、監視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－７－６／ＪＴ－Ｇ７８３ 低次監視未収容終端機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

Sm_AI_TSF 

Sm_AI_TSD 

Sm_RI Sms Sms 

Smm_TT_Sk_MP 

T0_TP 

Sm_CP Sm_CP 

Smm_TT_Sk_MP 
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Ⅱ.7.2.2.1 VC-11，2 の場合 

Ⅱ.7.2.2.1.1 ソース方向 

 この機能は､エラー監視と未定義のＶＣ－ｍ（ｍ＝11，2）にステータスオーバヘッドバイトを生成する。 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－７－５／ＪＴ－Ｇ７８３ Smm_TT_So入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sms_RI_RDI 

Sms_RI_RDI 

T0_TI_ClocK 

T0_TI_FrameStart 

Sm_RI_RDI 

Sm_RI_REI 

 

Sms_TT_So_MI_TxTI 

Sm_CI_Data 

Sm_CI_ClocK 

Sm_CI_FrameStart 

 

プロセス 

未定義ＶＣ－ｍ（ｍ＝11，2）を生成すべきである。 

Ｖ５［５－７］：信号ラベル 000（未収容）は、ＶＣ－ｍに挿入されるべきである。 

Ｊ２：トレイルトレース識別子が生成される。その値は Sms_TT_MP参照点により得られる。 

Ｖ５［１，２］：ＢＩＰ-2 は、前フレームの Smm_AP におけるデータで計算され、Ｖ５バイトのビット１，

２で伝送される。 

Ｖ５［３］：RI_REIで表示するエラーの数は、ＲＥＩでコード化される。 

Ｖ５［８］：ＲＤＩ表示のバイトＶ５のビット 8は、関連付けされた Sms_TT_Sk 機能で決定された RI_RDI

の起動により 1000μｓ以内に“1”が設定されるべきであり、また、RD_RDI の解除により 1000μｓ以内に

“0”が設定されるべきである。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 

 

欠陥相互関係 

なし 
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パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.7.2.2.1.2 シンク方向 

 この機能は、ＶＣ－ｍ（ｍ＝11，2）のエラーを監視し、トレイル終端状態を復元する。この機能は、

ＶＣ－１／２レイヤの特徴的情報からペイロードに独立なオーバヘッドバイト/ビット（J2，V5[1-2]，

V5[3]，V5[5-7]，V5[8]）を抽出する。 

 

インタフェース 

 

表Ⅱ－７－６／ＪＴ－Ｇ７８３ Sms_TT_Sk入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sm_CI_Data 

Sm_CI_ClocK 

Sm_CI_FrameStart 

Sm_CI_SSF 

 

Sms_TT_Sk_MI_Tpmode 

Sms_TT_Sk_MI_ExTI 

Sms_TT_Sk_MI_RDI_Reported 

Sms_TT_Sk_MI_DEGTHR 

Sms_TT_Sk_MI_DEGM 

Sms_TT_Sk_MI_1second 

Sms_TT_Sk_MI_TIMdis 

Sm_AI_TSF 

Sm_AI_TSD 

 

Sm_RI_RDI 

Sm_RI_REI 

 

Sms_TT_Sk_MI_cTIM 

Sms_TT_Sk_MI_cUNEQ 

Sms_TT_Sk_MI_cDEG 

Sms_TT_Sk_MI_cRDI 

Sms_TT_Sk_MI_AcTI 

 

Sms_TT_Sk_MI_pN_EBC 

Sms_TT_Sk_MI_pF_EBC 

Sms_TT_Sk_MI_pN_DS 

Sms_TT_Sk_MI_pF_DS 

 

プロセス 

Ｊ２：トレイルトレース識別子は Sｍ_CP でＶＣ－ｍＰＯＨから復元される。受け取られたＪ２の値は Sｍ

ｓ_TT_Sk_MPでも有効となる。 

Ｖ５［５－７］：Sm_CP の信号ラベルは復元されるべきである。Sms_TT シンク方向は、常に未収容信号ラ

ベルを期待していることに注意しなければならない。 

Ｖ５［１，２］：Sm_CP のエラー監視ビットは復元されるべきである。ＢＩＰ-2 は、ＶＣ－ｍフレームの

ために計算される。現在のフレームで計算されたＢＩＰ-2 の値は、次のフレームから得られたビット 1，

2と比較される。 

V5［３］：ＲＥＩが復元され、得られたパフォーマンスプリミティブは、Sms_TT_MP で通知されるべきで

ある。 

V5［８］：パスＲＤＩ情報が復元され、Sms_TT_MPで通知されるべきである。 

 

欠陥 
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 この機能は、dUNEQ，dTIM，dEXC，dDEC，dRDI劣化を検出すべきである。 

 

結果としての動作 

 この機能は、次のような結果としての動作を実行すべきである。 

aRDI ← CI_SSF or dTIM 

aREI ← ΣnN_B 

aTSF ← CI_SSF or dTIM 

aTSFprot ← aTSF or dEXC 

aTSD ← dDEG 

 

欠陥相互関係 

 この機能は、最も可能性のある障害原因を特定するために次のような欠陥の相互関係を実行すべきであ

る。 

CUNEQ ← dTIM and（AcTI=all zeroes）and dUNEQ and MON 

CTIM ← dTIM and（not（dUNEQ and AcTI=all zeroes））and MON 

CEXC ← dEXC and（not dTIM）and MON 

CDEG ← dDEG and（not dTIM）and MON 

CRDI ← dRDI and（not dTIM）and MON and RDI_Reported 

 

パフォーマンスモニタ 

 この機能は、次のパフォーマンスモニタプリミティブプロセスを実行すべきである。 

pN_DS ← aTSF or dEQ 

pF_DS ← dRDI 

pN_EBC ← ΣnN_B 

pF_EBC ← ΣnF_B 
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Ⅱ.7.3 アダプテーション機能 

Ⅱ.7.3.1 低次トレイルアダプテーション機能（Sm/Pqx_A,Sm/Pqs_A） 

 Sm/Pqx_A,Sm/Pqs_A（ｍ＝11,2），ｑ＝11,21）は、同期ネットワークまたはサブネットワークのアクセ

スポートで動作し、同期ドメインにおける伝達にユーザデータを適合させる。 Sm/Pqx_A あるいは

Sm/Pqs_A 機能は、ペイロード依存のＰＯＨ情報に対するソースとシンクとして動作する。非同期ユーザ

データの場合、低次パスアダプテーションはビットスタッフを伴う。 Sm/Pqx_Aあるいは Sm/Pqs_A 機能は、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０３（ＰＤＨ）信号を、その後高次コンテナへマッピングされる低次コンテナへ

マッピングする。低次アダプテーション機能に関する情報フローを図Ⅱ－７－７／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ

－７－８／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－７－９／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－７－１０／ＪＴ－Ｇ７８３、表Ⅱ－

７－１１／ＪＴ－Ｇ７８３に示す。 

 低次パスアダプテーション機能は、アトミックファンクションの低次パスアダプテーションソースとシ

ンクを構成する。 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－７－７／ＪＴ－Ｇ７８３ 低次パスアダプテーション機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

注．バイト同期マッピングの場合、Pqxは Pqsとして読みとるべきである。 

 

 アダプテーション機能は、現存するＰＤＨハイアラーキにおける各々のレベルに対して定義される。各

アダプテーション機能は、ユーザ信号を適切なサイズの同期コンテナＣ－ｍの種類の１つにマッピングす

ることが可能な手法を定義する。コンテナサイズは、表Ⅱ－７－７／ＪＴ－Ｇ７８３に示すように、高次

コンテナへの様々なサイズの組み合わせのマッピングを容易化するために選択された。コンテナへユーザ

データをマッピングするための詳細な仕様はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７で与えられる。 

 

表Ⅱ－７－７／ＪＴ－Ｇ７８３ コンテナサイズ 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

アトミック 

ファンクション 

サーバレイヤ クライアント 

レイヤ 

信号ラベル コンテナ 

サイズ 

マッピング 

タイプ 

S11/P11x-bit_A 

S11/P11s-b_A_Sk 

S11/P11s-x_A_So 

S11/P11x_A 

S2/P21x-bit_A 

S11 

S11 

 

S11 

S2 

P11x 

P11s 

 

P11x or P11s 

P21x 

011 

100 

 

010 

011 

C-11 

C-11 

 

C-11 

C-2 

ビット同期 

バイト同期 

 

非同期 

ビット同期 

 

Pqx_CP Pqx_CP 

Sm_AP Sm_AP 

T0_TP 
Sm/Pqx Sm/Pqx Sn/Pqx_A_So_MP Sn/Pqx_A_Sk_MP 
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Ⅱ.7.3.1.1 ソース方向 

インタフェース 

  表Ⅱ－７－８／ＪＴ－Ｇ７８３ Sm/Pqx_A_So 入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Pqx_CI_Data 

Pqx_CI_ClocK 

T0_TI_Clock 

T0_TI_FrameStart 

Sm/Pqx_A_So_MI_Active 

Sm_AI_Data 

Sm_AI_Clock 

Sm_AI_FrameStart 

 

 

 

 表Ⅱ－７－９／ＪＴ－Ｇ７８３ Sm/Pqs_A_So 入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Pqs_CI_Data 

Pqs_CI_ClocK 

Pqs_CI_FrameStart 

Sm/Pqs_A_So_MI_Active 

Sm_AI_Data 

Sm_AI_Clock 

Sm_AI_FrameStart 

 

 

プロセス 

 Pqx_CP（または Pqs_CP）でのデータはユーザ情報のストリームである。データのタイミングもまた、Ｃ

Ｐでのタイミングとして伝達される。データは上に示すアダプテーション機能の一つに従い適合される。

これは、同期とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に記述された情報ストリームのコンテナへのマッピングとペイ

ロードに依存する機能の付加を含んでいる。 

 コンテナは、参照点 T0_TPに関してコンテナフレームのオフセットを示すフレームオフセットを伴う

データとして Sm_AP（またはダイレクトマッピングの場合の Sn_AP）に伝えられる。バイト同期マッピン

グでは、フレームオフセットはＰＤＨレイヤ機能（E11/P11s_A_Sk）における関連フレームから得られる。

このフレームオフセットは、クライアントレイヤの要求条件によって制約される。他のマッピングでは、

都合の良い固定オフセットが内部で生成される。 

Ｖ５［５－８］：信号ラベルは、アダプテーション機能によって使用されるマッピングのタイプに従って、

Ｖ５バイト（ＶＣ－１１またはＶＣ－２の場合）のビット５，６および７に挿入されるべきである。表Ⅱ

－７－７／ＪＴ－Ｇ７８３を参照。 

 

欠陥 

なし 

 

結果としての動作 

なし 
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劣化相互関係 

なし 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.7.3.1.2 シンク方向 

インタフェース 

 

表Ⅱ－７－１０／ＪＴ－Ｇ７８３ Sm/Pqx_A_Sk 入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sm_AI_Data 

Sm_AI_ClocK 

Sm_AI_FrameStart 

Sm_AI_TSF 

Sm/Pqx_A_Sk_MI_Active 

Pqx_CI_Data 

Pqx_CI_Clock 

Sm/Pqx_A_Sk_MI_cPLM 

Sm/Pqx_A_Sk_MI_AcSL 

 

 

表Ⅱ－７－１１／ＪＴ－Ｇ７８３ Sm/Pqs_A_Sk 入出力信号 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

入力 出力 

Sm_AI_Data 

Sm_AI_ClocK 

Sm_AI_FrameStart 

Sm_AI_TSF 

Sm/Pqx_A_Sk_MI_Active 

Pqx_CI_Data 

Pqx_CI_Clock 

Sm/Pqs_A_Sk_MI_cPLM 

Sm/Pqs_A_Sk_MI_AcSL 

 

 

プロセス 

 Sm_APでの情報ストリームデータは、フレームオフセットとともにコンテナとして表される。ユーザ情

報ストリームは、トリビュタリ伝送タイミングに対して適切な関係のクロックとともに、コンテナから復

元され、タイミングおよびデータとして参照点 Pqx_CP（または Pqs_CP）に伝えられる。これは、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｇ７０７に記述されたデマッピングとデシンクロナイジングとペイロード依存の情報を含んで

いる。 

 

注．バイト同期マッピングされたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０３（ＰＤＨ）信号のためのオーバヘッドおよび

管理情報を生成するために、他の信号が Sm_CPから要求されるかもしれない。これは今後の検討課題であ

る。 
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Ｖ５［５－７］：Ｖ５バイト（ＶＣ－１１あるいはＶＣ－２の場合）のビット５，６および７の信号ラベ

ルは復元される。 

 

欠陥 

 本機能は、dPLM欠陥を検出すべきである。 

 

結果としての動作 

 本機能は、次のような結果としての動作を実行すべきである。 

aAIS ← AI_TSF or dPLM 

aSSF ← AI_TSF or dPLM 

 Sm_APまたは Sn_APにおいてＡＩＳが適用されるとき、または dPLM欠陥が検出されるとき（信号ラベル

の期待値と受信値の不一致）、アダプテーション機能はオール１の信号（ＡＩＳ）を生成する。 

 

欠陥相互関係 

 本機能は、最も可能性のある欠陥原因を特定するため、次の欠陥の相互関係を実行すべきである。 

 

cPLM ← dPLM and（not AI_ASF） 

 

パフォーマンスモニタ 

なし 

 

Ⅱ.7.3.2 Sm/RFI_A 

 パス対局故障表示（ＲＦＩ）ビット（Ｖ５のビット４）のプロセスは今後の検討課題である。 

 

Ⅱ．８ 複合機能 

 複合機能は、現在、勧告Ｇ．７８３の初期バージョンの中で広く使用された基本機能によって特徴付け

られている。今後の課題は、アトミックファンクションによって複合機能を特徴付けるのが必要である。

当分の間、アトミックファンクションに基本機能を関連付けるためにⅡ.3 項からⅡ.7 項の表を使用するこ

とが必要である。 

 

Ⅱ.8.1 伝送路終端機能 

 伝送路終端機能は、図Ⅱ－８－１／ＪＴ－Ｇ７８３の中で説明されているように、複合機能として、基

本機能であるＳＤＨ物理インタフェース（ＳＰＩ）、中継セクション終端（ＲＳＴ）、端局セクション終

端（ＭＳＴ）、端局セクション切替（ＭＳＰ）及び端局セクションアダプテーションを含む。基本機能及

び対応するアトミックファンクションとそれらの参照点を通過した情報フローは、Ⅱ.３，Ⅱ.４及びⅡ.５

項に記述される。 

注．ＭＳＰ機能は、端局セクションの切替を可能にする。ＭＳＰ機能は両端の参照点における情報フロー

が同一であるので、オプション化または省略してもよい。 
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図Ⅱ－８－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 伝送終端機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 
II.8.2 高次インタフェース 

 高次インタフェース機能は、図Ⅱ－８－２／ＪＴ－Ｇ７８３の中で説明されるように、複合機能として、

基本機能であるＰＤＨ物理インタフェース（ＰＰＩ）、低次パスアダプテーション（ＬＰＡ）、及び高次

パス終端（ＨＰＴ）を含む。基本機能及び対応したアトミックファンクションとそれらの参照点を通過し

た情報フローは、Ⅱ.６項に記述される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－８－２／ＪＴ－Ｇ７８３ 高次インタフェース機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

T1526360-97/d118 

U3,U6 

U6 

PPI_MP LPA_MP HPP_MP 

T0 

T0 

U3 

HPT LPA-n HPP PPI 

HPT_MP 

HPP_MP, HPT_MP 
HPP_MP, HPT_MP 

En_CP Sn_CP 

ﾄﾘﾋﾞｭﾀﾘ 
信号出力 

ﾄﾘﾋﾞｭﾀﾘ 
信号入力 

VC-3/4 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

VC-3/4 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

T1526350-97/d117 

ESn_CP or OSN_CP 

P U2 N U1 

Y T0 P,N U1,U2 T1 

MSA MSP MST RST SPI 

Sn_CP 

VC-3/4 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

VC-3/4 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

MSA_MP, MSP_MP 
MST_MP, RST_MP 
SPI_MP 

MSA_MP MSP_MP T0 Y MST_MP RST_MPT1 SPI_MP 

STM-N 
出力 

STM-N 
入力 
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II.8.3 低次インタフェース 

低次インタフェース機能は、図Ⅱ－８－３／ＪＴ－Ｇ７８３の中で説明されるように、複合機能として、

基本機能であるＰＤＨ物理インタフェース（ＰＰＩ）、低次パスアダプテーション（ＬＰＡ）及び低次パ

ス終端（ＬＰＴ）を含む。基本機能及び対応したアトミックファンクションとそれらの参照点を通過した

情報フローは、Ⅱ.７項に記述される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－８－３／ＪＴ－Ｇ７８３ 低次インタフェース機能 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

 

Ⅱ.8.4 高次アセンブラ 

 高次アセンブラ機能は、図Ⅱ－８－４／ＪＴ－Ｇ７８３で説明されるように、複合機能として、基本機

能である高次パスアダプテーション（ＨＰＡ）、及び高次パス終端（ＨＰＴ）を含む。 基本機能及び対

応するアトミックファンクションとそれらの参照点を通過した情報フローは、Ⅱ.６項で記述される。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－８－４／ＪＴ－Ｇ７８３ 高次アセンブラ機能 

 (ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

PPI_MP LPA_MP LPP_MP T0 

U4 

LPT LPA-m LPP PPI 

LPT_MP T2 

Em_CP Sm_CP 

U4 T0 T2 PPI_MP, LPA_MP 
LPP_MP, LPT_MP 

ﾄﾘﾋﾞｭﾀﾘ 
信号出力 

ﾄﾘﾋﾞｭﾀﾘ 
信号入力 

VC-1/2 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

VC-1/2 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

T1526370-97/d119 

U3,U5 

U3 

T0 

HPA_MP T0 

U5 

HPA HPP HPT 

HPP_MP HPT_MP 

HPA_MP 
HPP_MP 
HPT_MP 

Sm_CP Sn_CP 

T1526380-97/d120 

VC-3/4 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

VC-3/4 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

VC-1/2 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 

VC-1/2 
ﾌﾚｰﾑ 
ｵﾌｾｯﾄ 
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付録Ⅲ  
基本機能のアトミックファンクションモデル 

 

 図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｇ７８３は、この標準の中で定義されるアトミックファンクションと、１９９４年度

版Ｇ．７８３で説明されている基本機能の間の一致を示す。 
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図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 伝送に関する基本機能のアトミックファンクションモデリング（１／２） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

T1526690-97/d151 

Sns Sns 
SnC 

HPOM 

TSF,TSD 

HUG Sns 

HTCM 
SnDm 

HPC HTCT 
SnD 

HTCA SnD/Sn 

Sn 

Sn/User 
HPT 

Sn/SnP 

HPP 

SnP_C 

Sn/Sm HPA 

SnP 

SmC 

LPC 

Sms Smm 

LPOM 
TSF,TSD 

LUG 
Sms 

LTCM SmDm 

LTCT 
SmD 

LTCA SmD/Sm 

Sm LPT 

LPP 

SmP_C 

Sm/Pqx 

LPA 

SmP 

Sm/SmP 

Sm/Pqs 
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図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｇ７８３ 伝送に関する基本機能のアトミックファンクションモデリング（２／２） 

(ＩＴＵ－Ｔ G.783) 

T1526700-97/d152 

OSnC 

OSn 

Osn/RSn SPI 

RSnC 

RSn 

Rsn/MSn Rsn/DCC Rsn/OW Rsn/User 
RST 

D1-D3 E1 F1 
MSnC 

MSn 

MSn/DCC MSn/OW MSn/SD MST 

D4-D12 E2 S1 
MSn/MSnP 

MSnP_C 

MSnP MSP 

MSn/MSnP MSA 
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